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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「えー……スルガシステムの桜さくら坂ざかです。本案件のプロジェクトマネージャ？　になったみたいです。あの……皆みな様さまどうぞよろしくお願ねがいします」




　会かい議ぎ室しつはしんと静まりかえっていた。

　何十という視し線せんが自分に集まっている。お世せ辞じにも好意的とは言えない、いやむしろ警けい戒かいと疑いを含んだ眼まな差ざし。こちらの挨あい拶さつが聞こえていないはずないのに、彼らは無言で自分を見つめ続けていた。

　桜坂工こう兵へいは助けを求めるように室むろ見みを見た。だが彼女もまた予想外の事態に凍こおりついている。端正な顔を強こわばらせ、冷や汗をだらだら流し固まっていた。

　畜ちく生しよう、畜生、畜生。

　拳こぶしを握りしめ胸中で独ひとりごちる。

　一体なぜこんなことになってしまったんだ？

　自分達はただルータの設定で来ただけだったのに。ヒアリング項目を伝えたら即帰るつもりだったのに──

　だが事態はまったく予測不能な方向に進んでいる。

　プロジェクトマネージャ？　顧こ客きやくカウンター？　ベンダーコントロール？

　なんだよそれ、本当なんなんだ。

　全体このあと自分は何を喋しやべればいいんだ？　誰だれをどう管理マネージしコントロールしていけばいいんだ？

　チクタクと時と計けいの音だけが虚むなしく響ひびいている。

　助け船を出す者はいない。ベンダー各社は能面のような表情をこちらに向け続けている。顧こ客きやく担当者も黙もくしたまま一切議ぎ論ろんを進めようとしない。スリッパの足をぶらぶらさせ、他ひ人と事ごとのような顔で携帯電話をいじっていた。

「………」

　最悪だ。

　極寒の地に地図もなく投げ出された気分だった。

　視界は吹雪ふぶきで閉ざされ目指すべき目的地も分からない。だがプロジェクトメンバーは進むべき方向を示せと言う。さぁ仕切ってくれ。我われ々われはどうすればいい？　どこに行けばいい？　ＰＭ、案件責任者殿。

　工こう兵へいは目眩めまいを覚え天てん井じようを仰あおいだ。

　落ち着け、落ち着くんだ桜さくら坂ざか工兵。

　もう一度よく考えてみよう。自分がどうしてこんな状況に陥おちいってしまったのか。室むろ見みと二人ふたりで途と方ほうに暮れているのか。

　───。

　かくして時計の針は三時間前に遡さかのぼる。

　七月二十二日午前十一時。全すべては静かに、予兆さえ感じさせぬまま、工兵にとって最悪の一ヶ月は粛しゆく々しゆくと幕を開あける。
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「ＡＫネットの別べ府ふと申します。本案件の──プロジェクトマネージャを担当させていただくことになりました。皆みな様さま、どうぞよろしくお願ねがいします」

　司会席の青年が朗ほがらかに挨あい拶さつした。

　日当たりのよい南向きの会かい議ぎ室しつだった。ロの字型に配置されたテーブルを十数名の男女が囲んでいる。机の上には大量の書類、灰はい皿ざら、飲みかけのコーヒーカップ。配られた議題一覧アジエンダには『株式会社ベターメディア様、本社移転プロジェクト　キックオフミーティング』と書かれている。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは会議室の最下しも座ざ、入り口近くの角席に腰かけていた。傍かたわらには明るい髪の少女、室むろ見み立りつ華かがいる。彼女は薄うすい唇をへの字に曲げ不ふ機き嫌げんそうに正面を睨にらんでいた。

「室見さん、室見さん」

　肩を寄せ小声で囁ささやきかける。

　周囲をうかがいながら工兵は声を潜ひそめた。

「もうちょっと愛想よくしてくださいよ。一応客先なんですから、誰だれ彼かれかまわず睨むのはやめてください」

「睨んでないわ、単純に眠いのよ」

　室見は剣けん吞のん極きわまりない口く調ちようで言った。肩の力を抜き辛つらそうに背中を丸める。

「徹てつ夜や明あけなのよ。喋しやべってるのも億おつ劫くうで少しでも気を抜くと寝ちゃいそうなの。だから頑がん張ばって目をあけてるのに、あんたはそんな私を責めるわけだ。目をあけすぎず、閉じすぎず、真まん中なかでキープしろと。一ミクロンでも定位置からずれたらぶん殴るって」

「いや、誰もそこまで言ってないでしょ!?」

「はっ、分かった、分かったわよ。もう少し目つきをよくしろっていうのね。眉み間けんに皺しわを寄せず、目め尻じりを下げて」

　室見は小さな鼻び腔こうを広げ、一呼吸した後。

　眦まなじりを緩ゆるめ。

「ぐぅ」

　寝たー！

　慌あわててジャケットをつかみ揺さぶる。彼女ははっとしたように開眼し背筋を伸ばした。口元を歪ゆがませもとの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻る。

　……まぁ、仕方ないか。

　工兵は嘆息した。

　実際無む茶ちやなスケジュールなのだ。室見と二人ふたり、今け朝さ八時まで業なり平ひらの保守ネットワークを構こう築ちくしていた。スルガシステム側の作業は早々に完了したものの、アプリ業者の動作確かく認にんが終わらず朝まで待機。一体何度設定変更・状態確認をさせられただろう。どれだけ問題ありませんと言っても業者は「ネットワークの導どう通つうが取れない。アプリが起動しない」の一点ばり。最終的にクライアントの設定ミスと分かった時はブチ切れそうになった。（いや、実際室むろ見みはドライバーを持ち飛び出していこうとしていた。……慌あわてて止めたけど）

　だがまぁ、本来なら作業完了が明あけ方がたになろうと問題ないはずだった。何せ今日きようの予定はフリー、スケジューラを見たところで打ち合わせの「う」の字さえ入っていない。待たい機きが完了すればゆっくり退社し、あとは夕方まで惰だ眠みんを貪むさぼれるはずだった。

　──そう。引き上げる寸前、あの悪魔に捕まりさえしなければ。

　工こう兵へいは上うわ目め遣づかいに左手を見た。

　室見の隣となり、自分から二席離はなれたところに赤い禿はげ頭あたまが見える。

　ぎょろついた二つの目、扁へん平ぺいな鼻と濃こい口ひげ、百人に訊きけば百人が「小泣き爺じじい」と答えるであろう外見。スルガシステム社長六ろつ本ぽん松まつだった。

　今け朝さ方がた、六本松はラボルームに入ってくるなり大声で言い放ったのだ。

『おう、室蘭君くんに桜上水君！　今日きよう十一時から客先でキックオフがあるんで同行してくれ。よろしく！』

　………。

　意味が分からない？

　うん、自分も意味が分からなかった。客先ってどこのこと？　キックオフってなんのキックオフ？　同行って何すればいいの？　ていうか自分達の名前はそんな北ほつ海かい道どうや世せ田た谷がや区くの地名じゃないんですけど？　ｅｔｃ、ｅｔｃ……

　だが六本松相手にそのような反はん論ろんをしても時間の無む駄だでしかない。彼の言いたいことはただ一つ、『案件をとってきた。だからおまえらがんばれ』、以上。

　救いようのない無む茶ちや振ぶり、絶望的な任命アサイン手法。だがまぁ社会人である以上、トップの命令には逆らえない。結果、工兵と室見は寝不足を押し六ろつ本ぽん木ぎくんだりまで来ている。株式会社ベターメディア、コンピュータ・エンタメ系ではかなり著ちよ名めいな出版社に。

　工兵は面おもてを上げ室内を見渡した。

　ロの字テーブルを囲むようにプロジェクトメンバーが腰かけている。自己紹介はまだだがおそらく自分達と同じベンダーなのだろう。二、三人ずつまとまってグループを作っている。全部で五社くらいいるだろうか。ＰＭを担当するＡＫネットも含めれば六社、かなりの大規模プロジェクトだった。

（本社移転……ねぇ）

　道すがら六本松に訊きいたところ、このベターメディアという会社、昨さつ今こんの出版不況の影えい響きようであまり業ぎよう績せきがよくないらしい。経費圧あつ縮しゆくの一いつ環かんで今のオフィス（六本木の一等地だ）を有あり明あけに移すということだった。

　工兵達の仕事はＷＡＮルータの移設、確かく認にん作業。不幸中の幸いと言うべきか大した作業ではない。せいぜい並行期間中のアドレスバッティングやルーティングを気にしておくくらいだ。六ろつ本ぽん松まつは「もっとでかい案件を取れるはずだった！」と悔くやんでいたが、本当失注してくれて何よりだったと思う。社長は忘れているようだが自分達は今業なり平ひら産業ＤＲサイト構こう築ちくプロジェクトの真まっ最中なのだ。この上本社移転プロジェクトなんてとても対応できない。ていうか無理、受注したらマジでこの会社辞やめる。

「ではとりあえず顔合わせということで。各社、ご担当者様さま名めいと担当範はん囲いをご紹介いただけますか。……そうですね、じゃあ時と計けい回まわりで、僕の右手から」

　ＡＫネットの別べ府ふが片手を差し伸べる。

　がたりと音を立て毬いが栗ぐり頭あたまの男性が起立した。

「新オフィスのレイアウト全般を担当させていただくアテナデザインと申します。よろしくお願ねがいいたします」

　続けてＬＡＮ配はい線せん業者、サーバ管理業者、ＩＳＰが順じゆん繰ぐりに挨あい拶さつする。その様よう子すを横目で見ながら。さて、スルガシステムは誰だれが挨拶するんだと思う。社長──に喋しやべらせるとまたぞろ余計なこと言い出しそうだし、かといって室むろ見みは今にも寝落ちしそうな様子だし、……え？　ひょっとして自分？　マジで？　驚きよう愕がく混じりに思った時だった。

「や、ちょっと待ってください」

　固い声こわ音ねが響ひびいた。

　顔を上げると向かい席の女性が一人ひとり立ち上がっていた。

　ショートカットのボーイッシュな女の子だった。急角度の上がり眉まゆ、挑むような三さん白ぱく眼がん、褐かつ色しよくがかった瞳ひとみに勝ち気な光が宿っている。チャコールグレイのスーツは細い身体からだによくフィットしておりいかにもできるＯＬっぽい。

　彼女は向かって左手、眼鏡めがねの三人組を見み据すえていた。何がそんなに不満なのか、頰ほおを強こわばらせ唇を結んでいる。彼女は一呼吸おいた後、固い声で言った。

「我われ々われはイグゼク・ソルさんが島ハブまで配線すると聞いてたんですけど。今のお話だと御おん社しやは各階のディストリビューションスイッチまでしか構こう築ちくしないということですか？」

　眼鏡の男性達が不ふ審しんそうに眉を寄せる。

「我々はもともとその条件でＢＭ（ベターメディア）さんに見み積つもりを出してますよ。というか立て管配線も御社──扶ふ桑そう通つう建けんさんで行われると聞いてますけど」

「はっ？　いや……ちょっと、ちょっと待ってください。立て管の工事費なんてこちら見積もってませんよ。え？　仮に四階から十一階まで配線するならＣＡＴ５じゃ足りない。ファイバーを手配しろってことですよね。全然コスト感変わってきますよ」

「それは……知らないですよ。というかディストリビューションスイッチはメタルのインタフェースしかないんで光で出されても困るんですけど。メディコンなりなんなり嚙かませてＲＪ４５で出してください」

「いや……いや何なんですかそれ。無理です、ちょっとベターメディアさん、これどちら作業のイメージなんですか？」

　女性──多た分ぶん、扶ふ桑そう通つう建けんという会社のエンジニアなのだろう──の問いかけに、上かみ座ざの顧こ客きやく担当者がびくりと顔を上げた。携帯メールでも打っていたのか、状況が理解できていない様よう子すで「え？」と瞬まばたきする。

「え、なんですか」

「立て管とディストリ・アクセススイッチ間配はい線せんはどちらの対応範はん囲いか、うかがってるんです」

「たてかんとでぃすとり……」

　顧客担当者は異国の言葉でも聞かされたように首を傾かしげた。

「……や、それは各社ご提案された部分の中でよろしくやっていただくということで。我われ々われは動くシステムをご提案くださいとお願ねがいして、出てきたものを採用しているだけなんで」

「だから、このままだと動かないって言ってるんですが」

「動かないシステムを提案されたんですか？」

「そういう話じゃなく」

　女性は辛しん抱ぼう強づよく説明を繰くり返した。

　聞くうち状況が朧おぼろ気げながらに見えてくる。

　どうやら今回のプロジェクト、ＬＡＮ部分をイグゼク・ソリューションズと扶桑通建の二社で分けて構こう築ちくするらしい。具体的に言うと基幹部分（コアスイッチ、ディストリビューションスイッチなど）はイグゼク・ソリューションズ、島ハブやフロア配線など（物理・Ｌ２部分）は扶桑通建という感じで。で、お互いの繫つなぎ部分をどちらがやるか合意が取れていない模様だった。

　ちなみにあの女性は扶桑通建のエンジニアで名前を薬やく院いん加か奈な子こというらしい。なぜ下の名前まで分かったかと言えば、肝かん心じんの顧客がベンダー各社の自己紹介をまったく聞いておらず（つまり誰だれになんの件で話しかけられたか分からなかったらしく）もう一度フルネームで名乗り直す羽は目めになったからだ。なんと言うべきか、驚おどろくべき無関心さ、無む頓とん着ちやくさだった。自分達の引っ越しという緊きん迫ぱく感かんがまるで感じられない。

　呆あきれる工兵の前で顧客担当者は唸うなるような声を上げた。

「ううん……つまり、ベンダー間で何か認にん識しきの齟そ齬ごがあるってことですよね。そういう話であればＡＫネットさんに調ちよう整せいしてもらえますか。本案件のＰＭはＡＫさんにお願いしてるんで」

　室内の視線が司会席に集まる。ＡＫネットの担当者──別べ府ふは肩を震ふるわせた。口元の笑えみが凍こおりついている。突然の振りに意識が追いついていない様子だった。

「ちょっといいですか」

　ＩＳＰ担当者が唐とう突とつに挙きよ手しゆする。

「外部ＤＮＳはどちらの担当になるんでしょう。我われ々われはあくまでコネクティビティのみの提供という認識だったのですが、先さき程ほどのサーバ管理会社者様さまのお話だと内部ＤＮＳしか用意しないということだったので」

「え？　インターネット向けサーバは今回御おん社しやのホスティングに集約するから、全部撤てつ去きよして構わないと言われてたんですが。プロキシと、あと公開ＷＥＢも」

「いや、いやそんな話は聞いてませんよ。そもそもホスティングのお見み積つもりなんて出してませんし」

「そんなこと言われても……新オフィスのサーバ台数はもう見積もり済みですよ」

「待ってください、ちょっと待ってください」扶ふ桑そう通つう建けんの薬やく院いん加か奈な子こが眉まゆを更さらに吊つり上げた。

「ラックの収容台数が変わるんですか？　今ギリギリで押し込んでますからサーバが増えるならラックを増設する必要がありますよ」

「え、それはまずいですよ。もうフロアレイアウト決まってるんで」

　と、これはアテナデザインの毬いが栗ぐり頭あたま。

「それよりさっきのご挨あい拶さつで気になったんですけど、電源工事ってどちらがやるんでしょう。我われ々われは扶桑通建さんって聞いてたんですけど……」

「何言ってるんですか!?　我々はＵＰＳまでですよ。電源工事は御社でしょう」

「いやぁ……我々ではちょっと……そういうことできる人間いないんで」

　………。

　ぐだぐだだった。

　愚ぐ図ず愚ぐ図ずだった。

　収拾不能な状況の中、ＡＫネットの別べ府ふだけがなんとか議ぎ論ろんをまとめようとしている。「ちょっと状況を整せい理りしましょう」とか「細かい話はあとで」とか、言葉を選えらび全員をなだめようとしていた。傍かたわらでは顧こ客きやく担当者が暢のん気きに携帯メールを打ち続けている。なんともシュールな光景だった。

「ひっどい案件ねぇ」

　しみじみとした口く調ちようで室むろ見みが言った。騒さわぎに目を覚ましたのか、先さき程ほどより言葉遣づかいがしっかりしている。工こう兵へいは声を潜ひそめた。

「なんですか、これ。……むっちゃくちゃなんですけど」

「商流とプロジェクトのレポートラインがズレちゃってるのよ。まぁ、よくある話ね」

「ズレ？」

　工兵は首を傾かしげる。

　商流──という言葉はこないだの業なり平ひら案件で覚えた。案件におけるお金の流れだ。誰だれが誰に発注し、どこからどこに支払いが行われたか。業平の件で行くと『業平→スルガシステム（元もと請うけ）→レギオネット（機き器き販はん）→ＩＴＴＵ（回かい線せん調達）』が商流になる。

　そして『プロジェクトのレポートライン』はそのものずばり報告レポートの流れライン。案件を進めるにあたり誰から誰に指示を行い、また報告を受けるかの定義だ。

　通常この二つはイコールになる。金を払った側が支払われた側に指示を出す。至し極ごく真まっ当とうな理屈だ。それがズレる？　どういうことか訝いぶかしんでいると室むろ見みはうなずいた。

「購こう買ばいが強い会社にありがちなんだけど、とにかく全業者と直接金きん額がく交渉したがるの。間にとりまとめ会社を挟はさまず、各コンポーネントをダイレクトに、ギリギリ限界まで値切る。まぁ中抜き業者を作らないための対策だけど。この客がどうしているかっていうと」

　室見は配られたプリントにさらさらと図を書いた。




『ベターメディア（顧こ客きやく）→ＡＫネット（プロジェクト管理）』

『ベターメディア（顧客）→イグゼク・ソリューションズ（ＬＡＮベンダー・Ｌ３）』

『ベターメディア（顧客）→扶ふ桑そう通つう建けん（ＬＡＮベンダー・Ｌ１〜Ｌ２）』

　………。




　工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

「全ベンダー、フラットに並んでる感じですね」

「でしょ。でもプロジェクトのレポートラインは」




『ベターメディア（顧客）→ＡＫネット（プロジェクト管理）→ベンダー各社』




　見事な階層構造だった。

　室見は肩をすくめた。

「金銭的なやりとりや契約のない業者同士が指示・報告し合う。金で縛しばったって『やる・やらない』『言った言わない』の話が出てくるのに、何の関係もない業者同士が一いつ緒しよに仕事したらね。……どうなるか分かるでしょ？」

　工兵はちらとＡＫネットの別べ府ふを見た。雇われＰＭの青年は相変わらず必死で騒そう動どうを収めようとしている。だがベンダー各社は彼を顧かえりみることなく、勝手に議ぎ論ろんを戦わせていた。

　……なるほど、見たまんまだった。

　室見は鼻を鳴らした。

「直接取引したいなら顧客がきっちりＰＭまで含めてやるべきなのよ。プリセールスから入って各ベンダーの提案範はん囲いに重なりがないか、抜け漏もれがないかチェックする。そこを金額だけ基準に選せん定ていして、あとは各社ご自由にって投げ出すからおかしなことになる。認にん識しきズレが発生する」

「………」

「おまけにＰＭは外注で契約的な権限の裏づけもなしでしょ？　うまくいくわけないわ。もっとも、客のあの様よう子すじゃ、トラブルが起こってもそうだと気づかないかもしれないけど」

　顧こ客きやく担当者は室むろ見みの冷ややかな視し線せんに気づいた様よう子すもなく、退屈そうにペンを回している。相変わらず興きよう味みなさげな様子だった。

　ひっどい案件だなぁ。

　奇くしくも室見と同じ感想を漏もらし工こう兵へいは天てん井じようを仰あおいだ。

　まったく……ＷＡＮルータの受注だけで本当によかった。いくら客がぐだぐだでもさすがにルータ一台を別の物と混同しまい。……まぁこの場で社長が妙なことを言い出したら話は別だけど。

　………。

　まさかね。

　一いち抹まつの不安を感じ、六ろつ本ぽん松まつをうかがった時だった。

「すみません、皆さんすみません」

　一ひと際きわ大きな声が会かい議ぎ室しつに響ひびき渡った。

　喧けん噪そうを圧する朗ろう々ろうとした声こわ音ね。別べ府ふが席から立ち上がり手を打ち合わせていた。一拍置き、静まりかえった室内を見渡す。

「ちょっと……色々整せい理りしないと話が進まなさそうですので、一いつ旦たん場をあらためさせてください。このあと各社十五分ほどお時間いただき個別にスコープを確かく認にんさせていただけますか。お時間に余裕のない方は別べつ途と日程を調ちよう整せいさせていただきますので、その旨むね仰おつしやってください」

　毬いが栗ぐり頭あたまの男性がおずおずと手を上げる。

「……すみません、うちはちょっと……午後から予定が入ってまして」

「アテナデザインさんは別途で。他ほかは？」

　返事はない。別府は小さくうなずき「では」と白板に向き直った。十二時スタートで十五分ずつ各ベンダーの名前を記き載さいしていく。

　スルガシステムの順番は一時間後、昼の十三時だった。むむむと思い六本松を見るが、社長は何食わぬ顔でうんうんとうなずいていた。

　って……この期ごに及んで一時間居残りかよ。また帰る時間、遅くなるじゃん……

　うなだれる工兵をよそに別府が言葉を続けた。

「では荷物など、こちらの部へ屋やに置いていただいて結構ですので、休きゆう憩けいされる方は外に出てもらって大丈夫です。打ち合わせ用の部屋を別途手配しますので、……えーと」

　白板を振り返り最初の打ち合わせベンダーを確認する。

「イグゼク・ソルさんはこの場でお待ちいただけると助かります。……よろしいですか？　では解散で、ありがとうございました」

　ざわざわと喧噪が広がる。傍かたわらで室見がプリントをまとめ立ち上がった。

「じゃあ社長、私達一旦食事に出てきますけど、いいですね」

「ん？　おう、では私も一しょ──」

「行くわよ、桜さくら坂ざか」

　社長の言葉を華か麗れいにスルーし、室むろ見みが工こう兵へいの腕をつかむ。そのまま彼を引きずるように会かい議ぎ室しつを出た。

「ちょ、ちょっと室見さん、いいんですか？　社長無視して」

　慌あわてて訊たずねると室見は面めん倒どうくさそうに振り返った。

「社長と一いつ緒しよにご飯食べると超ド高い店に連れてかれるわよ。しかも割わり勘かんで」

「………」

　それは嫌いやだなぁ！

「どうせ一時までには戻ってこなきゃいけないんだし、適当にコンビニ弁当でも買ってきましょう。このへんの店もよく知らないし」

「確たしかに……」

　自慢じゃないが六ろつ本ぽん木ぎなんてほとんど立ち寄ったこともない。せいぜい六本木ヒルズがあるところ程度の認にん識しきだ。とにかく高い店ばかりというイメージなので、飲み会に使ったこともなかった。

「あれ？　でもそう言えば室見さん、カモメさんと六本木で飲んだとか言ってませんでしたっけ。なんか……バーを梯はし子ごしたとか。その時の店とかどうなんですか？」

「私と行けば漏もれなくブラックリストに入れられるけど、……それでもいい？」

「そこまで要注意人物扱いされてるんですか!?」

　いや……まぁ確かに、歓迎会での話だと随ずい分ぶんこの界かい隈わいを荒らしまくったみたいだけど、にしても同行者までチェックされるってどんだけだよ。

「カモメ、本気で飲みモードに入ると無む茶ちや苦く茶ちやだからねぇ。ぐい飲みやラッパ飲みは聞いたことあるけど……樽たる飲のみとか。初めて見たわ」

「樽飲み!?」

「あと冷れい蔵ぞう庫こ飲みとか」

「なんすかそれ！」

　ラッパ飲みの延長で冷蔵庫飲みって……持ち上げるの？　直接口をつけるの？　どこに？

　あいかわらず不ふ思し議ぎすぎるアシスタントだった。段々人類とはかけ離はなれた存在に思えてくる。

　───。

　結局室見と二人ふたり、ビルを出てコンビニに赴おもむいた。自分はおにぎり二つにからあげ棒、室見は期待を裏切ることなくツナサンドをチョイス。他ほかにサラダ、眠気覚ましのフリスクを購こう入にゆうする。

　買い物を終え客先に戻ると会議室には誰だれもいなかった。既すでに打ち合わせが始まっているのか。六ろつ本ぽん松まつの姿も見えないからおそらく食事に出かけたのだろう。時間は十二時二十分。打ち合わせまでまだ四十分ある。ゆっくり昼食をとれそうだった。

「……って、あ、しまった」

「どうしたの？」

　工こう兵へいはコンビニ袋を広げてみせた。

「飲み物買い忘れました。……冷たいお茶ちや買おうと思ってたのに」

「ミネラルウォーターならあるけど？　一いつ緒しよに飲む？」

「ああ、なら別にそれでも──」

　言いかけて口をつぐむ。ちょっと待った。それって所謂いわゆる一つの……アレだよね。

「む、室むろ見みさんはいいんですか？　いや、僕は別にいやじゃないですし、その……気にしないですけど。室見さん的に」

「？　何が？」

「だから、一緒に飲むってことは、僕と室見さんが……」

　ためらいがちに訴えるものの室見はきょとんと首を傾かしげていた。

　駄だ目めだ、さっぱり伝わっていない。

　ダイレクトキスはあれだけ嫌いやがったくせに、間接キスはまったく気にしないのか。基準がよく分からない。いやまぁ確たしかに、子供の時って男女意い識しきせず回し飲みしてたけど。この人一応社会人ですよ？　上司ですよ？

　一いつ瞬しゆん、両者キスの境目を試ためしてみたい衝しよう動どうに駆かられたが（飲み口に軽く口づけして返してみるとか、舌先を中身につけ数秒静止してみるとか）工兵は懸けん命めいに好奇心を抑おさえつけた。

　深々と呼吸し動どう悸きを鎮しずめる。唇を結び、しかつめらしい表情を室見に向けた。

「いや、大丈夫です。ちょっと自じ販はん機き探して買ってきますよ。多た分ぶんビル内にあると思いますし」

「……そう？　これ私一人ひとりじゃ飲み切れないから、手て伝つだってほしかったんだけど……」

　拗すねたように唇を尖とがらせる。って、なんという庇ひ護ご欲よくをそそる表情。ああもう！　この人いつか大おお怪け我がするぞ！　誤解した相手に言い寄られたり、変質者に押し倒されたり！

　なんだか妙な気分になってきたので、工兵は早々に会話を打ち切り会かい議ぎ室しつから出た。エレベーターホールに赴おもむきフロア案内図を確かく認にんする。非常階段脇わき、フロアの西端に休きゆう憩けいスペースの表記が見えた。コインのマークが書かれているからおそらく自販機も併設されているのだろう。工兵は携帯で残りの休きゆう憩けい時間を確認、廊下を進んでいった。

　休憩スペースは喫きつ煙えん所じよを兼ねていた。硝子ガラス張ばりの空間に空気清浄機とソファーが置かれている。部へ屋やの奥に自販機が二つ鎮ちん座ざしていた。

　えーと……お茶お茶。

　工兵は商品ディスプレイを眺めた。

　お〜いお茶ちやに伊い右え衛も門ん茶ちや、お、綾あや鷹たかもあるな。（ちなみにお〜いお茶は緑茶飲料の中で一番売れているらしい。ちょっとトリビア）

　散さん々ざん迷った後、濃こい生なま茶ちやを購こう入にゆうした。苦にがみも強いし寝ね惚ぼけた頭には丁度よいだろう。

　中腰になり商品を取り出していると、ふっと背後に人の気け配はいを感じた。振り向くと左手後方のソファーに男性が一人ひとり腰かけている。空気清せい浄じよう機きの陰になっていたせいでよく見えていなかった。

　男は背中を丸め両の掌てのひらで顔を覆おおっていた。よく見ると背広の肩が小刻みに震ふるえている。尋じん常じような様よう子すではない。工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

「あの……大丈夫ですか？」

「………」

　男が頭を上げる。露あらわになった顔を見て工兵は息を吞のんだ。

　精せい悍かんな顔だち、高い鼻び梁りよう、涼しげな目元、清せい潔けつ感かんのある髪型は見間違えようもない。ＡＫネットのプロジェクトマネージャ、別べ府ふだった。

「え？　あの……あれ？」

　打ち合わせはどうしたのだろう。先さき程ほどのスケジュールを考えれば今は丁度二社目、扶ふ桑そう通つう建けんとミーティングしている時間だ。司会がこんなところにいてよいはずない。

　一いつ瞬しゆん遅れて、別府が緩かん慢まんに会え釈しやくする。両の目は疲労に濁にごり生気の欠片かけらもない。キックオフ時の潑はつ剌らつとした印象が微み塵じんも残っていなかった。

　工兵は眉み間けんの皺しわを一層深くした。

「どうしたんですか一体、体たい調ちようが悪いなら人を呼んできますけど」

「………、いや」

　別府は首を振った。

「大丈夫、特にどこかが悪いってわけじゃないから」

　とてもそうは見えませんが、という台詞せりふを工兵は辛かろうじて喉のど元もとに押おし止とどめる。しばし逡しゆん巡じゆんした後、気になっていたことを訊たずねた。

「打ち合わせはいいんですか？　イグゼク・ソルさんのあとはすぐ扶桑通建さんだったと思うんですけど」

「……打ち合わせ？　……ああ」

　別府の声は空くう疎そに乾いていた。

「二社ともすぐ終わったよ。十五分もかからなかったね」

　お、なんだ。

「どちらも話し合う以前の状態でね」

「………」

　え？

　工兵は目をしばたたいた。別府の口元に歪いびつな笑えみが浮かぶ。

「担当範はん囲いどころじゃない、体制も要求仕様も一切詰まってない。確かく定ていしてるのはリリース日だけ、そんな状況でね。詳細話し合うにしても一いつ旦たん自社での検討が必要だからって、早々に退散されてしまったよ」

「………」

　マジですか。

　別べ府ふは両手を組み合わせ額ひたいを押しつけた。

「機き器き構成が詰まってないから部材の発注もかかってない。回かい線せん納期も未み調ちよう整せい、なのにベターメディアさんは総そう務む部ぶの先行移転とか、営業部のフリーアドレス化とか好き勝手なことを言ってくる。本当に……どうしろっていうんだ。移転まで二ヶ月ちょっとしかないっていうのに」

「あ、あの……別府さん」

「だいたい業者も業者だ。本当にできないならできないって主張してくれればいいのに。変にできるかもしれないなんて言うから顧こ客きやくが安心する。最後はなんとかなるんでしょと思われる。ならねぇんだよ、ＰＭがどんなに頑がん張ばったって無理なものは無理なんだ。なんでそれが分からないんだ。……どいつもこいつも」

　別府の声は呪じゆ詛そのように響ひびいてくる。もはや誰だれに語りかけているのかも分からない。瞳どう孔こうが開き唇が小刻みに震ふるえていた。

　工こう兵へいはぞくりとした。目の前の男にひどく危ういものを感じる。たとえるなら倒とう壊かい直前のビルを間近で見上げるような、爆ばく発はつ寸前のダイナマイトを至近で見るような。

　瞬しゆん間かん、胸ポケットの携帯が音を立てて震えた。

　慌あわてて取り出すと液晶に室むろ見みの名前が表示されている。戻りが遅いので怪け訝げんに思われたのだろう。工兵は別府に軽く会え釈しやくした。

「あ、すみません。じゃあ僕ちょっと食事に戻りますんで。一時になったら打ち合わせにうかがいますね」

「………」

　返事はない。工兵はもういちど頭を下げその場から離はなれた。休きゆう憩けいスペースを出る瞬間、背後で「だからＢこＭこの案件はいやだったんだ……」という呻うめき声ごえが聞こえたように思えた。

「はい、桜さくら坂ざかです」

　別府の様よう子すに後ろ髪を引かれながら電話に出る。

『桜坂？　あんたどこまで飲み物買いにいってるのよ』

　甲かん高だかい声が耳元で響く。工兵は小銭入れをポケットに戻しながら足を速めた。

「すみません、ちょっと自じ販はん機き探すのに手間取っちゃって。見つかったからもう戻ります」

『あー、ううん。ちょっと会かい議ぎ室しつじゃなくて応接の四番ってところまで来てもらえる？　一階にあるらしいんだけど』

「へ？」

　応接の四番？　なんだそれ。

『社長のお呼びよ。なんか先方の取とり締しまり役やくに挨あい拶さつするから同席しろって。私も今向かってるから、下で合流しましょ』

　用件だけ告つげて電話を切る。

　工こう兵へいはまじまじと携帯を見つめた。

　……おいおい、今度は飯まで抜きかよ。

（たまらんなぁ）

　示し合わせたように小こ腹ばらが鳴る。工兵は溜ため息いきを一つ、頭を振りながらエレベーターホールに向かった。




「いやぁまた六ろつ本ぽん松まつさんと一いつ緒しよにお仕事できてよかったですよ。これを機きにどんどんお付き合いを深めさせていただければと思いますので、どうぞよろしくお願ねがいします」

　ロマンスグレーの男が気さくな口く調ちようで告げる。

　年の頃ころは五十代半ば、丸顔に眼鏡めがねが印象的な愛あい嬌きようのある男性だった。肩書きはベターメディア常務取とり締しまり役やく、どうやら今回の案件をスルガシステムに紹介してくれた人らしい。

　工兵と立りつ華かは一階の応接室にいる。机を挟はさんで正面に常務、左手に六本松が座っている。六本松は鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「こちらこそ、是ぜ非ひよい関係を築きずいていきたいですな。前回、御おん社しやとお取引させていただいたのは……十年前でしたか」

「いえいえ、十二年前だったと思います。六本松さんがロシア向けの版権ビジネスをやっておられた頃ですよ」

「おうおう、そうでしたそうでした。あの頃は大変でしたなぁ、ボルシチとかウォッカとかトカレフとか」

「ええ、ええ。ピロシキとかプリヌイとかドラグノフとか」

　………。

　なんか、一部変な単語が混ざってないか？

　ていうかこの禿はげ、スルガシステムの前にも随ずい分ぶん怪あやしげな仕事やってたんだな。版権ビジネスって……ＩＴと全然関係ないし。

「で、そちらが御社のエンジニアさんですか」

　ひとしきり歓かん談だんした後、常務が水を向ける。六本松は工兵達を一いち瞥べつし得意そうにうなずいてみせた。

「ええ。弊へい社しや自じ慢まんの技術者です。いやぁ身内の贔屓ひいき目めかもしれませんがね。彼らはほんっとうに優ゆう秀しゆうですよ。まぁ控え目に言って日本で四番目くらいですかね」

　さすがに言いすぎだろうそれ！

　目を剝むいて睨にらみつけるも六本松は涼しい顔だった。幸い常務は細かな数字に頓とん着ちやくした様よう子すもなく、うんうんと首しゆ肯こうしてみせた。

「六本松さんのところには昔から優秀なスタッフが集まってますからなあ。いやいや今回も本当よい方をつけていただいたようで、ありがとうございます」

「何、他ほかならぬ常務のためですから。というか今回の件でもＷＡＮルータだけなどと言わず、もっとがっつりお任せいただいてよかったのに。弊へい社しやのエンジニアなら他社より断然短納期、高品質、低コストでやりとげてみせますよ」

　ぴきっと音を立てて室むろ見みが凍こおりつく。常務は「いやぁ」と肩をすくめた。

「そうしたいのは山々だったんですがね、既すでに現場──情シス側であらかた体制が組み上がってまして、ちょっと口を挟はさみづらかったんですよ。イグゼク・ソルさんと扶ふ桑そう通つう建けんさんは現場同士の付き合いも長いですから、上から言っていきなり外させるのも、ねぇ」

「イグゼク・ソルさんですかぁ」

　六ろつ本ぽん松まつは顔をしかめた。

「あそこは我われ々われも付き合いありますが、少し動き悪くないですか。もともと商社系でお大だい名みよう商売をしてる印象があったんですけど。今回みたいな短納期案件で融ゆう通ずうきかせてくれますかね」

「それは……まぁ大丈夫ですよ。うちには敏腕ＰＭがついていますから」

「敏腕ＰＭ」

「ＡＫネットの別べ府ふ君くんですよ」

　常務の口く調ちようは誇らしげだった。

「彼は凄すごいですよ。どんな短納期案件でも綺き麗れいに落着させてくれますからね。いや、過去どれだけ実現不可能と言われた仕事をやりとげてくれたか。まったく、若いのに感心ですよ」

　………。

　いや、それで本人随ずい分ぶん精神を病やんでるみたいなんだけど。今もちょっとやばそうだったし……とはさすがに言えず、工こう兵へいは沈ちん黙もくを守った。六本松が首を捻ひねる。

「ＡＫネット──という会社は聞きませんな。コンサルティングファームか何かですか？」

「まぁ、広い意味でのコンサルですな。社員数名の小さな会社です、そこの社長とうちの社長がゴルフ仲間で、その絡からみで別府君を売り込まれたみたいです」

「ほう」

「何せ社長同士の付き合いですからな。別府君も気合の入り方が違いますよ。業者とのトラブルも死ぬ気で解決してくれますし、我々には一切手間をかけさせませんからな。ははは、本当に別府君様さま々さまってところですよ」

　常務は愉ゆ快かいそうに笑ってコーヒーカップを持ち上げた。

「ま、というわけなんで今回は御おん社しやにあんまり助けていただくこともないですが、次回何かあった場合はよろしくお願ねがいしますよ」

　音を立てコーヒーをすする。

　その時、壁かべ際ぎわの内ない線せんが甲かん高だかいコール音を上げた。

　常務は眉まゆを持ち上げた。

「ちょっと失礼」

　席を立ち内ない線せん電話に向かう。受話器を取り上げ「はい、応接４番」と答えた。

「……ああ、私だが。……ああ、……ああ。……なに？」

　常務の声が固さを増した。

「いや待て。どういうことだ。……ふむ？　……ふむ、……はぁ？　そんな馬ば鹿かな話があるか。もう一度きちんと確かく認にんしろ。……なに？　もう確認した？　それで先方の回答は？　……うむ、……うむ。………」

　通話しながら徐々に常務の顔色が失われていく。彼は横目で受話器を睨にらみつけた。

「……それで、どうしようもないと言っておるのか？　あちらさんは。代だい替たい案あんもなし？　……うむ、……うむ。………」

　ややあって常務は電話を切った。頰ほお肉にくを強こわばらせこちらに首を振ってみせる。

「六ろつ本ぽん松まつさん、まずいことになった」

「まずいこと？」

　六本松が身を乗り出す。一いつ瞬しゆん、黒くろ豆まめのような目に鈍にぶい光が宿って見えた。

　常務はうなずいた。

　眉まゆ根ねを寄せ、どう言うか悩んだ後、意を決したように告つげる。




「ＡＫネットの別べ府ふ君くんが逃げたらしい」




　直後六本松の見せた表情はなんとも形容しがたいものだった。

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へい達の前で六本松は「なるほど！」と叫んだ。鼻び腔こうを広げ、荒い息を吐はき出す。口こう角かくが吊つり上がり鬼き気き迫せまる笑えみを形作った。

　六本松は顔を一ひと際きわ紅こう潮ちようさせ、ぎらぎらした目つきで訊たずねた。

「逃げたとは？　具体的にどういうことでしょう」

「言葉通り、打ち合わせを放り出してうちの会社から出ていってしまったようです。今ＡＫネットに確認したところ、電話で退たい職しよく願ねがいも出ていたとかで。慰い留りゆうの甲か斐いもなく通話を切られてしまったとか」

「ふむふむ」と六本松はうなずいた。大おお仰ぎように相あい槌づちを打った後かぶりを振る。

「それはもう、大層お困りでしょうな！」

「え、ええまぁ……正直うちの社内で代わりができる者もおりませんしな。かといって今いま更さらＰＭだけを外注しようにも」

「無理、無理でしょうな。御おん社しやの事情に通じていない人間を手配しても、立ち上げに時間がかかるだけです。ただでさえ短納期の案件で時間を浪費している余裕はない」

「まったくもって」

　常務は弱りきった表情で嘆息した。肩を落とし、数秒煩はん悶もんした後、すがるような目で六ろつ本ぽん松まつを見た。

「六本松さん……先さき程ほど、御おん社しやであれば短納期・高品質でどんな業務も遂すい行こう可能と仰おつしやいましたな」

「いかにも」

「大変厚かましいお願ねがいではありますが──」

　瞬しゆん間かん、工こう兵へいは我われに返った。

　脳内で最大級のアラートが鳴なり響ひびく。やばい、この流れは絶対にやばい。見れば室むろ見みも顔中の筋肉を引きつらせている。彼女は恐きよう慌こうに近い表情で工兵を睨にらみつけた。言葉を聞くまでもない、「早く止めろ」という無言の圧力を感じる。

「しゃ、社長ちょっといいですか！」

　続けて何を言おうかは考えていなかった。とにかく会話の流れを断ち切る。常務の言葉を封じる。先方の依頼さえ聞かなければ社長も「諾だく」とは言えまい。そうだ、「レギオネットにお願いできるかも」と言ってみるか。業なり平ひら案件以来、あの会社とは大分深い付き合いができている。多少無む茶ちやな相そう談だんでも（聞くだけなら）聞いてもらえるはずだ。そう思ったのだが。

　六本松は大きく目を見張った。工兵の制止も会話の流れも何一つ気にしない。普ふ段だんのディスコミュニケーションが噓うそのように、六本松は常務の意図を読み取り快活に言い放った。

「お任せください！　御社のために不ふ肖しよう六本松、最高のプロジェクトマネージャを投入させていただきます！」

　………。

　終わった。

　工兵の体内で何かが音を立て崩くずれ落ちていった。
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　こうして物語は冒頭に戻る。

　午後一時四十分、ベターメディア本社会かい議ぎ室しつ。

　工こう兵へい達はベンダー各社の剣けん吞のんな視し線せんにさらされている。当然だろう、一度は解散・仕切り直ししたにもかかわらず再度キックオフと言って呼び集められたのだ。しかも案件の責任者は逃げ出し、自分のような若造がＰＭを名乗っている。意味不明にも程ほどがあった。

　工兵はちらと背後のホワイトボードを見る。

　暫ざん定てい体制図に自分と室むろ見み二人ふたりの名前が書かれていた。




・プロジェクトマネージャ：桜さくら坂ざか工兵

・サブＰＭ・技術統括：室見立りつ華か




　……まったく、悪い冗じよう談だんだった。

　一体何をどうするとルータ設置エンジニアがたった一時間でこんなキャリアアップを遂とげるんだ？　島○作じゃねぇんだぞ。出世しすぎだろう。そもそもなぜ自分がＰＭで室見がサブＰＭなのか。普通逆だろう。向こうは上司でこっちは部下なんだから。……いやまぁ、外見的に室見をＰＭと主張しづらいのは分かるけど。そこは突っ張れよ、社長も。自分、新卒なんだし。

　ちなみに六ろつ本ぽん松まつは挨あい拶さつが終わると早々に引き上げている。『いやぁ案件が大きくなってよかったなぁ！　君らも私を見習って、どんな時もビジネスチャンスを逃のがさんようにするんだぞ。じゃあ、あとはよろしくな！』

　そう嬉うれしそうに告つげ去っていった。

　………。

　階段降りる時、後ろから蹴けり飛ばしてやればよかった。

　工兵はかぶりを振り呼吸を整ととのえた。懸けん命めいに平静を保ち室内を見渡す。

　ベンダー各社は巌いわおのように沈ちん黙もくしている。この異常極きわまりない状況で新ＰＭがどう事態を仕切るか注視しているようだった。

（……ふっ）

　工兵はニヒルに微笑ほほえんだ。

　なるほど、これはまた極めつけの逆境だった。不条理、不合理、不可解、不ふ明めい瞭りよう。およそ楽らつ観かん的てきな材料が何一つない状況。

　社長には見捨てられ周囲は面めん識しきのないベンダーばかり。納期は逼ひつ迫ぱくし仕様もほとんど決まっていない。別べ府ふという敏腕ＰＭでさえ匙さじを投げたこの惨さん状じよう。まともに考えれば自分如ごとき新人がどうこうできるはずもない。

　だが──

　工兵は眦まなじりをすぼめる。

　自分を誰だれだと思っている。

　堀ほり留どめ証券のトラブルを解消し、リドルトリルの運用引ひき継つぎを完かん遂すいし、業なり平ひら案件のコンペでＪＴ＆Ｗを下した男だぞ。

　ただの新人と思ってもらっちゃ困る。

　プロジェクトマネージメント？　案件統括？

　ふふん、まぁ少しは苦戦するかもしれないけどね。

　要は管理でしょ？

　ちょっと気分を落ち着け、深呼吸して、冷静になって対処すれば。

　………。

　………。




　って、なんとかなるわけねぇだろぉお！




　工こう兵へいは胸中で絶叫した。

　いくらなんでもありえねーよ！　なんだよＰＭって。できるわけねーだろ!?　もう無む茶ちや振ぶりってレベルじゃねーぞ！　なんなのあの社長!?　馬ば鹿かなの？　自滅したいの？

　乱れる思考をまとめつつ工兵はこめかみを押える。

　落ち着け、落ち着け自分。

　叫んでも喚わめいてもしょうがない。とにかく時間を稼かせぐべきだ。一いつ旦たん場をあらため事態を仕切り直す。プロジェクト管理とは何か調しらべ直す。

　だが今ここで「僕は素人しろうとです！　勉強する時間をください」と主張するわけにもいかない。何せ自分はＡＫネットを上回る敏腕ＰＭとして売り込まれているのだ。社長の面子メンツなど知ったことじゃないが、スルガシステムの名を貶おとしめるのだけは避けたい。自分の行いで室むろ見みや梢こずえ、藤ふじ崎さきを馬鹿にされたくなかった。

　数秒考え、心を決める。

　よし、とりあえず各社に課か題だいを持ち帰ってもらおう。見たところ情報も錯さく綜そうしているようだし、各ベンダーで情報をとりまとめ提示してくれと言う。これなら時間も稼げるしボロも出まい。

　こほん。

　咳せき払ばらいして顔を上げる。

　工兵はつとめて自信に満ちた表情を浮かべ、言った。

「えー、では皆さん。とりあえず今日きようは顔合わせと言うことで。一旦解散し、次回打ち合わせまでに各社課題とスケジュールを準備いただく段取りでいかがでしょうか？」

　間違ったことを言ったつもりはなかった。

　よく言えば無ぶ難なん、悪く言えば毒にも薬くすりにもならないコメント。「はいはい」と流してもらい場を仕切り直せる発言のはずだった。

　だが──

「ちょっと待ってもらえますか」

　不服そうな声が上がる。顔を上げると眼鏡めがねの集団、イグゼク・ソルのエンジニアが挙きよ手しゆしていた。

「スケジュールを出せって。マスタースケジュールもないのにこっちで勝手に線せん表ぴよう引いちゃっていいんですか？　他作業との依存関係はどうするんですか」

「……依存関係？」

　なんだそれ。

　目をぱちくりしていると、続けてサーバ管理業者が手を上げた。

「すみません。スケジュールと仰おつしやいますが進しん捗ちよく管理はどのようにやられるのでしょう。ガントチャートですか？　それともＰＥＲＴですか？」

　がんと？

　ぱーと？

　一いつ瞬しゆん遅れてＩＳＰ事業者が挙手。

「あの、こちらもうかがっていいですかね。次回定例までのコミュニケーションルールはどうされるんでしょう？」

　えーと……。

「アクションリストのフォーマットはないんですか？　最低限必要な項目だけでも提示していただかないと、あとで二度手間三度手間になりかねないですが」

「結局本件のステークホルダーは誰だれなんでしょう。一いつ旦たんそこを定義しないと、どこに何を調ちよう整せいしてよいか分からないですよ」

「先さき程ほどＡＫネットさんとお話したスコープの話は誰がトラックしているんでしょう？　スルガシステムさんでよろしいんですか」

　………。

　顔面の痙けい攣れんを感じつつ、工こう兵へいは懸けん命めいに笑え顔がおをキープした。背中がじっとりと汗ばんでいく。やばい、やばい、やばい。

　これは──はっきり言って、さっぱり分からない。

　マスタースケジュール？　コミュニケーションルール？　ステークホルダー？　アクションリスト？　何言ってるのこの人達。同じ日本人だよね？

　助けを求めるように室むろ見みを見る。

　駄だ目めです、室見さん！　やっぱり新人には荷が重すぎました。あとは任せます！

　だが室見は微動だにせず固まっていた。怪け訝げんに思いうかがうと緊きん張ちようが限界に達したのか瞳どう孔こうが開き切っていた。

　だめだー！

　分かってたけど技術以外のことでこの人を頼りにしちゃ駄だ目めだ！　畜ちく生しよう、カモメさんさえいればこんな状況三秒で解決してくれるだろうに。

　歯は軋ぎしりしつつ視し線せんを戻す。もはや頼りになるのは自分しかない。分からないでもなんでも、とりあえず回答するしかなかった。

　工こう兵へいはかぼそい声こわ音ねで答えた。

「いや……ですから、そのあたりの細かいところは追々詰めていく感じで」

「細かい……こと？」

　押し殺したつぶやきが響ひびいた。

　けして大きくない、だが周囲のざわめきを圧するような声。

　がたりと椅い子すが引かれる。ショートカットの人ひと影かげが立ち上がった。上がり眉まゆに三さん白ぱく眼がん、スリムスーツのボーイッシュな女の子。扶ふ桑そう通つう建けんのエンジニア──薬やく院いん加か奈な子こ。

　彼女は褐かつ色しよくがかった瞳ひとみに強い光を漲みなぎらせた。

「細かいこと。コミュニケーションルールの定義やステークホルダーの特定が細かいことですか？　追々決めてくことなんですか？」

「………」

「この案件は納期的にも要求品質的にもかなりシビアな内容と認にん識しきしています。であればこそＰＭは積せつ極きよく的てきにプロジェクトのフレームワークを準備し、各社が実作業に専念できるよう調ちよう整せいしていくべきじゃないんですか。それを追々決める？　各社で持ち帰り整せい理りする？　御おん社しやのプロジェクト管理手法はいつもそんな感じなんですか？」

「いや……それは」

「そもそも」

　と薬院は語ご調ちようを強めた。

「御社は本件のＷＢＳさえ作られないんですか？　プロジェクト計画書は？　成果物リストは？」

　………。

　工兵は沈ちん黙もくする。

　もはや退路は断たたれた。小手先の言辞は跳はねのけられ虚きよ勢せいも通用しそうにない。こうなってはもう自分を敏腕ＰＭと見る者もないだろう。見渡せばベンダー各社も懐かい疑ぎ的てきな表情になっている。

　工兵は二、三度室内を見回し、自分達の味方がいないことを確かく認にんすると、溜ため息いきを一つ。絶望的な口く調ちようでつぶやいた。

「持ち帰り、検討の時間をいただけますでしょうか……」

　完敗だった。
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「あれ？　工こう兵へい君くん、……立りつ華かちゃんも？」

　オフィスに戻るなりカモメの頓とん狂きような声に迎えられた。

　黒髪白はく皙せきのアシスタントが切れ長の目を瞬またたいている。艶つややかな髪が揺ゆれ細い肩をなでた。彼女は郵便物の束を小こ脇わきに抱えたまま「うーん？」と唸うなった。

「工兵君達、昨日きのう徹てつ夜やだよね？　なんでまた出社してるの？　しかも二人ふたり一いつ緒しよに。昨日と同じ格かつ好こう──で──」

　言いかけてカモメの目が見開かれた。

「いやだ。……噓うそ、ついに？」

「待ってくださーい！」

　工兵は叫んだ。きょとんとしている室むろ見みの前で両手を振る。

「『いやだ』ってなんですか、『ついに』ってなんですか。やめてください、あらぬ嫌疑をかけるの！　カモメさんの考えてるようなことは何もありませんから！」

「えー」

　カモメは不満そうに唇を尖とがらせた。

「だって、ねぇ？　普通に考えたらありそうじゃん。夜通し一緒にいてさ、徐々に口数も少なくなって、ふっと訪れた沈ちん黙もくに顔を上げると相手もこちらを見てて。日ひ頃ごろの理性は疲労と睡すい魔まに押し流され、押し殺している思いがこうじわじわっと」

「ありません！　ありませんからそんな思い！　てかなんすか!?　そのハーレクインっぽい語り口!?」

「気づけば二人は手を伸ばし合い、絡からみ合った指が互いの心を探り合い。やがてどちらともなく口を開ひらけ」

「きゃー！」

「『モンハンやらない？』」

　………。

　工兵はじと目でカモメを見上げた。

「……カモメさん、僕のことからかってますね？」

「とんでもない」

　カモメは心外そうにかぶりを振った。

「お泊まりの醍だい醐ご味みって言ったらみんなで夜通しゲームでしょー。ＰＳＰかＤＳは基本装そう備びだと思うんだけど」

「………」

　まぁいいけどね。

　どうせ本気で喋しやべってないだろうし。室むろ見みさんも何言われているか全然分かってないみたいだから。

　嘆息し肩を落とした瞬しゆん間かん。

「でもやっぱり、お姉ねえさんいきなりホテルはどうかと思うな」
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「結局言うのかよ！」

　素すで突っ込んでしまってから、工こう兵へいは溜ため息いきを一つ、事の経けい緯いを説明した。朝一番で社長に拉ら致ちされたこと、客先でミーティングしていたこと、なんとも言えない経緯の果てに案件の全体統括を任せられてしまったこと。

　全すべてを聞き終えるとカモメは「あらあら」と首を振った。

「相変わらず無む茶ちや振ぶりねぇ。大丈夫？　二人ふたりとも寝てないんでしょ。一度帰った方がいいんじゃない？」

「……そうしたいのは山々なんですけど」

　さすがにこの状況で何もせず帰宅するわけにいかない。プロジェクト管理とは何か、どう進めるべきなのか、次回定例に向け少しでも整せい理りしておきたかった。

　ちなみに今度の打ち合わせは五日後、七月二十七日の月げつ曜よう日びに予定されている（余よ談だんだがこの日の午前中には業なり平ひら産業の定例も入っている。本当死にたい）。お世せ辞じにも余裕あるスケジュールとは言えなかった。休んでいる暇ひまはない。

「ちょっと調しらべ物ものしていきたいんで。……大丈夫です、今日きようはそんな遅くまでやっていきませんから」

「そう？　ならまぁあたしがどうこう言う話じゃないけど」

　心配そうにつぶやきカモメは室むろ見みに視し線せんを移した。眉み間けんにふっと皺しわが寄る。

「立りつ華かちゃん……？」

　見れば室見の身体からだが左右に傾かしいでいた。疲労と緊きん張ちようがピークに達したのか、細い足をふらつかせている。

「だ、大丈夫よ」

　桜さくら色いろの唇からかすれ声が漏もれた。欠片かけらも大丈夫そうな様よう子すに見えなかった。

　彼女は荒い息をつき、ぎりっと歯を食いしばった。

「不覚、……なんていう為体ていたらく。いくら徹てつ夜や明あけとは言え社長にいいようにやられて、しかも打ち合わせの場で一言も発言できなかったなんて。……ＯＪＴトレーナーとしてあるまじき失態だわ。本当、悔くやんでも悔やみ切れない」

「………」

　室見は強い視線で工兵を見上げた。

「心配しないで桜さくら坂ざか、私は二度と同じ過ちを繰くり返さない。きっちりプロジェクト管理？　をマスターして次のミーティングに臨のぞむわ。だからあんたは心配せず帰って休みなさい」

「……室見さん」

　工こう兵へいは喘あえぐような息を漏もらした。

　なんて人だろう。満まん身しん創そう痍いで体たい調ちよう劣悪にもかかわらず彼女は自分のことを思いやっている。ＯＪＴトレーナーとしての責任を感じている。

　………。

　工兵はぐっと拳こぶしを握りしめた。

　本当に……この人は。

「カモメさん。室見さん、家に連れ帰って寝かしつけてもらえますか？」

「いえっさー」

「ちょ!?　ま、いやっ。カモメ、抱き上げないで！　運ばないで！　ちょっと、ちょっと桜坂ー!?」

　遠ざかる悲鳴を背に工兵は自席についた。荷物を床ゆかに置きＰＣの電源を入れる。

　まったく……放っておくとあの人はどこまでも無む茶ちやしかねない。責任感が強いのは結構だが過労で倒れた挙あげ句、仕事が滞とどこおるのでは本末転倒だ。丁度家も近場らしいし、無む理り矢や理りにでも寝かせつけ休養をとらせるべきだろう。幸いというべきかＰＭ業務は自分も室見も素人しろうと同然だ。一から調しらべるのであればどちらがやっても構わないはずだった。

　とはいえ……だ。

　工こう兵へいは胃の奥に鈍にぶい痛みを感じた。

　先さき程ほどの打ち合わせ──ベンダー各社の詰きつ問もんを思い出す度たび、気が重くなる。発言内容を聞く限りどの会社もプロジェクト管理について相応の知ち識しきを持っているようだった。特に扶ふ桑そう通つう建けんの薬やく院いん。彼女は間違いなくＰＭの業務を熟じゆく知ちしている。おそらく工兵が付け焼き刃の知識で臨んでも叩たたきのめされるだけだろう。だからこそ基き礎そからじっくりノウハウを積つみ、ベンダー各社の信頼を得ていくしかないのだろうが。

（……そんな時間ないよなぁ）

　ただでさえプロジェクト自体が破は綻たんしかけているのだ。悠ゆう長ちように勉強している暇ひまなどない。一刻も早く課か題だいを整せい理りし案件を進めるべきだった。

　工兵は鞄かばんからプリントを取り出した。

　タイトルは『ベターメディア本社移転プロジェクト　企画書』、顧こ客きやくの情報システム部が作成した移転の計画資料だった。今のところ本案件について準備されているドキュメントはこれだけということで受け取ってきたのだが。

　ぱらりとページをめくる。

『本プロジェクトの目的──２０××年十月一日を目標に本社を現在の六ろつ本ぽん木ぎ○○ビルから有あり明あけの××ビルに移転、新社屋での業務を開始する』

　これは……まぁよし。

『移設対象範はん囲い──音声設備、パソコン、複ふく合ごう機き、ネットワーク一式、サーバ一式、マシンルームに関する諸設備、回かい線せん。その他必要と思われるもの全すべて』

　いやいやいや。

　一式ってなんだよ。諸設備って何を含むんだよ。極きわめつけに『その他必要と思われるもの』て、なんでもありじゃねーか。欠片かけらも定義になってねぇぞ。

『移行案──【フェイズ１】移行資産の特定、新規調ちよう達たつ・単純移設資産の切り分け　→　【フェイズ２】移設　→　【フェイズ３】業務開始、運用体制ＦＩＸ』……

　おーい！

　なんで資産特定したらすぐ移設なんだよ！　設計は!?　試し験けんは!?　移行計画は？　飛びすぎだろう。しかも業務開始してから運用体制決めてるし。……おかしいだろ色々と。決まるまでの期間どうするんだよ。

　パニックに陥おちいりながら次のページに進む。

『以上』

　………。

　工兵は頭を搔かきむしった。

　駄だ目めだ、この会社終わってる。

　こんなプリント一つでベンダー各社を集めてキックオフさせたのか。しかも「あとはよろしく」的なテンションで。ＡＫネットの別べ府ふが逃げ出すはずだ。あまりにひどすぎる。

（……で、自分がこの惨さん状じようをまとめて、整せい理りして、ベンダー各社を指揮・統括する？）

　………。

「無理」

　断ち切るように言ってプリントを投げ出す。

　天てん井じようを仰あおぎ、背もたれに身体からだを預けた。クリーム色のシーリングに照明が淡あわい陰いん影えいを生み出している。工こう兵へいは片目をすがめた。

　やっぱり、……ちょっと無む謀ぼうすぎる。せめてもう少し時間が欲しい。十月一日という日取りは一いつ旦たん忘れてじっくり仕様を詰めたかった。

（そういう条件で交渉してみるか）

　やらないとは言わない。だが安やす請うけ合あいし強行しても、失敗すれば工兵達の責任になるのだ。リスクを減らす意味でも打てる手は打っておきたかった。

　内線を取り上げ社内イントラで社長の番号を調しらべる。さて、どう話を持っていくかと考えた時だった。

　ジリリリリ。

　液晶を煌きらめかせ内線が鳴り出す。発信元は……社長？

　やだ……相そう思し相そう愛あい。

　………。

　じゃなくて。

　気色悪い想像を振り払いつつ工兵は電話をとった。

『おう、桜島君くんか！』

「……ついに活火山扱いですか」

『ん？　何か言ったか』

　怪け訝げんそうな六ろつ本ぽん松まつに工兵は「いえ」と答えた。

「どうかされました？　丁度今戻ったところでメールとかまだ見れてないんですけど」

『いやいや大した用じゃない』

　六本松は上じよう機き嫌げんに答えた。

『例の常務がな、桜島君のことを褒ほめとったぞ。若いのに落ち着いてベンダーの突き上げにも動どう揺よう一つせんかったとな』

「え？」

　あの常務、ミーティング出てたっけ？　一いつ瞬しゆん首を傾かしげかけたが。

『先方の現場担当者が常務に報告してくれたらしい。今私のところに連絡が来て折せつ角かくだから桜島君にも伝えておこうと思ってな』

「はぁ」

　単純に凍こおりついてただけなんだけどな。何をどう見るとそこまで好意的な反応が出てくるのだろう。……まぁ議ぎ論ろんの中身をまったく聞いてなかったのか。クレームを上げられるよりはマシだけど。

『いやぁ私も鼻が高い。桜島君ならできると思っとったんだ、まぁとっさの判断といえ君を推すい薦せんしてよかった。向こうも桜島君なら安心して任せられそうだと言ってくれた』

「社長、その件なんですけど──」

　口く調ちようをあらためる。考えを整せい理りしつつ例の条件を切り出そうとした時だった。

　六ろつ本ぽん松まつの口からとんでもない言葉が飛び出した。

『というわけで、先方に十月一日移転は問題ないと伝えておいたからな』

　………。

　は？

　瞬まばたきを数回、口をぱくぱくさせた後、受話器を睨にらみつける。

「しゃ、社長？　今なんと仰おつしやいました？」

『いやいや、向こうも気にしてたみたいでな。例の……なんといったか、ＡＫネットの……別べ府ふ君か？　彼が十月一日移転は絶対無理と主張してたらしくてな。先方も現オフィスの賃貸契約を切れずにいたらしい。スルガシステムさんはどう思うと訊きかれたから「なんの問題もありません」と答えておいたぞ』

「………」

『万が一移転が完了せんかったら賃料もう一ヶ月分、何百万単位で請せい求きゆうがかかるらしいからな。絶対失敗せんように気合入れて臨のぞんでくれよ。期待しとるぞ』

「ちょ、ちょっと社長、社長！」

『ではよろしくな！』

　………。

　電話を切られた。

　工こう兵へいはしばらくの間呆ぼう然ぜんとしていた。

　全身の毛穴という毛穴から生気が抜け落ちていく。視界が歪ゆがみ、じんじんと耳鳴りがした。あははは、そうかそうか。十月一日で移転確かく定ていかー、失敗したら数百万の賃料追加請求ねー。あはははー大変だー。誰だれが責任とるんだろうね、うまくいかなかったら。まったく。あっはっははー。

　………。

「ってアホかあああああ！」

　絶叫した。

　比ひ喩ゆでもなんでもなく天てん井じように向かって叫んだ。外に聞こえてようがなんだろうが関係ない。工こう兵へいは地じ団だん駄だを踏み歯は軋ぎしりした。眦まなじりを吊つり上げ顔中の筋肉を引きつらせる。

「畜ちく生しよう！　畜生！　死ね、本当あのハゲ死ね！　ふざけんな！　なんで生きてるんだよ、あの生き物。くそっ！　頼むから早く死んでくれよ。くそっくそっくそっ！」

　半泣きになりながら罵ば倒とうし続ける。ややあって声もかれ、工兵は肩を落とした。椅い子すに座ったまま頭を抱える。

　落ち着け、落ち着け、落ち着け。

　こうなったら仕方ない。付け焼き刃でもなんでもとにかくＰＭスキルを磨みがくしかなかった。可か及きゆう的てき速すみやかにプロジェクト管理の基本を習得、しかる後、案件の問題点をとりまとめ客にぶつける。ベンダーへの指示はそれからだ。順を追いこなしていけばいつかは光明が見える……はず。

　工兵は眉み間けんを揉もんだ。

　さしあたってどうする。プロジェクト管理に習しゆう熟じゆくする方法、ＰＭとして体てい裁さいを整ととのえる手段。

　一番よいのは他ほかのＰＭに訊きくことだろう。こちらの状況を説明し最適な対応を教えてもらう、ベンダーコントロールの方法をレクチャーしてもらう。人材イメージとしてはインフラ案件に関かかわっているＰＭがいい、更さらに言えば六ろつ本ぽん松まつの無む茶ちや振ぶりや室むろ見みの暴ぼう走そうに慣なれている人物。

　机き上じようの空くう論ろん？

　いやいや。

　実を言えば心あたりはある。

　業なり平ひら産業ＤＲサイト構こう築ちくプロジェクトＰＭ。リドルトリル第２期システム構築プロジェクトＰＭ。堀ほり留どめ証券ＷＡＮルータリプレース最終責任者。

　──スルガシステムＳＥ部リーダー、藤ふじ崎さき伊い左さ次じ。

　彼なら工兵の疑問に適切な解をくれるだろう。あるいはＰＭノウハウに留とどまらず納期問題や仕様の混乱についても助言してくれるかもしれない。

　実際、ＰＭという単語を聞いた時、最初に浮かんだのが藤崎だった。業平案件で一いつ緒しよに動いてることもあるし、進行中のプロジェクトになぞらえ教えてもらえればイメージもつかみやすいんじゃないか──と。

（……ただなぁ）

　工兵は嘆息し藤崎の席を顧かえりみる。綺き麗れいに片づいたデスクに人の気け配はいはない。ここ二週間ずっと無人のままだった。なんでも某ぼう案件のトラブルで客先に軟禁されているらしい。実際にミスしたのは別の業者らしいが、事が片づくまで全ベンダー帰るなと言われているのだとか。おかげで業平の件もメールで進しん捗ちよく確かく認にん・顧こ客きやく調ちよう整せいを行っている。さすがに定例打ち合わせは出てきてくれるが、ミーティングが終わるなりとんぼ返り。満足に話せた覚えもない。

　………。

　迷った後、携帯を取り上げる。

　まぁ駄だ目めもとで相そう談だんしてみるか。一応部門長だしね、どんな仕事に任命アサインされたかも報告しておかないと。

　電話帳から藤ふじ崎さきの番号を選せん択たく、発信ボタンを押す。くぐもった呼び出し音が数回響ひびいた後、回かい線せんが繫つながる。

「あ、もしもし。藤崎さんですか」

『……坂……か……』

「もしもし？　すみません、電波がちょと悪いみたいなんですけど」

『……ん……っと……で……』

「え？　なんですか、都つ合ごう悪いなら掛け直しますよ」

『……もら……い』

「？」

　どこにいるのだろう。ノイズがひどい上に後ろでやたら大きな風切り音がしている。気のせいか人の叫び声みたいなものも混じって聞こえた。

『………』

「はい？　すみません、なんですか？　もう一度お願ねがいします」

『妻と……子供に』

　ぷつり。

　電話が途と絶だえた。

　………!?

　工兵は目を剝むいてリダイヤルした。

『おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないためかかりません』

　おおおい!?

　やめてよもう！　なんなの、勘弁して!?　重い、重すぎるよ！

　必死で何度か掛け直すものの電話は繫がらなかった。五回目のコールが失敗した時点で諦あきらめる。

　まぁ……多た分ぶん大丈夫だろう。あの人が死にそうになってるの別に初めてじゃないし。いつもなんだかんだ言いながら生せい還かんしてくるし。

　工兵は肩の力を抜いた。

　とはいえこれで藤崎にＰＭ業務を教わることもできなくなった。結局いつも通り自分で調しらべるしかないということか。

（入門書でも買ってくるか……）

　確たしか御お茶ちやノの水みずの駅前に大きめの本屋があったはずだ。あそこで適当な物を見み繕つくろおう。

　工兵は溜ため息いきを一つ、財布を取り上げると席から立ち上がった。

　調しらべ物ものをする際、あらかじめ確かく認にん点てんが決まっていればネット程ほど便利なものはない。検索エンジンに質問を投げ込めば世界中のウェブサイトから答えがもたらされる。少々のスペルミスなど気にせず回答を探し出してくれる。まったく、魔ま法ほうのような仕組みだ。

　だが体系的にある分野の知ち識しきを得るなら本が一番だと思う。というか、百ページ千ページのテキストをパソコンで読む気がしない。古い人間かもしれないがやはり勉強は紙とペンでやりたかった。

　駅前の本屋でＰＭ入門書を何冊か見み繕つくろい購こう入にゆうした。オフィスに戻り休きゆう憩けいスペースへ。缶コーヒーを飲みつつページをめくる。

　まずは第一章、プロジェクトとは。

『プロジェクトとは一定期間内に独自のサービス・製品を生み出す活動のことである』

　………？

　いきなり教科書的な記述でめげそうになる。……いや、まぁ書かれてる単語は分かるのだがだから何？　という感じだった。ううう、なんか本当に勉強みたいになってきたな。

　ええい、とりあえず読む読む。

『「一定期間」とは、その活動に明確な開始と終わりのタイミングがあることを意味する。プロジェクトは関係者の合意によって「立ち上げ」られ「計画・実行・コントロール」の後「終結」する。すなわちルーチンワーク化された日々の定常業務は、「終結」段階を欠かいているためプロジェクトと見なされない』

　……ややこしい書き方してるけど、要は普ふ段だんの仕事とプロジェクトをきっちり区別しなさいってことかな？　期限を決めて一つの目標を達成するのがプロジェクトで、それ以外はルーチンワークと見なせと。

『プロジェクトの成果物はユニーク（独特）でなければならない。例えば薬くすりの開発を考えると基き礎そ研究・臨りん床しよう試し験けん・承認申しん請せい・製造工程確立まではプロジェクトと見なされる。なぜなら新薬というユニーク（独特）な成果物があるからだ。だが一いつ旦たん開発した薬を量産し続けるのはプロジェクトと言わない。工場での生産活動は既すでに完成した成果物の再生産でしかないからだ』

　うん。概おおむね自分の理解に間違いはないらしい。プロジェクトは「決められた期限」までに「日常業務でカバーできない目的」を達成すること。ベターメディア案件で言えば「決められた期限」が十月一日、「日常業務でカバーできない目的」がオフィス移転だ。なるほどね、大ざっぱではあるがまぁ理解できる。

　で？　プロジェクトの定義が以上だとして、プロジェクトマネージャの位置づけは？

『プロジェクトマネージャはプロジェクトの成功に責任を持ち、計画の策定とコントロールを行う。スケジュール・資源・スコープを管理・監かん督とくし、問題発生時には適切な是正処置を執とる』

　おおお……いきなりハードル上がってきたぞ。

　計画の策定？　コントロール？　是正処置？

　えー、ＰＭってメンバーからの報告・作業プランを整せい理りしていればいいんじゃないの？　計画作って管理・監督してって無む茶ちや苦く茶ちや大変じゃん。

　眉まゆをひそめページを繰くる。

『プロジェクトには五つの段階がある。「立ち上げ」→「計画」→「実行」→「監視・コントロール」→「終結」。各段階にはそれぞれ作成すべきアウトプット（ドキュメント）が存在し、ある段階のアウトプットが次段階のインプットとなる。本書では以下、各段階（プロセス群）の役割・インプット・アウトプットを解説していく──』

　読み進むうち、工こう兵へいは自分の見通しの甘さを思い知っていった。プロジェクト管理はおよそ気き概がいや心構えの類たぐいでなんとかなるものじゃない。一つの体系化された学問だった。膨ぼう大だいなドキュメント・ツール・技法を駆く使ししプロジェクトの進しん捗ちよくを確かく認にんしていく。何に使うのか分からないが差異分析なる数式まで存在していた。

（……これは、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないぞ）

　冷や汗を拭ぬぐいながら、だが心中に先さき程ほどまでと異なる感情が芽め生ばえている。

　新たな知ち識しき体系、未知の用語、概がい念ねん。頭の中で未使用の回路が開き稼か働どうし始める。

　工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　やば……、面おも白しろいかも、これ。

　知らぬうち鼓動が高鳴り始めている。うなじに鳥とり肌はだが立ち血流がざわめく。

　この会社に入って以来、大分自分の性せい癖へきが分かってきた。とにかく何かの仕組みを知るのが好きなのだ。機き械かいがなぜ動くのか、パケットはどうやって制御されるのか、提案書はどういう章立てになっているのか。全すべてをバラバラにし、部品一つ一つの挙動を確かく認にんするのが楽しくてしょうがない。

　プロジェクト管理についても最初はもう少し「心得」的なことを説かれるのかと思っていた。『ＰＭはメンバーの言うことをよく聞くべし』とか、『顧こ客きやくの意図を読み取るべし』とか──。であれば特に構えて勉強する必要もないと考えていた。概がい要ようをつかみ、あとは用語レベルの理解を深めればよいだけだと。

　だが違う。これは最高に奥が深く知的好奇心をくすぐる〈システム〉だ。学べば学ぶほど視界が開け仕事の全体像が見えてくる。

　工兵は眠気も忘れ一心不乱にテキストを読みふけった。

　先の説明を見る限り、自分はプロジェクトの「立ち上げ」段階にいるらしい。ならばこの段階で必要なドキュメント・実施項目を洗い出せば次回定例の準備となるだろう。

　作成すべき資料は──、あった、これか。

『プロジェクトスコープ記述書暫ざん定てい版ばん』

　プロジェクトの範はん囲い（スコープと呼ぶらしい）を定義し、目的・スケジュール・概算コスト・体制などを仮決めする。暫定版の名前通りこれはあくまで叩たたき台だいだ。作成した資料をもとにプロジェクトメンバーと詳細を詰めていく。試しに「立ち上げ」の次段階──「計画」プロセス群を確かく認にんすると、インプット資料にプロジェクトスコープ記述書暫ざん定てい版ばんがあった。当とう該がいプロセスのアウトプットはプロジェクトスコープ記述書──暫定版の文字が取れている。なるほど明快だった。

「計画」段階では他ほかにも作成すべき資料がある。コミュニケーションマネージメント計画書、プロジェクト組そ織しき図ず、リスクマネジメント計画書──

　その中に見覚えのある単語を見つけ工こう兵へいは静止する。

　ＷＢＳ──ワーク・ブレイクダウン・ストラクチャ。

『御おん社しやは本件のＷＢＳさえ作られないんですか？』

　薬やく院いんの指摘が脳のう裏りにこだまする。

　……なるほど、これか。

　章を代え詳細を確認する。

　ＷＢＳとは要するに「作業項目一いち覧らん」のことらしい。プロジェクトにどんな作業があるか、何を片づけなければならないか、担当者を割り当て可能なレベルまで案件を分解していく。十分に詳細化され分担を決めたら、今度は作業ごとの順序（「依存関係」と書いてあった。これも打ち合わせで聞いた言葉だ）・開始／終了時期を確定しスケジュールに落とし込む。つまりプロジェクト全体の設計図・基き礎そとなるべき資料がＷＢＳということだった。うーん……確たしかに、これを作らないでいきなりプロジェクトって言ったら反発されるわなぁ。他案件でまともなＰＭを見ている人達ならなおさらだろう。レシピも配布せず料理教室を始めるようなものだ。

　業なり平ひら案件で藤ふじ崎さきさんがどういう風ふうにＰＭをやっているか、もっとちゃんと見ておけばよかった。キックオフの段取りとか役割分担とか、あと準備物とか（とはいえあのプロジェクト、ドキュメント量が多すぎて各資料の位置づけがよく分からないのだが）。

　工こう兵へいはテキストを膝ひざに置き長なが椅い子すにもたれかかった。天てん井じように視し線せんをめぐらし考え込む。

　なんとなく方向性が見えてきた。まず各種計画書・ＷＢＳの暫定版を作成し顧こ客きやくに確かく認にんする。概おおむね了解がもらえたらベンダー各社に公開、認にん識しきに誤りがないかチェックしてもらう。順じゆん調ちようにいけば次々回の打ち合わせまでに正式計画ができ上がるはずだ。あとは各社、担当範はん囲いの作業を進めてもらえばいい。

　いいぞ、いいぞ。

　気分が高揚してくる。なんだ……なんとかなりそうじゃないか。もちろん個々の用語をもう少し調しらべておく必要はあるだろうが全体のフレームワークは見えてきた。あとはディテールを固めていくだけだ。基本ミーティングで言及されたドキュメントを調査、準備していく感じで──

　待て、待て。

　折せつ角かくだからあいつら──ベンダー各社の鼻を明あかしてやろう。あの場で言われなかった資料も先回りして作ってやる。たとえばこの……デシジョンツリー。言葉の意味はよく分からないがとにかく専門的な語感だ。あと品質ベースライン、パレート図、ヒストグラム。……くくく、こちらを素人しろうとだと思って侮あなどりやがって。新卒舐なめんなよ。基本失敗経けい験けんないから怖いものなんてないぞ。断だん崖がいだろうが絶ぜつ壁ぺきだろうが、フルスロットルで突っ込み散さん華げしてやる。いや、散華しちゃ駄だ目めだけど。とにかく自じ爆ばくするくらいの勢いで突き進んでやる。

（よしっ、やる気出てきた！）

　工こう兵へいはソファーから立ち上がると空き缶をゴミ箱ばこに投げ入れた。




「何よ……これ」

　午後十時、閑散としたオフィスに室むろ見みの声が響ひびいた。

　家で着替えてきたのだろう、グレーのスーツはチェック柄がらのワンピースに変わっている。剝むき出しの二の腕は透すけるほどに白く眩まばゆい。彼女はショルダーバッグのストラップを握ったまま怪け訝げんそうにたたずんでいた。

「あ、室見さん」

　工兵は顔を上げた。作業に集中していたため室見が戻ってきたことに気づかなかった。

「おかえりなさい。……って、結局戻ってきちゃったんですか？　折せつ角かく帰ったんだからゆっくりしてればよかったのに」

「誰だれかさんに無む理り矢や理り帰されたせいで明日あしたの訪問資料プリントアウトできてないのよ。心配しないでもドキュメント打ち出したらすぐ帰るわ。また駿する河が台だいの坂を米こめ俵だわらみたいに運ばれたくないし」

「………」

　カモメさん、一体どんな連れていき方したんだ？　米俵って……担ぐのか？　抱えられたのか？　難むずかしい顔で考え込んでいると室見は表情を険けわしくした。

「って、それよりなんなのよこれ。散らかしまくって、邪じや魔までしょうがないんだけど」

「………？　ああ」

　工兵は周囲を見渡した。床ゆかにドキュメントが散らばっている。机の上に収まり切らなかったので一時的に置き場所を拡張していたのだ。手近にあるプリントのタイトルは『品質マネージメント計画書』。ベターメディア案件のプロジェクト管理資料だった。

「ふふふ、……室見さん。邪魔だなんて、そんなこと言っちゃっていいんですか？　このドキュメントがあれば僕らの悩みは九割方解決しちゃうんですよ」

「悩み？」

　首を傾かしげる室見に手元の資料を一部差し出す。室見は不ふ審しんそうに受け取り視し線せんを走らせた。ややあって、鳶とび色いろの目が大きく見開かれる。

「あんた、……これ」

「ベターメディア本社移転プロジェクトの管理資料一式です。まだ暫ざん定てい版ばんですが一応全種類揃そろえました。今度の打ち合わせでベンダー各社にぶつけるつもりです」

　続けて工こう兵へいは資料の内訳・管理方法を大ざっぱに説明していった。そもそもプロジェクト管理とは何か、何をすべきかもあわせて解説する。

　全すべてを聞き終えると室むろ見みはかぶりを振った。大粒の瞳ひとみに心なし怯おびえの色が過よぎる。

「桜さくら坂ざか。あんた徹てつ夜や明あけでしょ。一いつ睡すいもせずここまで作り上げたの？　ちょっと……仕事中毒にも限度があるんじゃない？　正直引くわ」

　………！

　室見さんに仕事中毒って言われた……。

　ショックすぎる。

　しかも真ま面じ目めにどん引きしてる様よう子すだし。

「ねぇ桜坂、人生って仕事だけじゃないわよ」

「室見さんにだけは言われたくないよ！」

　両目を剝むいて抗こう議ぎするも室見は沈痛な面おも持もちのままだった。憐あわれむように視し線せんを逸そらし睫毛まつげを伏せている。

　……この女あま。

　工兵は歯は嚙がみした。

　よりにもよって人をワーカホリックみたいに言いやがって。いいだろう、そこまで言う以上自分はさぞかし充実した余よ暇かを送ってるんだろうな。

「丁度いい機き会かいだからうかがいますけど。室見さんって何か趣しゆ味みとかお持ちなんですか？」

「趣味？」

「仕事以外の人生を謳おう歌かされてる室見さんなら、色々アフター５の楽しみ方も知ってるんじゃないかと思って。最近はまっているものとか何かあるんですか？」

　おらおら、あるもんなら言ってみろよ。

　意地悪な気持ちで答えを待っていると、室見は小首を傾かしげた。

「あるけど」

「マジで！」

　素すで驚おどろいてしまった。驚きよう愕がくのあまりしどろもどろになる。

「つ、ツナ缶鑑かん賞しようとか？」

「何、その意味不明な趣味……」

「分かった、ドライバーで総合格かく闘とう技ぎ！」

「あんたの中で私はどんなイメージなのよ」

　室見は嘆息した。頭を振りながら諭さとすようにつぶやく。

「アマチュアの合唱団に入ってるのよ。月に一、二回くらいしか練習参加できてないけど、去年の年末も第九歌ったわよ」
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「ちゃんとした趣しゆ味みだ……！」

　愕がく然ぜんとする。

　なんてこった……完全に充実度合いで負けている。こちらの趣味はネトゲにゲーセン巡めぐり、ＳＮＳのコミュチェック程度なのに。

　工こう兵へいは歯は軋ぎしりしつつ呻うめいた。

「室むろ見みさんには……がっかりですよ」

「なんで!?」

「人付き合い苦にが手てそうなこと言って、……立派に会社以外のコミュニティ作ってるじゃないですか。あーあー、いますよねー、そういう女ひと。『私、友達いないのー』とか言って、こっちが誘さそいかけたら毎週末遊ぶ予定入ってる人。はっ、室見さんもそういう女どもと一いつ緒しよってことですね。本当幻滅ですよ、はっ」

「……あんた、何言ってるの？」

　薄うす気き味み悪そうにつぶやいて室見は後じさった。眉まゆ根ねを寄せたまま言葉を続ける。

「知合いの紹介で入れてもらったのよ。練習終わればすぐ帰るから特に話す相手もいないし。本当、歌ってるだけよ」

　知合い……？

　カモメさんだろうか。いや、でもそれならカモメさんって言うだろうし。……うううん？

　首を傾かしげていると室むろ見みは「まぁ、それはともかく」と口く調ちようをあらためた。ＰＭ入門書を取り上げぱらぱらとめくる。

「なんか……目め途どがつきそうで安心したわ。これだけ準備すればあの小うるさいベンダー陣も黙だまり込むでしょ。やるじゃない、桜さくら坂ざか」

「いやぁ」

　工こう兵へいは頭を搔かいた。

「最初はミーティングで言われた資料だけ作ればいいかと思ってたんですよ。でも調しらべてくと結構面おも白しろくって。室見さん知ってました？　プロジェクト管理って数式とか使っちゃうんですよ」

「数式？」

　工兵はコスト管理のページを示す。『ＥＡＣ（完成時コスト予測値）＝ＡＣ（発生済み実コスト）＋（ＢＡＣ（プロジェクト総予算）─ＥＶ（出来高））／ＣＰＩ（コスト効率指数）』。見み慣なれぬ計算式とともにＳ字カーブのグラフが書かれていた。定期的に出来高と予算を比較することで作業の遅れやコスト超過を洗い出せるらしい。

「他ほかにもクリティカルパス法といって、複ふく数すう業務の最短スケジュールを見つけるやり方とか、デシジョンツリーっていう確かく率りつ論ろん的てきな意思決定のやり方とか、とにかく意外に科学的──論理的なんですよ。僕、ＰＭってもっと感覚的なものだと思ってたんで、結構新しん鮮せんでした」

「……へえ」

　室見の目が鈍にぶい光を放つ。

　桜さくら色いろの唇がむずむず動き、細い指がページをめくっていく。見るからに興きよう味みありげな様よう子すだった。

　うんうん。室見さんなら分かってくれると思ったんだ。

　こういう体系化された知ち識しき、感覚ではなく論理で成り立つ世界。技術屋マインドを持つ者ならきっと関心を抱くはずと予想していた。

「ねぇ桜坂、この資料はもう作った？　この……リスク登とう録ろく簿ぼってやつ」

「？　いえ、まだですけど」

「これ面白いわよ。発生しうるリスクを影えい響きよう度どと発生確かく率りつで点数づけして、対応プライオリティを決めるの。これなら主しゆ観かんじゃなくて客観的に緊きん急きゆう性せいを判断できるわ。何から手をつけるか意見が別れても冷静に話し合えそう」

「へぇ、マトリクスとか使って計算するんですね。発生確率６０％で影響度が０・８ならリスクスコア０・４８。マトリクスの右上側にプロットされてるからリスク分類は『高』ってわけですか」

「そうそう、あ、これも面白い。責任分担マトリクスＲＡＭ、作業内容と担当者を表にして各自の役割を記入していくのね。ＲＡＣＩチャート？　へぇ、役割も事前に定義してあるんだ。へぇ」

　室むろ見みはすっかり夢中になって読みふけっている。記述を追いながら「これ、私の方で作ってみようかしら」とまで言い出していた。

　むむむ、負けてられない。

「室見さん、室見さん、これもなかなかですよ。パレート図。発生した問題を分類・グラフ化して、何にまず対処すべきかを可視化するんです。フォーマット自体は簡かん単たんだからこれも今回のドキュメントに入れちゃいましょうか」

「いいわね、じゃあ私はこの……要員マネージメント計画書ってやつ作ってみるわ」

「あ、ずるい！　それ僕の方で目つけてたのに！」

「ふっふーん、早い者勝ちよ」

「ぐっ、なら僕は資源ブレークダウンストラクチャーですよ！」

「!?　や、やるわね、そっちがそのつもりならこっちは特性要因図よ！」

「品質チェックリストぉぉっ！」

「プロセス改善計画書ー！」

　………。

　頭の悪いやりとりを繰くり広げつつ、作る資料を決定、準備に取りかかる。

　そして結局──この晩も工こう兵へい達は徹てつ夜や作業となった。
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　五日後。

　七月二十七日月げつ曜よう日び、午後十三時。工兵と室見は再び六ろつ本ぽん木ぎを訪れている。両手には紙袋いっぱいの資料、説明用にノートＰＣとレーザーポインターも準備していた。プロジェクタは顧こ客きやく側で用意してもらえるようあらかじめ依頼してある。完かん璧ぺき、何もかも十全だった。

「ついにこの日が来たわね……」

　ベターメディア本社を見上げながら室見がつぶやく。いかにも感かん慨がい深ぶかげな様よう子すだった。

　当然だろう。キックオフからこの方、寝る間も惜しんでプロジェクト資料を作成してきた。徹夜に休日出しゆつ勤きん、早朝深夜のレビュー。寝ても覚めても案件のことを考え続けてきた。その成果がついに今日きよう発表できるのだ。平静でいられようはずない。

　工兵は紙袋に視し線せんを落とす。掌てのひらに食い込む紐ひもが資料の重さを感じさせた。うん……確たしかに自分達はよくやった。ちょっと作りすぎ・やりすぎな気もするけど、何せ相手はあの小うるさいベンダー陣だ。どれだけ備えても備えすぎということはない。大は小を兼ねる。現時点でベストの対応を自分達はしているはずだった。

　達成感にも似た思いに浸ひたっていると、傍かたわらで室見が低い笑い声を漏もらした。

「くくく……他社の連中、こないだの件で私達をド素人しろうとと思っているだろうから、この資料見たら腰抜かすはずよ。本当、見物だわ」

「そこまで素人扱いされてるってのも悲しいですけどね……」

　一応プロなんだから。

　だが室むろ見みは「いいのよ」と首を振った。

「誰だれにだって最初の一歩はある。つまづくことを恐れて動かなかったらどこにもたどりつけないわ。失敗したって恥はじをかいたって、成功するまでチャレンジし続ければいいのよ。丁度、今の私達みたいにね」

「室見さん……」

　この人、たまにいいこと言うよな。室見さん語ご録ろくとか作って保存しておきたいくらいだ。失敗を恐れるな。成功するまで挑戦し続けろ、ね。ううん、含がん蓄ちくある言葉だ。

　深々とうなずいていると室見はしかつめらしい顔で続けた。

「だから、私もこないだネットオークションで五万ほど詐さ欺ぎられたけど全然気にすることないわ」

「何してるんですか室見さん!?」

　室見は気まずそうに目を伏せた。

「評価最悪の出品者だったけど……安かったし、ひょっとしたら掘り出し物かなと思って」

「そんなところでギャンブルしないでください！　五万あったら普通になんでも買えるでしょ!?　一体何買ったんですか!?」

「バーバリーブルーレーベルのコート、定価六万円」

　………。

　安くねぇし！　全然安くないから！　高々二割引に目がくらんで五万とられたのかよ？　アホか！　馬ば鹿かじゃねぇのか!?

　だが室見は清せい冽れつな笑えみを浮かべた。

「大丈夫、次はうまくやるわ。私はけっして諦めない」

「格かつ好こうよく締しめないでください！　駄だ目めです、室見さんネットオークションとか向いてませんから！　これ以上怪け我がしないうちに撤てつ退たいしてください！」

　えー、と不満そうな室見を促うながしエントランスをくぐる。

　いつの間にかミーティング開始時刻が近づいていた。受付で訪問先を告つげ入にゆう館かん証しようを受け取る。階段を使い二階会かい議ぎ室しつに、扉をくぐると室内にはもう何社かのベンダーが到着していた。工兵は軽く会え釈しやくし司会席に向かった。

　荷物を置いた瞬しゆん間かん、強い視し線せんを感じる。顔を上げると褐かつ色しよくがかった二つの瞳ひとみが見えた。上がり眉まゆに三さん白ぱく眼がん、ショートカットのボーイッシュな女の子。扶ふ桑そう通つう建けんのエンジニア、薬やく院いん加か奈な子こだった。

　うわ……むっちゃ睨にらまれてる。

　つっと一礼し視し線せんを逸そらす。やめてほしいな、あんな親の仇かたきでも見るような目するの。確たしかに先週のキックオフはひどい有あり様さまだったけど、だからといってずっと怒っていてもしょうがないだろうに。これから一いつ緒しよに仕事する仲なんだから。

（……大丈夫かな）

　工こう兵へいは紙袋から資料を取り出した。室むろ見みは太たい鼓こ判ばんを押してくれたものの現場を前にするとやはり不安になってくる。

　確かに自分達は精一杯勉強しドキュメントを準備してきた。だが実戦経けい験けんはゼロのままだ。果たして机き上じよう学習の成果で薬やく院いんを納なつ得とくさせられるのか。ベンダー各社にＰＭとして認めてもらえるのか。

　………。

　一番上のプリントをめくる。タイトルは『プロジェクトスコープ記述書暫ざん定てい版ばん』、入門テキストでプロジェクト立ち上げ時に作るよう書かれていたやつだ。しばらく読み進めた後、工兵はうなずいた。

　うん、問題ない。

　何せこの資料、既すでに顧客の承認を得ているのだ。

　先週金きん曜ようの午後一に下書きドラフトをメール。認にん識しきに相違ないか、まずい箇所はないか確かく認にんしてもらってる。……いや、資料を送ってわずか一時間で「問題なし」と返ってきたから不安な部分もあるのだが（ちゃんと見てるのか？　的な意味で）。いくらなんでもざっとは目を通しているだろう。大枠で問題ないはずだ。

（……よし）

　気合注入、顔を上げる。席から立ち上がり資料を配り始めた。右側のテーブルは自分、左側は室見という分担で。

　おおよそ配布し終えると折よく顧こ客きやく担当者が入室してきた。

「こんにちは」

「こんにちは」

　会かい議ぎ室しつのあちこちから挨あい拶さつの声が上がる。

　顧客担当者は茫ぼう洋ようとした表情で「皆みな様さまお揃そろいですか」と訊たずねた。室内を見渡した後、工兵に小さくうなずいてみせる。

「揃っているようなら早速始めてもらえますか。時間ももったいないので」

「はい」

　工兵は呼吸を整ととのえＰＣを立ち上げた。画面出力をプロジェクタに変更、資料のファイルをダブルクリックする。

「お待たせしました。それではベターメディア様、本社移転プロジェクトのキックオフミーティングを始めさせていただきます。今回は弊へい社しやの方でプロジェクト資料の下書きドラフトを作ってきましたので、そちらの説明から行わせていただきます」

　深呼吸を一回、胸を張って語り始める。

　まずはプロジェクトの目的、スコープ、マイルストーン。体制図とざっくりＷＢＳ、プロジェクトの前提条件なども述べていく。

　ほうっ、と空気が変わったように思った。

　ＩＳＰ担当者が愁しゆう眉びを開いている。傍かたわらのサーバ管理業者が「へぇ」と言うように身を乗り出していた。

（どうだ）

　工こう兵へいは拳こぶしを握りしめた。

　自分のやり方は間違っていない。何事も愚ぐ直ちよくに学び基き礎そを実践していけば必ず結果はついてくるのだ。構こう築ちくも運用も、提案の時だってそうだった。戦うフィールドがプロジェクト管理になろうと話は同じはずだ。

　横で室むろ見みがうなずいている。彼女もまた手て応ごたえを感じているのだろう。鳶とび色いろの目が「このまま行け」と語っている。

　工兵は小さくアイコンタクトし画面を切り替えた。

　さぁここからが本番だ。

　今回のプロジェクトで使う管理資料、膨ぼう大だいなドキュメントを披ひ露ろうする。自分達がいかにきっちりプロジェクトを管理するつもりかベンダー各社に見せつけてやる。

「ここまで特に質問ありませんでしょうか？　なければ次のトピックに移らせていただきます」

　返事がないのを確かく認にんし工兵は背筋を伸ばした。内心の昂こう揚ように突き動かされるまま説明を始める。言葉に力を込め、明めい瞭りような口く調ちようで、情じよう熱ねつも露あらわに語っていった。

　このまま良好な雰囲気が続くようなら、説明終了後すぐ本格的な議ぎ論ろんに移るつもりだった。ベンダー各社に情報を出してもらい現在の暫ざん定てい資料を正式版にもっていく。情報さえ出で揃そろえばもっと精度の高い計画が組める、作業範はん囲いについても曖あい昧まいな部分が取り除けるはずだった。

　だが──

（あ……れ？）

　空気が固まっていた。

　いつの間にかベンダー担当者の顔に戸と惑まどいの色が浮かんでいる。眉み間けんに皺しわを刻み、ぼそぼそと仲間内で話している者もいた。

　何か失言でもしたのか。

　慌あわてて記き憶おくを探るが思い当たる節ふしはない。資料の位置づけも明確で迷う部分はないはずだ。ひょっとして自分の説明が悪かったのか？　知らず知らずのうちに早口で話してしまっていたとか──

　気を取り直して説明を続行、声のペースを落とし専門用語については適てき宜ぎ説明を入れるようにする。だが熱ねつ心しんに話せば話す程ほど、会かい議ぎ室しつの空気は冷え切っていった。

　もはや疑うべくもない。ベンダー各社の目にはなんともいえない呆あきれと諦てい観かんがあった。

「続いて要員マネージメント計画書の説明を──」

「すみません、ちょっといいですか」

　固い声が空気を切り裂く。

　視界の端はじでショートカットの女の子が手を上げていた。

「はい？」

　工こう兵へいは目を瞬またたく。気づけば掌てのひらにびっしり汗をかいていた。心しん臓ぞうがどくどくと脈打っている。自分の身体からだの変へん調ちように気づかないほど必死で話していたらしい。傍かたわらで室むろ見みが心配そうにこちらを見上げていた。

　工兵は額ひたいの汗を拭ぬぐい声の主──薬やく院いん加か奈な子こを見た。褐かつ色しよくがかった瞳ひとみに強い苛いら立だちが見える。彼女は不満も露あらわに訊たずねた。

「これ、この資料全部使うつもりですか？　今回のプロジェクトで」

「そのつもりですけど……」

　薬院は深々と嘆息し椅い子すにもたれかかった。かぶりを振り資料を机の上に投げ出す。

「無理です」

「え？」

「無理ですよ無理。こんなの全部やってたら実際の構こう築ちく作業に支障を来きたします。お話になりません。何を考えてるんですか御おん社しやは」

「何って……」

　工兵は顔を強こわばらせた。

「僕らは本プロジェクトをやり遂とげるために必要な資料をお出ししてるだけです。それがお話にならない、構築の妨げになるってどういうことですか」

　どういうこと、どういうこと。

　薬院は呆れ口く調ちようで繰くり返した。席を立ちベンダー各社に資料をかざす。

「じゃあ他社さんにも訊きいてみましょうか。アテナデザインさん。この管理資料に基づいて週次のレポートを準備できます？」

　毬いが栗ぐり頭あたまの男性が「え？」と顔を上げる。薬院は質問を重ねた。

「課か題だい、作業進しん捗ちよく、リスクの状況、要員パフォーマンス、コスト計画との差異。それら全すべてを毎週スルガシステムさんに提出できますか？　もちろん実作業は別ですよ」

　薬院の問いに男性は首を傾かしげた。考え込んだ後、ためらいがちに答える。

「……や、それはちょっと……きついですね」

「イグゼク・ソルさんは？」

「うちもちょっと……現実的じゃないかなぁと」

　続けて他業者にも回答を求めていく。あとはもう聞くまでもなかった。返ってくる答えは例外なく「無理」「きつい」「非現実的」。工こう兵へいはいつしか自分達が完全に孤立していることに気づいた。

　薬やく院いんはゆっくりと工兵達に向き直った。手に持った資料を令状のようにかざす。

「レポートやミーティング参加にも工こう数すうがかかるんです。我われ々われも限られた予算でご発注いただく以上、こんなことで稼か働どうを消費したくありません。ベターメディアさんだってそうじゃないんですか？」

　周囲の視し線せんが顧こ客きやく担当者に集まる。担当者は小首を捻ひねった。茫ぼう洋ようとした表情で手元のプリントを見下ろす。

　工兵の心になんとも言えない暗雲が立ちこめた。

　え……ちょっと待った。

　まさかと思うけどここで薬院の言うことを認めたりしないよね？　だってあなた、僕らの資料をこれでいいと認めたんだよ。積せつ極きよく的てきに味方しろと言わないけど、せめて「ＰＭに任せてあるから」くらい言ってくれよ。こないだＡＫネットに丸投げしたみたいに。現場のトラブルは現場で解決しろ的な姿勢で。

　………。

　息詰まるような沈ちん黙もくの後、顧客は「ふんふん」とうなずき口こう角かくを緩ゆるめた。

「確たしかに、僕ももうちょっとシンプルにした方がよいと思ったんですよねー」

　瞬しゆん間かん、室むろ見みがテーブルを蹴けり上げた。




「ありえないありえないありえない！」

　六ろつ本ぽん木ぎ通どおりの喧けん噪そうを室見の怒ど声せいが切り裂く。

　彼女は細い肩を怒らせ大おお股またで歩いていた。眦まなじりが吊つり上がり般はん若にやのような形ぎよう相そうとなっている。目的地は地下鉄の駅だが、この調ちよう子しだと躊ちゆう躇ちよなく入り口を通り過ぎそうだった。

　彼女は苛いら立だちを紛まぎらすように親指の爪つめを嚙かんだ。

「なんなのよあの客、さも自分は中立だみたいな顔して。他ほかでもないあんたがＯＫ出した資料でしょうに。それをころりと掌てのひら返して私達だけ悪者に。許せない、本当ぶん殴ってやればよかった」

　工兵は疲れ切った表情で嘆息した。室見の三歩あとを歩みつつ首を振る。

「……いい加減、むかつく度に暴あばれるのやめませんか？　大人おとななんですから。もうちょっと社会人として理性ある行動を心がけましょうよ」

「無理！」

　言い切りやがったよ、この上司は。

　室むろ見みはだだっ子のように地じ団だん駄だを踏んだ。

「相手が無む茶ちや苦く茶ちやなのになんでこっちだけ我が慢まんしなきゃいけないのよ！　目には目を、歯には歯を、寝ね癖ぐせ頭あたまには無条件での死を！　常じよう識しき知らずの相手には相応の報いを受けさせるだけよ！」

「……なんか、慣かん用よう句くのあとに妙な付け足しがありますけど突っ込みませんからね？　……まあ言いたいことは分かりますよ。僕だってあのちゃぶ台返しにはカチンと来ましたから。でも、だからって暴あばれていいかどうかは別問題でしょう？　毎回止める側の身にもなってくださいよ」

　工こう兵へいは顔を歪ゆがめつつ左肩をなでた。全身が軋きしむように痛んでいる。原因は言わずもがな、室見の狼ろう藉ぜきのせいだ。初っぱな蹴けり上げられたテーブルを顎あごにくらい、ダウンしたところを踏みつけられた。起き上がり彼女を止めようとした瞬しゆん間かん、頰ほおに右ストレートが命中。……いやまぁ顧こ客きやくに当たらなくてよかったが真ま面じ目めに意い識しきが飛びかけた。

　室見はバツ悪そうに顔を背けた。

「あ、あんたに怪け我がさせたのは悪かったわよ。そんなつもりじゃなかったの、普通に話すつもりだったんだけど。ついかっとなって」

「だからそのかっとなるところを抑おさえてくださいって言ってるんです」

「それはもう私じゃないし……」

　嫌いやなアイデンティティーだなおい！

　溜ため息いきを一つ、工兵は鞄かばんを肩にかけ直した。

　まぁ暴れたくなる気分は分かる。実際、ミーティングの結けつ論ろんはひどいものだった。

　キックオフはまた仕切り直し、スルガシステムは現実的なプロジェクト運営方法を再検討すること。期限は来週の水すい曜よう日び。最低限スケジュールとスコープが確かく定ていするまでベンダー各社は一切手を動かさない……。

（どうしよう……）

　リリースまで残り二ヶ月と四日、納期は容よう赦しやなく迫ってくる。だがプロジェクトは遅々として進まない。次回、運営方法を再提示したところでベンダーが受け入れてくれる保証もなかった。

　だいいち自分の抱えている顧客はベターメディアだけじゃないのだ。いつまでもこの件にのみかかずらっていられない。

「こうなったら……もうしょうがないわね」

　室見が押し殺した声を漏もらす。思い詰めた表情で鞄の携帯を取り出した。

「藤ふじ崎さきさんに手て伝つだってもらいましょう。あの人ならプロジェクト管理の一つや二つなんとかしてくれるでしょ。一応うちらの上司なんだから、トラブった時のケツはもってもらわないと」

　工兵は首を傾かしげた。

「……え？　でも藤ふじ崎さきさんは無理じゃないですか？　あの人客先に缶詰状態ですし。こないだ電話した時も全然繫つながりませんでしたよ」

「分かってるわよ。だから出先じゃなくて自宅にかける」

　………。

　は？

「あ、もしもし、藤崎さんのお宅ですか？　私、伊い左さ次じさんの同どう僚りようの室むろ見みと申しますけど。……はい、……ええいえ、特に問題があったわけじゃないんですけど。今日きようの晩、仕事の打ち合わせでうかがいますから、あらかじめご連絡しておこうと思って。……はい、……え？　もちろん伊左次さんも承知されてますよ。……はい。……はい。ええ、では今日午後十一時くらいに。失礼します」

　電話向こうから悲鳴のような声が聞こえてきたが、室見は構わず回かい線せんを切った。爽さわやかな笑えみを浮かべガッツポーズする。

「よし、ミーティングアレンジ完了」

「いやいやいやいや！」

　工こう兵へいは叫びに近い声を上げた。

　何してるんだよ！　夜十一時に自宅（確たしか川かわ越ごえ）まで押しかけるとか、無む茶ちや苦く茶ちや迷めい惑わくじゃないか。しかも藤崎さんの了解なんか一言たりとも取ってないのに。悪質極きわまりない！

「さぁって久しぶりの川越、楽しみだなー。何食べようかなー、サツマイモとツナのマヨ焼きかなー。ピアットクワのツナ入りパスタかなー。うっふふー、ふー」

「遊びに行く気満々かよ！」

　………。

　工兵は深々と嘆息し、かぶりを振った。

「だいたい……そんなこといきなり言われても僕だって対応できませんよ。今日の夜は予定入ってるんですから」

「予定？」

　室見は胡う散さん臭くさげに訊きき返した。片目をすがめ工兵を睨にらみ上げる。

「予定って何よ。あんた今日は特に作業とか入ってないでしょ。プライベートの用事を仕事に優ゆう先せんさせようっていうの？」

「た、たまにはいいじゃないですか。僕だってプライベートを大事にしても。先月だけで七回も休日出しゆつ勤きんしてるんですし」

「深夜残業はまだ六回でしょ？　もう一回やって七にした方がバランスいいわよ」

「なんで揃そろえなきゃいけないんですか!?　スロット!?」

「早朝勤務も七回で７７７スリーセブン。大当たり発動で仕事四倍」

「嫌いやすぎる！」

　……で？　と室むろ見みは半はん眼がんになった。

「訊きくまでもないことだけど、もう一度確かく認にんするわよ。あんた仕事とプライベートどっちが大事なの？」

「それは……まぁ、どっちかって言われたらプライベートですけど」

　言いかけて工こう兵へいは「あ、いや」と両手を振る。室むろ見みの眼光を避けるように縮ちぢこまり頭を搔かいた。

「勘弁してくださいよ、今日きようは本当にまずいんです。ちょっと外せない用事で」

「外せない用事ぃ？」

　室見の声は地の底から響ひびいてくるようだった。彼女は片かた眉まゆを持ち上げチンピラのように詰め寄ってきた。

「あんたに仕事以外の何があるのよ。あんたは仕事するために生まれて、仕事とともに死んでいくんでしょ？　食事や睡眠でさえ贅ぜい沢たくなのにプライベートとか、意味分かんないんだけど」

「僕の基本的人権をさらりと踏みにじらないでください。いや……まぁ普ふ段だんなら室見さんの言う通り仕事を優ゆう先せんしますよ？　でも今晩はちょっと、相手が相手なんで」

「相手……？」

　室見の眉が一ひと際きわ吊つり上がる。彼女は不ふ審しんも露あらわに顔を歪ゆがめた。

「親か兄弟でも上京してくるの？」

「いえ」

「大学の教授とか？」

「いえ」

「ネットゲームの仲間」

「いやいやそんな」

「まさか女じゃないでしょうね」

「………」

　………。

「さぁて、そろそろ会社に戻りましょうか。仕事も立て込んでますし」

「待てやこらあぁぁあ！」

　背後から飛びかかられた。

　工兵は「ぎゃっ」とのけぞった。細い腕が首筋に巻きついている。これ以上ないくらい完かん璧ぺきなチョークスリーパーだった。工兵は彼女の腕を叩たたいた。

「ストップ！　ストップ室見さん！　これはやばい、やばい、死にます！」

　必死に訴えるものの室見の力は弱まらなかった。狂気に満ちた目が工兵を睨ねめつけている。

「……女？　女ですって？　あんたよりにもよって仕事より色恋沙ざ汰たを優ゆう先せんするの？　……信じられない。このケダモノ、エンジニアの風かざ上かみにもおけないわ。汚けがらわしい汚らわしい汚らわしい」

「い、色恋沙ざ汰たとかじゃないですよー！　た、確たしかに性別は女ですけど別に恋人とかいうわけじゃないです。ただの飲み友達です！」

「飲み友達との約束程度なら仕事を優ゆう先せんしなさいよ！　別に今日きよう会わなきゃ二度と会えないってわけでもないんでしょ!?　日をあらためてまた週末にでも予定すればいいじゃない」

「い、忙しい人なんですよ。今日の予定だって二週間近く調ちよう整せいしてようやく取れたんですから。今いま更さら駄だ目めだなんて言えませんよ！」

「それで怒るような友達はどうせ長続きしないわよ。早めに切っちゃうのが得策、そうね。あんた、ちょっと携帯貸しなさい。私から絶交してあげるから」

「ちょ!?　勝手に人のポケット漁あさらないでください！　だ、駄目です。室むろ見みさん、本当駄目ですってば。この人と関係悪くなると仕事にも影えい響きよう出るんですから！」

　………。

　……仕事？　と室見が訊たずねた。

　しまったと思うが出した言葉は取り戻せない。仕方ない、このまま話していてもどうせ平へい行こう線せんだ。事情を説明し納なつ得とくしてもらった方が早い。

　工兵は深呼吸して室見に向き直った。

「分かりました、説明しますよ。今日はですね。業なり平ひら産業の橋はし本もと課か長ちようとお食事会なんです」

　………。

「は？」

　室見は目をしばたたいた。凍こおりつくように沈ちん黙もくした後、わけが分からないという様よう子すで首を傾かしげる。

「橋本課長？」

「はい」

「あんた……さっき飲み友達って言ったわよね」

「言いましたね」

「で、今日の相手が彼女？」

「はい」

「それってあんたの飲み友達が橋本課長ってことにならない？」

「なりますね」

「………」

　室見は拳こぶしでこつこつと額ひたいを叩たたいた。瞑めい目もくしじっと考え込む。

「うん」

　ややあっって彼女は目を開いた。晴れ晴れとした顔で。

「噓うそつけやおらぁあああ！」

　ドライバーを振り下ろしてきた。

　工こう兵へいは間かん一いつ髪ぱつ、危ういところで飛とびのいた。

「………!?　ちょ、ちょっと待ってください。なんで噓うそだって思うんですか。僕本当のことしか言ってませんよ!?」

「口からでまかせ喋しやべってんじゃないわよ！　あの堅物眼鏡めがねがあんたとお食事会？　飲み友達？　ありえないにも程ほどがあるわ！　ＲＦＰの時、社長が接待したおかげで何が起きたか忘れたわけじゃないでしょ!?」

「も、もちろん覚えてますよ。でもあれは仕事の話じゃないですか、僕の場合は完全プライベートですから、話が別ですよ」

「完全プライベートで顧こ客きやくと付き合いぃ？　なおのことうさんくさいわよ！　だいたい普ふ段だんのミーティングでそんな話してるところ見たことないんだけど。いつ食事会なんて約束したのよ」

「それは……あれですよ。僕、橋はし本もとさんと携帯のアドレス交換してるんで」

　工兵は携帯を取り出すとメールボックスを開いてみせた。




『やっはー☆　今日きようのお食事会ちょー楽しみにしてるねー！♪　桜さくら坂ざかさんも遅れちゃだめだにょ(^o^)　仕事しすぎは身体からだに毒だにゃー[image: ][image: ][image: ]　はしもと』




　………。

　室むろ見みはひくひくと頰ほおを引きつらせた。顔中の筋肉を強こわばらせたまま工兵を仰あおぎ見る。

「だれ……これ？」

「だから橋本さんですよ。書いてあるでしょ？　定例のあとに雑ざつ談だんする機き会かいがあって、その時アドレスを聞いたんです。あの人結構日本酒好きらしくって。僕も好きだって言ったら、じゃあ知ってる店を紹介し合いましょうかって」

「………」

　室見は天を仰ぎ、かぶりを振った。

　工兵は携帯をポケットに戻した。

「というわけです。……分かってもらえました？　普通の相手ならともかく一応お客様なんで、プライベートの用事でもドタキャンしたくないんです。万が一心証を損ねたら今後の仕事にも影えい響きよう出かねないですし」

　──それとも、と工兵は声を低めた。

「室見さんは川かわ越ごえのツナ料理を食べるためなら、業なり平ひら案件はどうなってもいいんですか？」

「そ、そんなことは言ってないわよ！　言ってないけど……」

　室見は煩はん悶もんも露あらわに押おし黙だまった。地面を睨にらみつけ髪を搔かき混ぜる。ややあって「ううぅ」と低い呻うめき声ごえが漏もれた。

「……やっぱり信用できない」

　暗い声でつぶやき彼女は顔を上げた。吊つり気味の目が鈍にぶい光を放つ。

「室むろ見みさん……」

「だってそうでしょ？　他ほかの客ならともかくあの橋はし本もと課か長ちようよ。食事会なんて誘さそったら断られるどころか取引停止にされかねないわ。『ベンダーとの癒ゆ着ちやくは許しません。出で禁きん！』とか言って」

　うーん……。

　工こう兵へいは首を捻ひねった。

　まぁ、そういう印象持たれちゃうのかな。仕事の時のあの人だけ見てると。

　プライベートだと意外に可愛かわいいところあるんだけどね。天然だし。ああ見えて結構ガード甘いし。

　工兵は深々と溜ため息いきを漏もらした。

「じゃあ……どうしますか？　メールを見せても信用されないんじゃもう説明のしようがないですよ。そりゃ室見さんがどうしてもって言うなら川かわ越ごえを優ゆう先せんしますけど、その場合本当に橋本課長との約束をドタキャンすることになりますからね。それだけは分かっておいてください」

　室見は「ぐっ」と口ごもった。視し線せんを逸そらした後、忌いま々いましげに舌打ちする。

　………。

　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくが場を満たした。

　あーもう、この人本当強情なんだから。

　一度強気に出た手前、引くに引けないんだろうな。過ちを認めることに慣なれていない。後ろめたいことがあればあるほど意い固こ地じになってしまう。どうにも厄やつ介かいな性格だった。

　どうしよう、このまま押し問答を続けていてもしょうがないし──

　………。

　途と方ほうに暮れていると唐とう突とつに「そうだ」と明るい声が響ひびいた。室見が両目を見張りこちらを見上げている。

「じゃあこうしましょう。今日きようの待ち合わせ、私もあんたについていくの。そこで橋本課長が現れたらもう何も言わない。食事会なりなんなり好きにすればいいわ。でも別の人が現れたらその時は問答無用であんたを川越に連れていく。これでどうよ？」

（ええぇ……）

　工兵は内心で呻うめいた。

　室見さんが待ち合わせ場所についてくる？　それ、橋本さんにどう説明するんだよ。まさかありのままを告つげるわけにもいかない（深夜に上司の家を襲しゆう撃げきとか、ＯＪＴ担当に交友関係を疑われているとか意味不明すぎる）。帰り道が一いつ緒しよだったんで雑ざつ談だんしてたけど、橋本さんが現れたから帰ります──ってか？　うっわぁ感じ悪。残された側の雰囲気がどうなると思ってるんだ。……いや何も考えてないからこんなこと言い出してるんだろうけど。

「いいわね、じゃあ決まり」

　だが室むろ見みは工こう兵へいの返答を待つことなく、晴れ晴れとした表情で歩き出した。こうなるともう何を言っても聞く耳を持つまい。

（あとで橋はし本もとさんに一報いれておくか……）

　工兵は鼻から息を抜き室見のあとを追った。
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　夜八時。

　工兵と室見は待ち合わせ場所、ＪＲ有ゆう楽らく町ちようの駅前にいる。

　タイル敷じきの広場は雑多な人の流れに満ちていた。漆しつ黒こくの夜空をイルミネーションが白く染そめ上げている。時間帯のせいか周囲はかなり騒そう々ぞうしい。ＪＲの高架からひっきりなしに発着アナウンスが流れていた。

　待ち合わせ場所は駅前デパート──イトシアの前だった。橋本の姿は見えない。時と計けいを見ると約束の時間までまだ十分ある。少し早く着きすぎてしまったらしい。

　室見は緊きん張ちようした面おも持もちで周囲を見渡していた。人の多さに圧倒されているのか、不安げに肩を縮ちぢこまらせている。

　そう言えば彼女と繁はん華か街がいに来るのって初めてだ。以前カモメが言っていたが、室見は基本自宅と会社の往復以外で外に出ないらしい。通つう勤きん手段は徒歩だからおそらく朝夕のラッシュも知らないのだろう。結局のところ軽い引きこもりなのだ。ノリで工兵についてきてしまったものの慣なれない人混みに酔ってしまったというところか。

「室見さん、大丈夫ですか？　顔色悪いですけど」

　工兵の質問に室見はゆるゆるとかぶりを振った。細い顎あごを引き身をよじる。

「だ、大丈夫よ。あんたこそ覚悟はいいわね、約束の時間までに橋本課か長ちようが来なかったらそのまま川かわ越ごえ直行だから。遅刻とか時間間違いとか、そういう言いい訳わけは一切許さないわよ」

「……はぁ」

　強気な発言と裏腹に室見の口く調ちようは弱々しい。もともと小柄で、病的なまでに四し肢しが細いからこんな状態だと本当儚はかなげに見える。深しん窓そうの令れい嬢じよう、薄はつ幸こうの美少女といっても十分通用するくらいだ。

　工兵はちらと彼女を見下ろす。

　室見の服装はボーダーカットソーにデニムのミニ、キャンパススニーカーというラフなものだった。スカート丈たけが短いため生白い太ふと股ももが半ば以上露ろ出しゆつしている。顔だちが人形のように整ととのっていることもあり行ゆき交かう人々の注目を一身に集めていた。それがまたプレッシャーになっているのか、彼女は一層身体からだを縮ちぢこまらせた。

「……室むろ見みさん、渋しぶ谷やのハチ公こう前って行ったことあります？」

「ないけど……なんで？」

「あそこに美お味いしいツナ冷れい麵めんの店ができたみたいなんで、今度行ってみませんか？」

「？　いいけど、どうしたのよ急に」

「いやぁ、いつも室見さんにはお世話になってるんで。たまには恩返ししたくって。奢おごりますよ」

「本当!?　やった、行く行く！」

　喜ぶ室見を後しり目めに工こう兵へいは顔を背けた。仄ほの暗ぐらい表情で口元を歪ゆがめる。

　うん、たまには自分もこうやってストレス解消しないとね。いつもいつも理不尽なことを言われっぱなしじゃ割にあわない。

　室見はしばらくの間ツナーツナーと喜んでいたが、ふっと真顔に戻った。警けい戒かいした表情で工兵を睨にらみ上げる。

「……って、そんなことで私を懐かい柔じゆうしようとしても無む駄だよ。今の私は清せい廉れん潔けつ白ぱく、品行方正。寛かん政せいの改革をした松まつ平だいら定さだ信のぶなみに質しつ実じつ剛ごう健けんよ。ツナ冷麵ごときで私を買収できると思ったら」

「ツナじゃがチーズのお好み焼きもセットで」

「やったー！　って、だから買収すんなって言ってんでしょ!?　馬ば鹿かにしてんの!?」

　……ちっ、駄目か。いけると思ったんだけどな。

　舌打ちする工兵の前で室見は表情を強こわばらせた。

「あんた、……それだけ誤ご魔ま化かそうとするってことはやっぱり噓うそなんでしょ。橋はし本もと課か長ちようと食事会なんて」

「いやいや、それは本当ですよ。てかそんな噓ついて僕になんの得があるんですか？」

「藤ふじ崎さきさんの奥さんと顔あわせたくないとか……」

「なんで!?」

「実は昨日きのうの不ふ倫りん相手」

「何やってんだ昨日の僕！」

　室見は悲痛な面おも持もちで首を振った。

「ひどい……娘さんまで毒どく牙がにかけて。それは顔出せないわ。うわ……引く」

「ちょっと！　やめてください！　おかしな想像するの！」

「もしもし？　藤崎さんですか？」

　ぎゃー！

　慌あわてて室見の携帯を奪うばい取る。案あんの定じよう電話は繫つながっていなかったが工兵は念のため履り歴れきを確かく認にんした。最終発信は……会社か。よかった。

　ほっとしたのも束つかの間ま、室見に携帯をひったくられる。彼女はきつい視し線せんを工兵に向けた。

「だいたいプライベートで仲よくするにしたって、なんでよりにもよって橋はし本もと課か長ちようなのよ。あんた大学の友達とかそれなりにいるんでしょ？　何も仕事の関係をプライベートに持ち込む必要ないじゃない」

「それは……まぁ」

「それとも何？　あんたああいうタイプが好みなの？　無表情でどこ見てるんだか分からなくて、背ばっかにょきにょき高くって身体からだの凹おう凸とつもないような。ああいう女が」

「確たしかに……どこらへんを評価してお付き合いいただけているのか、興きよう味み深ぶかいところではありますね」

「でしょ？　あんな何考えてるんだか分からない女、私が男なら絶対願ねがい下げよ。だからあんたは趣しゆ味みが悪いっていうの。寝ね癖ぐせ頭あたまの件といい、ほんっとロクでもない」

「む、室むろ見みさん……」

「ああ？　何よ。本当のことを言われるのがそんなに心外？　はっ、何度でも言ってあげるわ。仕事ならともかく、プライベートであんな堅物眼鏡めがねと付き合うなんてどうかしてる。信じられないって言ってるの」

「室見さんってば……！」

　工こう兵へいは必死で室見の袖そでを引いた。室見の眉まゆが不ふ審しんそうにひそめられる。工兵は目だけで彼女の背後を示してみせた。

「………？」

　室見がゆっくりと振り返る。

　表情に疑問符を貼はりつけたまま。

　小首を傾かしげ。

　背後を確かく認にんし。




　愕然と目を見開いた。




「こんばんは」

　細身の女性がすぐ後ろにたたずんでいた。

　チョークストライプのスーツ、蠟ろう人にん形ぎようのごとく白い肌、淡あわい灰はい色いろの目にさらさらした黒髪。バレリーナのようなプロポーションは見事の一言で、足の長さ一つとっても常人離ばなれして見える。業なり平ひら産業株式会社、システム本部課長、橋本だった。

　彼女は表情を一切変えることなく丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。

「桜さくら坂ざかさんもこんばんは。お待たせしました」

「え、あ、いや、はい」

　反射的に一礼し口をつぐむ。

　混乱のあまり言葉が出てこない。一体全体この状況でどうフォローしたらいいか、見当もつかなかった。

　ちなみに室むろ見みの様よう子すはもっとひどい。白い顔から血の気が引いている。全身の筋肉を強こわばらせ直立不動で立ち尽くしていた。額ひたいから、頰ほおから、鼻び梁りようから、尽きることなく冷や汗が流れている。彼女は凍こごえたように唇を震ふるわせた。
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「ば……ば……ば」

　………。

　ババ？

「あ……ば……ば」

　アバババ……？

「う……ぐう……ぅ」

　彼女は混乱も露あらわに髪を搔かき混ぜた後、きっと工こう兵へいを睨にらみつけた。

「ちょっと桜さくら坂ざか！　橋はし本もと課か長ちようが来るなら来るで、ちゃんと言いなさいよ！」

「え、そこにキレるの!?　室見さんが勝手に信じなかっただけじゃないですか！」

　室見は髪を振り乱した。

「私は信じようとしたわよ。そこであんたが余計なボケツッコミ入れるからどこまで本気か分からなくなったんでしょ！　真ま面じ目めな会話の時は真面目に話しなさいよ。まったく！」

　言いがかりも甚はなはだしい！

　工こう兵へいはかぶりを振りつつ橋はし本もとに向き直った。冷や汗を拭ぬぐい必死で謝しや罪ざいする。

「す、すみません橋本さん。もう本当、言いい訳わけのしようもないです。申し訳ありません。……ほら、室むろ見みさんも！　頭を下げて」

「……す、すみま……せん」

　弱々しく面おもてを伏せる室見に、だが橋本は無表情に首を振ってみせた。

「気にしないでください。よく言われますから。何を考えてるか分からないとか、無む駄だに背が高いとか」

　そ、そうなのか。

　一いつ瞬しゆんほっとしかけるが。

「でもちょっと落ち込んでます」

　橋本は切なげに睫毛まつげを伏せた。

　ああーうー！

　どうしよう、橋本さんを落ち込ませてしまった……。

　でも落ち込んでいる橋本さんも微妙に可愛かわいい。なんかもうちょっと色々言ってみたい気分だ。眼鏡めがねのこととか、身体からだの凹おう凸とつのこととか、責め立てたらどんな顔するんだろう。やばい、新たな性せい癖へきに目覚めそうだ。

　……って、何を言ってるんだ自分は。いかんいかん。ちゃんとフォローしなければ。

「橋本さん、そんな室見の言うことなんて気にしないでください。見てくださいよこの人の体型。他人に凹おう凸とつを語れるような体つきに見えますか？　ぼんっきゅっぼんっならぬ、すとーんすとーんすとーんですよ。いやもう本当ここだけの話、つるつるぺたぺたで」

「なっ！　ちょっと何言ってるのよ、桜さくら坂ざか!?」

　激げつ昂こうする室見を工こう兵へいは片手で押おし止とどめた。

「しっ、室見さんは黙だまっていてください。いや僕妹いるから分かるんですけど正直中学生でもこの体型はないですわ。うちの妹小六の時もう少し胸大きかったですから。こう横から見ると上向きにですね、つんと突き出してる感じで──」

「見たんですか？」

　………。

　いかん！　ドツボ！

　落ち込む工兵の前で橋本はわずかに表情を緩ゆるめた。

「桜坂さんは……本当ユニークな方ですね」

「………。これをユニークと感じるセンスも大たい概がいだわ」

　ぼそりと独ひとりごちる室見を工兵は黙もく殺さつした。

「と、とにかく店に移動しましょう。そろそろ店の予約時間ですよね？」

「ええ」

　と橋はし本もとがうなずく。携帯を取り出し時間を確かく認にんした。

「三人で予約しなおしておきましたが、もうこれ以上増えませんよね？」

「はい……って、え？」

　工こう兵へいは瞬まばたきを一回、橋本の顔を見つめた。

　んんん？　三人？

「室むろ見みさんも来られるということだったので。……まずかったですか？」

　あ……。

　もしかしてと思いつつ携帯を取り出した。

　事前に送ったメールを確かく認にんする。『ひょっとすると室見も待ち合わせ場所にうかがうかもしれません』。……あああ、確たしかにこれじゃ人数追加の連絡に取られかねない。こちらとしては『待ち合わせ場所に室見がいても気にしないでくださいね』くらいのつもりだったのだが……そうか、予約まで取り直させてしまったのか。

　えーと……。

　肩越しに振り返る。室見は要領を得ない様よう子すでぱちぱちと目をしばたたいていた。

　……まぁ、しょうがないか。

　本当は橋本さんと二人ふたりで食事を楽しみたかったのだが。散々暴ぼう言げん吐いた挙あげ句く、相手の厚意まで無にできない。

「室見さん、ウーロン茶ちやロックでいいですから」

　小さく囁ささやいて工兵は橋本に向き直った。




　目的の飲み屋はＪＲの高架下にあった。

　半地下の入り口に日本酒のメニューが貼はりつけられている。

　宮みや崎ざき地じ鶏どりの店らしい。傍かたわらの品書きに地鶏の炭すみ火び焼やきや水みず炊たきの写真がある。橋本は工兵達を連れ扉をくぐった。出迎える店員に慣なれた様よう子すで名前を告つげる。

「七時からご予約の橋本様さま、三名様。お待ちしていました」

　店員は丁てい寧ねいに挨あい拶さつした。座席表を確かく認にん、すぐ誘ゆう導どうしてくれる。

　予約の席は個室だった。石造りのかまくらを思わせるスペースに夕ゆう陽ひ色いろの明あかりが満ちている。広くはないが落ち着けそうな空間だった。

「よく使うんですか？　この店」

　勧められるまま着席しつつ工兵は訊たずねた。橋本は向かい席に腰掛けうなずいた。

「はい、会社の飲みでたまに。御お成なり門もんからだと電車で二駅ですし、場所の割には予約も取りやすいですから」

　なるほど。

　確たしかに時間帯の割に店はすいている。月げつ曜よう夜ということもあるのだろうが、飲み屋特有の騒そう々ぞうしさがなかった。

「まぁ何はともあれ飲みますか。日本酒が美お味いしいんですよね？　ここ」

「ええ焼しよう酎ちゆうもありますよ」

「焼酎は、ちょっと……」

「？　お嫌いでしたか？」

「いや、好きなんですけど……今日きようはやめときます」

　ちらと一いち瞥べつすると室むろ見みが顔を強こわばらせている。多た分ぶん例の歓迎会を思い出しているのだろう。鳶とび色いろの瞳ひとみに強い怯おびえがあった。

　工こう兵へいは彼女の不安を払ふつ拭しよくするように日本酒を指さした。

「じゃあ僕は八はつ海かい山さんで。室見さんは？　ウーロン茶でいいですか？」

「……うん」

「私は男おとこ山やまにしますね。食べ物も一通り頼んでしまいますから、何か追加があれば選えらんでおいてください」

　呼び出しボタンを押すとすぐ店員がやってきた。

　オーダーする橋はし本もとの前で室見がメニューを取り上げる。一通り品書きを追ったあと、小さな顔がくしゃりと歪ゆがんだ。蚊かの鳴くような声で「ツナ……」とつぶやく。

　まぁ……ないだろうな。宮みや崎ざき地じ鶏どりの店にツナ缶は。

　───。

　すいているせいもあるのか、飲み物はすぐ運ばれてきた。陶とう製せいの器うつわに澄すんだ液体がなみなみ注そそがれる。店員が退出するのを待ち、工兵達はそれぞれの器をつかんだ。

「では」

　乾杯。

　静かに言って器を打ち合わせる。飲み口に口をつけた瞬しゆん間かん、芳ほう醇じゆんな香かおりが鼻び腔こうを満たした。

　くー、たまらない。

　やっぱりお酒はいいなぁ。金さえ保もてば毎日でも飲んでたいくらいだ。

　ちなみに自社──スルガシステムでの飲みは最近ご無ぶ沙さ汰たしている。藤ふじ崎さきさんは客先に缶詰だしカモメさんは底なし、室見さんは飲めないし社長は論ろん外がい。そんな感じで候補を消していくと飲む相手がいなくなってしまうのだ。

　いや、正直言えば一人ひとりいる。誘さそえば間違いなく付き合ってくれる相手が。

　オペレーションサービス部の同どう僚りよう、姪めい乃の浜はま梢こずえ。

　彼女なら当日の誘さそいも二つ返事で受けてくれるだろう。今日きようだって声をかければ速攻飛んで来たはずだ。だがどうにもためらわれるのは、彼女と飲むと毎回どうにも妙な酔い方をしてしまうことだ。ビール一杯二杯で妙に眠気が押し寄せてくる。まるで何か睡すい眠みん薬やくでも入れられているみたいに。

　………。

　まさかね。

　まぁ、そんなこんなで橋はし本もとさんは数少ない飲み仲間なのだ。飲むペースも同じくらいだし店の好みも似ている。何より美お味いしい物を食べたい、そのためには金をかけても構わないというスタンスが共通している。仕事を離はなれても付き合っていきたい人間の一人ひとりだった。

「お待たせしました、宮みや崎ざき地じ鶏どりのもも炭すみ火び焼やきです」

　お、来た来た。

　鉄板の上で煮えた油が躍おどっている。鶏とり肉にくのジューシーな香りが煙とともに伝わってきた。橋本が木台から調ちよう味み料りよう入れを下ろす。

「味付けは塩かゆず胡こ椒しよう、おろしニンニクをお好みで。私はゆず胡椒がお勧めですけど」

「おお……うっまそう！」

　説明が終わるのも待ち切れず箸はしをつける。こんがり炭すみ色いろに焼けた肉を頰ほお張ばると濃のう厚こうな味わいが口いっぱいに広がった。

「うっまー！」

　舌した鼓つづみを打ちつつ箸を進める。橋本がほっとしたようにうなずいた。

「お口にあって何よりです。色味が独特なので敬遠される方もいますから」

「確たしかに……変わった色合いですよね、サイコロステーキみたい。……っていうか宮崎の料理なんですか？」

　橋本はうなずいた。

「ええ、向こうだと割合一般的な料理ですよ。他ほかにもチキン南なん蛮ばん、冷汁とか。あとで出してもらいましょうか」

　是ぜ非ひ是非と返答して工こう兵へいは首を傾かしげた。

「って、随ずい分ぶん詳しいですね。橋本さん宮崎の方なんですか？」

「いえ、私は東とう京きようです。立たち川かわ生まれの立川育ち。宮崎は大学の友人の実家があったので、それで何度か遊びに行った感じですね」

「へぇ……じゃあ青あお島しまとか行きました？　あの……なんでしたっけ、鬼おにのなんとかっていう」

「鬼の洗せん濯たく岩いわですか？　ああ行きました行きました。あれは壮そう観かんでしたね。桜さくら坂ざかさんも行かれたんですか？」

「子供の時、親に連れられて。……まだ小さかったんであんまり地元の名物とか食べなかったですけど。南国っぽくていい土地ですよね、宮崎」

「ええ、ええ。では鵜う戸ど神じん宮ぐうは？　洞どう窟くつの中に社やしろがある」

「ああ、そこもなんか行った覚えがある！　亀かめみたいな岩のあるところですよね？　あそこウド神宮っていうんですか」

　陽気に歓かん談だんしていると、不意に隣となりの空気が動いた。

　見ると室むろ見みが居い心地ごこち悪そうに身じろぎしている。顔を伏せ所在なさげにウーロン茶ちやを飲んでいた。

　……あーもう。

　予期していたとはいえ本当に手持ちぶさたな感じだった。酒も飲めない食事も食べられない（ツナがないから）会話にもまざれないでは仕方ないが、にしてもひどい顔だった。ていうかまがりなりにも顧こ客きやくの前なんだから、少しは機き嫌げんよくしろよ。場を盛り上げろとまでは言わないからさ。

　だがまぁ、無む茶ちやな要求だとは思う。そもそも仕事以外の趣しゆ味みをロクに持っていない人なのだ（合唱？　をやっているという話はあったけれど）。状況に応じ話題をあわせるなど常温核かく融ゆう合ごう並に難むずかしいのだろう。せめてこっちから話を振ってやるのが人情というものだ。

「……そういえば室見さんは旅行とかしたことあるんですか？」

「ない」

　………。

　終わったー！

　会話終了。はいばっさり切られましたー！

　って、旅行したことないの!?　マジで!?

「じゃ、じゃあ九きゆう州しゆう出身の知合いとかいないですか？　友達とかクラスメイトとかで」

「いない。友達とか作ったことないし」

　うわぁ……。

　聞けば聞くほど悲ひ惨さんな境遇だった。場の雰囲気がジェットコースターのような勢いで落ち込んでいく。やばい、これはやばい。

「おっと室見さん、コップが空あいてるじゃないですか！　気づかずに失礼しました！　店員さーん、すみません。ウーロン茶ちやロックもう一つで！」

　強引に話題を切替える。

　運ばれてきたグラスを室見に渡し、工こう兵へいは橋はし本もとに向き直った。引きつった笑えみを口元に浮かべる。

「さぁ鵜う戸ど神宮の話をしましょう！」

「そこまで話題を戻しますか……」

　橋本は呆あきれたように小首を傾かしげた。

「というか桜さくら坂ざかさん、ひょっとしてお疲れですか？」

　うっ。

「な、なんでですか。そう見えますか」

「目の下にクマができてますし頰ほおが瘦こけてますし、無ぶ精しよう髭ひげ生はえてますし、あとネタの拾ひろい方がいつもより強引です」

「！」

　観かん察さつされてる！

　………。

　工こう兵へいは言いい訳わけしかけて口ごもった。繕つくろっても仕方ない。バツ悪げに頭を下げる。

「すみません、ちょっと色々立て込んでまして……」

「お仕事ですか？」

「ええ。あ、御おん社しやとは全然別件なんですけど」

「………。桜さくら坂ざかさんはいくつ案件を並行してるんですか？」

　本当いくつなんでしょうね。

　工兵は嘆息した。

「まぁ忙しいのはいつものことですけど、今回はちょっと慣なれていない分野っていうか、初めての業務なんで」

「初めての業務」

「プロジェクトマネージャってやつです」

　しばらく考えた後、ぽつぽつとベターメディアの件を話し出す。もちろん具体的な社名は出せないがシチュエーションを伝えるくらいなら構わないだろう。正直今回の件は誰だれかにぼやかないとやってられない。社長も顧こ客きやくもベンダーも、誰も彼もが我わが儘ままで身勝手すぎる。ＡＫネットの別べ府ふが逃げ出したのも無理からぬ感じだった。

　最初は言葉を選えらびつつ、やがて愚ぐ痴ちっぽく工兵は語っていった。

　酒が回ってきたせいもあるのだろう。顧客の丸投げや商流・レポートラインの混乱ぶり、非協力的なベンダーの姿勢を苛いら立だち混じりに説明していく。

「そりゃあ僕も悪かったですよ。プロジェクト管理のことなんて知らないから、体制も枠組みも何一つ用意しないままレポートを依頼しちゃって。ベンダーの人達が怒ったのも当然だと思います。でもそのあとはきちんと準備して打ち合わせに臨のぞんで。……きっちり管理できる体制を整ととのえたんです。なのに……」

　工兵はぐいと酒をあおった。

「フリーフォーマットで報告お願ねがいしたら手を抜くなと駄だ目め出し、レポート方式を整せい備びしたら手間がかかりすぎるから嫌いやだ。じゃあ一体僕はどうしたらいいんですか？　ＰＭって何をすれば認めてもらえるんですか。ひょっとしてみんな、僕が新卒で若造だから──」

　馬ば鹿かにして難なん癖くせつけてるんだろう──そう僻ひがみ混じりにつぶやこうとした時だった。

「桜坂さん」

　冷ややかな声が耳じ朶だを打った。顔を上げると橋はし本もとが固い表情でこちらを見ている。洞うろのような目にわずかだが怒ど気きがあった。

「今の発言は……不ふ愉ゆ快かいです」

　思わぬ単語に凍こおりつく。橋はし本もとは眦まなじりを細めた。

「新卒で若造だからどうしたっていうんですか。仕事に年ねん齢れいも性別も会社の規模も関係ない、それを我われ々われに示してくれたのは他ほかでもない桜さくら坂ざかさんでしょう。大切なのは肩書きでも見た目でもなく、今相手に対しどんな価値を示せるか。違いますか？」

「橋本……さん」

「誤解しないでください。私はそのプロジェクトメンバーが桜坂さんに偏へん見けんを持ってないとは言っていません。誰だれだって差別や区別、先せん入にゆう観かんとは無む縁えんでいられませんから。ですがその障害に打ちのめされ思考停止してしまうのはあまりに無ぶ様ざまだと言っているんです。あなたほどの人に相応ふさわしくない。いえ」

　彼女は首を振った。

「もっと言うのであれば、その態度は貴方を選んだ我々に対する侮辱です」

「侮ぶ辱じよく……」

　工こう兵へいは頭をハンマーで殴られたように硬直した。脳からアルコールが引いていく。数秒沈ちん黙もくした後、彼は拳こぶしを固く握りしめた。

「すみません……」

　うつむきながら謝しや罪ざいする。

「なんか……弱気になっちゃって。ごめんなさい、嫌いやな愚ぐ痴ちり方かたでしたね」

　仕事を進めていけば利害の相あい反はんや意見の衝しよう突とつなどいくらでも出てくる。その度たびに年ねん齢れいが若いから、役やく職しよくがないから、だから自分は認めてもらえないんだと言いい訳わけしていては何も進まない。相手にどう見られていようと議ぎ論ろんに集中する。理詰めで打開策を探り落着点を見つける。それこそプロのありかただった。

　畜ちく生しよう。

　工兵は歯は軋ぎしりする。

　若い、自分はまだあまりに未み熟じゆくだ。

　悔かい悟ごと羞しゆう恥ちを胸に顔を上げる。気き恥はずかしげに微笑ほほえむと橋本は小さく首を傾けてみせた。

「愚痴はいくらでも言っていただいて結構です。ですが自分を貶おとしめるのだけはやめてください。あなたの身体からだはもうあなただけのものじゃないんですから」

　え……。

「それは……その、どういう意味で」

「私のものでもありますし」

　………!?

「間違えました、弊へい社しや案件のスタッフでもありますし」

「いやいやいやさすがにそれは間違えすぎでしょ!?　もう本当全然別の意味になってますよ!?」

　声を裏返し抗こう議ぎすると橋はし本もとは杯はいをあおった。「ともかく」と言葉を続ける。

「感情的な話は措おくとして、純粋にプロジェクト管理の方法論なら私にもアドバイスできることがあるかもしれませんよ」

「え？」

　工こう兵へいは目をぱちくりさせた。

「アドバイス……ですか？」

　橋本さんが？

　橋本はうなずいた。

「前ぜん職しよくで私、一通りＰＭの教育は受けていますし、実際に案件を回したこともあります。今も社内プロジェクトはいくつか統括していますし」

　何かご助言できることがあるかもしれません。そう淡たん々たんとした口く調ちようで言った。

　マジか……。

　否いななどあるはずもない。

　工兵は身を乗り出した。両手を膝ひざに置き、真剣な面おも持もちで指し導どうを求める。

　橋本は少し考えた後、状況の再説明を求めた。時系列に沿って差し支えない範はん囲いで案件概がい要よう・登場人物を話すよう依頼してくる。工兵は記き憶おくを探りながらもう一度、今回の案件を説明していった。もつれにもつれた状況を脚きやく色しよくすることなく、ありのまま話していく。

　………。

　全すべてを話し終えると橋本は沈ちん黙もくした。

　箸はしを置き無言で卓を見み据すえている。よく見ると瞬まばたきさえしていない。いい加減心配になりかけた頃ころ、彼女はぽつりとつぶやいた。

「桜さくら坂ざかさんは……テーラリングという言葉を聞いたことありますか？」

「てーらりんぐ？」

　耳みみ慣なれない単語だった。例の入門テキストにもそんな単語はなかったように思う。首を傾かしげていると橋本は嘆息した。

「なるほど……まずそこからですね」

　杯を置き居い住ずまいを正す。彼女はまっすぐに工兵を見据えた。

「テーラリングというのは『仕立て直し』のことです。日本語で仕立屋のことをテーラーといいますよね？　あれと同じ意味合いです。ＰＭの手法・標準を各プロジェクトの特性・規模にあわせてカスタマイズすること。これをテーラリングと呼びます」

「……え？　カスタマイズなんかしていいんですか」

　工兵は頓とん狂きような声を上げた。

　案件事情に応じて仕立て直す？　それじゃあ標準の意味なんてないじゃん、そう思ったのだが。

「一口にプロジェクトと言ってもその規模は千差万別です。一月で終わる開発もあれば数年がかりで進めるシステム基き盤ばん刷さつ新しんもあるでしょう。片や数人、片や百人規模。常じよう識しきで考えてみてください。この両者を桜さくら坂ざかさんなら同じやりかたで管理しますか？」

「それは……」

　………。

　否いなだろう。

　ミーティングの形態、レポート形式一つとっても全然変わってくるはずだ。前者なら可能な全体打ち合わせも後者では狂気の沙さ汰たとなる。

　橋はし本もとはうなずいた。

「ですからプロジェクト管理にはテーラリングという概がい念ねんが用意されているのです。標準として定義されている手順・成果物・指標を取しゆ捨しや選せん択たくし、改善する。現実に即した運用に落とし込む。桜坂さんはこの手順を踏まれましたか？　プロジェクトの規模を考えることなくテキストにある方ほう法ほう論ろんを手当たり次第採用したんじゃないですか？」

「………」

　図ず星ぼしだった。

　押おし黙だまる工兵に橋本の声が追い打ちをかけた。

「プロジェクト管理は底なし沼です。手間をかければかけるほど管理の品質は高まりますが、反面メンバーの負荷も増えます。下へ手たをすれば報告資料作成のために本来の作業時間を潰つぶすことになりかねません。そういう事態にならないようバランスのとれたレポーティング、コミュニケーションルールを策定すること。これがプロジェクトマネージャの役割になるわけです」

「ちょ、ちょっと待ってください橋本さん。……仰おつしやることはわかりますけど」

　滔とう々とうと語る橋本を工こう兵へいは押おし止とどめた。ためらいがちに訊たずねる。

「それってつまり教科書通りＰＭをやっても駄だ目めで、過去の経けい験けん則そくや実じつ績せきから適切な管理ボリュームを見みい出だす。もしくはメンバーの合意をとらなきゃまともにプロジェクトを運営できないってことですよね？」

「平たく言えばそうです」

　無理じゃん。

　工兵は呻うめいた。

　何が科学だ。何が論ろん理り的手法だ。要はすべからく個別調ちよう整せいじゃないか。過去の経験がなければ適切なドキュメント量も見み積つもれないなんて。完全に職しよく人にん芸げいの世界だ。

　くじけそうになっているのを見て取ったのだろう。橋本は心持ち表情を緩ゆるめた。

「とはいえ、最低限必要な資料はだいたいどのプロジェクトでも決まっています。プロジェクト計画書にＷＢＳ、スケジュール、課か題だい管理表。大まかにこの四つですね」

「……え？　それだけでいいんですか？」

　橋はし本もとはうなずいた。

「あとはプロジェクトの規模に応じて適てき宜ぎ準備すればいいでしょう。桜さくら坂ざかさんのプロジェクトなら……そうですね、登場人物も多いですし、体制図を別立てで作った方がよいかもしれません。ああ、もちろん前提条件やコミュニケーションルールなど細かな情報は計画書に書いてある前提ですが」

　橋本の答えで一気に拍子抜けする。

　えええ？　たったそれだけのことなの。あの膨ぼう大だいな資料群の中で現実的に使うドキュメントが四つだけ？　えええ……。

「ＰＭの役割はプロジェクトを成功させることですから。目的が果たせるのなら、かける手間は最小限にすべきです。過剰な管理やレポート、ドキュメントは複ふく数すうのＰＭ標準でもゴールドプレーティングといって厳げんに戒いましめられていますし」

「ゴールドプレーティング？」

「金メッキということです」

　ああ……なるほどね。

　肩の力を抜き椅い子すにもたれかかる。

　プレッシャーが和やわらいだ瞬しゆん間かん、脳がゆるゆると回転し始めた。管理資料が先の四種類だけなら進しん捗ちよく管理は大幅に単純化される。ベンダーに作業項目を洗い出させてＷＢＳを作成、各項目の期間と順序を設定しスケジュールに落とし込む。あとは週次で進捗と課か題だいをチェックすればよいだけだ。

　うん……うん、いけそうだ。

　しばらく考えた後、工こう兵へいは顔を上げた。

「ありがとうございます橋本さん、なんか……うまくいきそうな気がしてきました」

「お役に立てたようなら何よりです」

　橋本は淡たん々たんと言った。

「桜坂さんの暗い顔を見るのは、私も好きじゃありませんから」

「……すみません」

　お客さんに気を遣つかわせちゃうとは、接待なら完全に失敗扱いだな。いや……友人との飲み会でもＮＧだろう。お酒の席はみんなで和わ気き藹あい々あい、料理とアルコールと会話を味わうべし。うん。

　工兵はグラスを持ち上げた。

「じゃあ今いま更さらですけど仕切り直しますか。仕事の話はなしで、難むずかしい話題も避ける感じで。頭をからっぽにして楽しく飲んでいきますか」

「それは……かまいませんけど」

　橋本が細い首を傾ける。彼女はためらいがちに視し線せんを横滑りさせた。

「室むろ見みさんをそろそろどうにかされた方がいいんじゃないですか？」

　……へ？

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　そういえばさっきからやたら室見さん静かだな。仕事の話をしてたんだし、少しくらい絡からんできてもよさそうだったのに。退屈のあまりメールでも打っているのか？　疑問に思いつつ傍かたわらを見ると。




　室見が机に突っ伏していた。




　………!?

　………！

　彼女は片手にコップをつかみ顔面からテーブルに倒れ込んでいた。華きや奢しやな肩が痙けい攣れんしたように震ふるえている。ほつれた髪の合間から真まっ白しろなうなじがのぞいていた。どう見ても尋じん常じような様よう子すではない。工兵は慌あわてて彼女の肩をつかんだ。

「む、室見さんどうしたんですか？　大丈夫ですか？」

　返事はない。軟体動物でもつかんだように、ぐにゃりとした感触が伝わってくる。橋はし本もとが沈痛な面おも持もちでかぶりを振った。

「十分くらい前からずっとそんな調ちよう子しで……」

「言ってくださいよ！」

　悲鳴を上げて工兵は室見を抱き起こした。細い首が傾き人形のような面おもてが露あらわになる。

（うっ）

　見たこともない表情がそこにあった。鳶とび色いろの目は濁にごり、桜さくらの花びらを思わせる唇はだらしなく開かれている。眉まゆ根ねからいつもの険けんは消きえ失うせ、ただただ気け怠だるげな色が顔を満たしていた。彼女は工兵の腕に抱かれたまま、ひくっと赤ん坊のようにしゃっくりした。

　……まさか。

　工兵はテーブルに視し線せんを走らせた。室見の持つグラスを取り上げ口づける。

「うわっ……」

　酒だった。おそらくウーロンハイだろう。薄うすまっているが確たしかな焼しよう酎ちゆうの香かおりが感じられる。これを飲んだのか。なんで？　ちゃんとウーロン茶ちやを頼んだはずなのに。

　……いや。

　思い当たる節ふしはあった。自分は追加のオーダーでなんと頼んだ？　『ウーロン茶ロックもう一つで』。室見の口くち癖ぐせを普通に使っていたが、通常こんなオーダーはあるまい。酒と勘違いされても仕方なかった。

「室見さん、お酒飲めないんですか」

　橋はし本もとが声をかけてくる。工こう兵へいはうなずいた。

「飲まないとは聞いてましたけど……正直ここまで弱いとは思いませんでした。見たところ半分も飲んでないのに」

「まぁ……本当に弱い方は一口で駄だ目めと言いますしね」

　橋本は呼び出しボタンを引き寄せた。

「とりあえずお冷ひやもらいましょうか？」

「え？　あ、はい。お願ねがいします」

　………。

　しばらく介かい抱ほうしたが室むろ見みの容よう態だいは好転しなかった。顔色が赤から白、青を行き来し、しまいに凍こごえたようになる。よほどアルコール耐性がなかったのか、水を与えてもすぐ戻してしまった。もちろん工兵が女子トイレに付つき添そうこともできないから介添えは橋本の役割だ。三十分ほど世話してようやく落ち着いたが、その頃ころにはもう完全に飲み会の空気でなくなっていた。

「……帰りますか」

「ですね」

　橋本に精算を任せ室見を抱き起こす。肩にかかる重量は異様なほど軽かった。荷物を取り上げ半ば引きずるようにして室見を連れ出す。入り口の扉をくぐると、橋本が夜の町を背に立っていた。

　工兵は頭を下げた。

「すみません……なんかひどい会になっちゃって」

「気にしないでください。少しでもご一いつ緒しよできて楽しかったです。また仕事が落ち着いたら遊びに行きましょう。……そうですね、今度は比ひ内ない地じ鶏どりの店でも」

「地鶏、好きですね……」

「ちなみに昨日きのうの夜も地鶏でした」

「へぇ……」

「一昨日おとといも」

「好きすぎません!?」

　どこまで本当か分からない発言を残し橋本は去っていった。あとには泥酔した幼女と工兵が二人ふたりで残される。

（……さて、どうするか）

　周囲の視し線せんがちくちくと突き刺さってくる。このまま歩いて帰るのはどう考えても危険だ。どこぞの女子中学生を酔よい潰つぶして拉ら致ちしているようにしか見えない。

　うーん。

　考えた後、心を決める。お金はかかるがしょうがないか。

「室見さん、室見さん。タクシーで送りますから。住所だけ指示してもらえますか？」

「………」

　返事がない。えーい、手間のかかる。

「室むろ見みさーん？」

　何度か呼びかけていると彼女はうるさげに頭をもたげた。小振りな唇が開き、何事かをつぶやく。

「え？　なんですか？」

「……町」

「サルガク町？　猿さる楽がく町ちようって言いましたか？　そこに行けばいいんですね？」

　確かく認にんのため訊きき直すが室見はもうこうべを垂たれていた。仕方ない、とりあえずこの情報だけで行ってみるか。

　晴はる海み通どおりに出てタクシーを探す。幸い何分も待つことなく個タクをつかまえられた。後部座席に室見を押し込みあとに続く。

「猿楽町まで」

　短く告つげると運転手は物もの憂うげに振り返った。

「猿楽町のどこ？」

「………」

　どこだろう。ていうか猿楽町って地名がまずよく分からない。

「すいません、連れの家がそこにあるらしくて。場所自体よく理解してないんですけど、どのへんですか？」

「神じん保ぼう町ちようの靖やす国くにから北側だね」

　ああ……あのへんか。ていうか本当会社の近くだな。

「じゃあマクドナルドのあたりで」

「はいよ」

　ぶっきらぼうに言って運転手はタクシーを発進させた。皇こう居きよの見える信号を右手に、そのまま大通りを北に向かう。左右を流れるヘッドライトに幻げん惑わくされながら工こう兵へいは室見を見た。

　小柄な少女は手足の力を抜き、だらりと席にもたれかかっている。顔色はさっきよりもわずかによい。白い頰ほおに血の気が戻っている。だが相変わらず目を覚ましそうな気け配はいはなかった。ぞんざいに乗り込ませたせいか、スカートの裾すそがはだけなんとも扇せん情じよう的てきな光景になっている。生白い太ふと股ももが目に眩まぶしい。工兵は運転手の視し線せんを気にしながら衣服の乱れを直してやった。

　……って、肌綺き麗れいだなぁ。弾力はマシュマロみたいで質感は陶とう器きみたい。うっはー。すっべすべ。うっはー。

　………。

　なんてことやってる場合じゃなく。

　工兵は咳せき払ばらいを一回、室見の肩を揺ゆすった。

「室むろ見みさん、猿さる楽がく町ちようついたらあとは家の場所指示してくださいね」

「………」

「室見さん。室見さーん？」

「………」

「会社のツナ缶全部食べちゃいますよー？」

「殺す」

　………！

　起きてんのかよ！

　ぎょっとなり飛とびのくが、それ以上の狼ろう藉ぜきはなかった。彼女は相変わらずしどけない顔で眠りこけている。細い首が傾き喘あえぐような吐と息いきが漏もれた。

「………」

「え？　なんですか、何か言いましたか」

　眉まゆをひそめ顔を近づけた。しばらく耳をそばだてていると、呼吸音に混ざり切れ切れの言葉が聞こえてきた。

「……ど……」

「ど？」

「桜さくら坂ざかの……ど阿あ呆ほう」

　なんだとお!?

　いきなり何を言いやがるんだ。失礼極きわまりない。

　非ひ難なんも露あらわに室見を睨にらみつける。が彼女は工こう兵へいの視し線せんに気づいた様よう子すもなく、心細げに身を縮ちぢこまらせた。

「……出会う女出会う女に色目使ってるんじゃないわよ。……半人前のくせに」

「………」

「あんたは……だけを……」

　え……？

　よく聞き取れない。耳を寄せ彼女の声を聞き取ろうとした時だった。

「お客さん、ついたよ」

　運転席から気け怠だるげな声が響ひびいてきた。気づけばタクシーが止まっている。窓の外に見み慣なれた黄き色いろの看板が見えた。

「ここでいい？」

「え……あ」

　慌あわてて視線を戻すが室見は相変わらず眠りこけていた。仕方なく財布を取り出し支払いをすませる。領収書を受け取ると、工兵は荷物をまとめタクシーから降りた。

　後部座席から室見を引っ張り出した瞬しゆん間かん、当然のように周囲の好奇の視線が突き刺さってきた。畜ちく生しよう、場所が変わっただけで全然事態が改善していねぇ。しかも今回は行き先不明ときた。

　こんなことなら会社まで乗せていってもらえばよかった。ラボルームなら室むろ見みさんを転がしておいても違和感ないし、タオルケットや着替えも揃そろっている（それはそれでどうなんだという気もするが）。だがタクシーはもう行ってしまったあとだった。さぁどうしよう。彼女を連れたまま駿する河が台だいを上る？　ううむ、なんだかんだでここからだと結構距きよ離りあるんだよな。最短経路は無む茶ちや苦く茶ちや急きゆう勾こう配ばいだし。

「室見さん、室見さんってば」

　駄だ目めもとで呼びかけてみるが応答はなかった。嘆息し心を決める。しょうがない、交番を避け坂の上を目指すか。

　溜ため息いき混じりに歩き出した瞬しゆん間かん、ぶぅんと小刻みな震しん動どうが二の腕に伝わってきた。室見の鞄かばんからエメラルドグリーンの光が漏もれ出している。鞄の口を覗のぞき込むと、ハンカチや財布にくるまれて携帯が着信ランプを瞬またたかせていた。

　呼び出しは十回ほど繰くり返された後、ぷつりと途と切ぎれた。だがまたすぐランプが輝かがやき出す。誰だれからの電話か分からないが、かなり切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すだった。

　一瞬どうしようか──と思う。が、勝手に人の携帯をいじくるわけにもいかない。周囲の視し線せんを気にしつつ鞄に手をかける。震動はともかくランプの光は目立ってしょうがない。取っ手をつかみ鞄の口を閉じようとして、だが工こう兵へいはサブディスプレイの表示に気づいた。

『着信中：カモメ』

　！

　弾はじかれたように携帯を取り出す。通話ボタンを押しスピーカーを耳に押しつけた。

「もしもし……？　カモメさんですか？」

『……え？　あれ？　工兵君？』

　聞きき慣なれた柔らかい声こわ音ね。よかった、本当にカモメさんだ。工兵は全身の力が抜けそうになった。

『んん？　これ立りつ華かちゃんの携帯だよね？』

「です。えーっと、ちょっと事情がややこしいんですけど。実はさっきまで僕ら」

『ホテル!?』

「ちがいますよ！　もういい加減にその話題から離はなれてください！　こっちも余裕ないんですから！」

　泣き声混じりに訴え工兵は事情を説明した。

　ひょんなことから室見が飲み会に参加してしまったこと。その席で酒を口にしてしまったこと。人じん事じ不ふ省せいに陥おちいり眠り込んでしまったことなどを話していく。

「……というわけで室見さん、猿さる楽がく町ちようとだけ話して眠り込んじゃって。そのあとどうしたらいいかさっぱりなんですよ。カモメさん、室むろ見みさんの家知りませんか？　とりあえず送り届けたいんですけど」

　カモメは『はぁあ……』と嘆息した。

『全然連絡つかないと思ったら、そういうことかぁ。立りつ華かちゃん普ふ段だんならすぐメール返してくるのに。今日きようは三時間近くノーレスだからおかしいと思ったんだ。まさか酔よい潰つぶれてたとはねぇ。……工こう兵へい君のせいで』

「ぼ、僕は酔い潰してませんよ。店員さんが勝手にオーダー間違えただけです。室見さんだっておかしいと思ったらすぐ飲むのやめればよかったのに、黙だまってどんどん飲んじゃうから」

『ウーロン茶ちやロックとか普通言わないよね』

「………」

　ああ分かりました！　分かりましたよ、僕が悪かった、悪かったです！　畜ちく生しよう！

『……にしても、……立華ちゃんの家かぁ』

　カモメの口く調ちようが迷いを帯びる。彼女はためらいがちに、ううんと唸うなった。

『いいのかな……勝手に案内しちゃって』

「？　なんかまずいんですか」

『まずいっていうか……ううん』

　珍しく歯切れの悪い様よう子すだった。気詰まりな沈ちん黙もくの末に彼女は訊たずねた。

『……立華ちゃん、体たい調ちようどう？　悪そう？』

「今は大丈夫そうですけど……飲み屋で結構戻してたんで、早く横にならせてあげたいと思ってるんですけど」

　工兵の答えが駄だ目め押おしになったのか、カモメは嘆息した。

『了解、じゃあ住所教えるから。部へ屋やに入って待っててもらえるかな。鍵かぎは……立華ちゃんの鞄かばんの内ポケットにあるはず。二つならんだポケットの小さい方、分かる？』

「はい」とうなずき鞄を探る。指先に冷たい金属の感触、これか。

「ありました」

『うん、それ使って家に入ってもらって。適当に布団ふとん敷しいて立華ちゃんを寝かせてあげて。私もすぐ行くから』

「……え？　カモメさん来るんですか？　今から？」

『じゃないと工兵君戸と締じまりできないでしょ？　私は合い鍵持ってるけど』

　続けて彼女は住所を告つげた。マンションらしき建物名と部屋番号、それに大まかな道順を伝えてくれる。工兵は自分の携帯を取り出し聞いた内容をメモした。

「×××コート……１００２号ですね。……はい、分かりました」

　じゃあまた後ほど。

　短く言って通話を切ろうとした時だった。「あ」とカモメが制止の声を上げた。

「工こう兵へい君、あのね……立りつ華かちゃんの部へ屋やなんだけど」

「はい？」

「ちょっと変かもしれないけど……驚おどろかないでね、ちゃんと理由があることだから」

　………？

　変？

　どういうことだろう。疑問に思うがカモメは「じゃああとで」と会話を打ち切った。終話音が耳元で響ひびく。工兵は首を傾かしげながら室むろ見みの携帯を畳たたんだ。




　室見の家は靖やす国くに通どおりから北に百メートル程入ったところ、明めい治じ大だい学がくを仰あおぐ高台の麓ふもとにあった。周囲は下町っぽい風ふ情ぜいで古びた倉庫や戸建て住宅が混在している。学生向けアパートとオフィスビルに挟はさみ込まれて目的の建物──煉れん瓦が色いろのマンションが屹きつ立りつしていた。見たところ十一、二階だてか。築ちく浅あさでベランダも広め、かなりグレードの高そうな物件に見える。

（ここ……か？）

　工兵は目をしばたたいた。駅近の高級マンション。おそらく賃料も二十万近いだろう。室見の給料がいくらか分からないが、およそ普通のサラリーマンが住める部屋に思えなかった。だがエントランスプレートにはカモメに教えられた建物名が書かれている。ここで間違いなさそうだった。

　……ひょっとして室見さんってお嬢じよう様さまなのかな？

　良家の子女で親がマンションをぽーんっと買ってくれるような境遇とか。仕事の収入は趣しゆ味みにあて、失業しても問題なく暮らしていける。そう考えると彼女の世間知らずも納なつ得とくできる。箱はこ入いり娘の社会勉強──とか。

　してみるとカモメの言う「変」もあれだ。物もの凄すごく少女趣味な部へ屋やということかもしれない。天てん蓋がいつきのベッドがあったり、装飾バリバリのドレッサーがあったり、シャンデリアが天てん井じようからぶらさがっていたりとか。

（ううむ……）

　なんというか、まったく似合わない。普ふ段だんの彼女を知っていると違和感ありありだった。まぁだからこそみんな、彼女のプライベートを明かしたがらないのかもしれないが。言えばからかいのネタになることが分かっているから。面おも白しろがって噂うわさされると理解しているから。

　──失敬な話だ。

　工兵は鼻を鳴らした。

　自分がそんな品性下劣に見えるのか。誰だれだってプライベートと会社の顔は違う。強こわ面もて上司がマイホームパパになることもあれば、旧家の令嬢が仕事狂と化すこともあるだろう。オンオフの違いをことさらに取り上げ冷やかすような趣味は自分にない。室見の私生活がどうであれ、今までと変わらぬ付き合いを続けるつもりだった。

（まぁ……でも程度問題だけどね）

　本当にシャンデリアとかあったらやっぱり言うかもしれない。室むろ見みさぁん、自宅あんな綺き麗れいなんですから少しはラボルーム片づけてくださいよ。せめて足の踏み場くらい作ってくれません？　とか。

　くすりと笑い室見の肩を支え直す。オートロックの扉を抜けエントランスホールへ。丁度停止中だったエレベーターに乗り込み十階のボタンを押した。緩ゆるいＧが身体からだを押えつける。真新しいエレベーターはゆっくりと上昇し目的階に到着した。

　廊下に出た瞬しゆん間かん、心ここ地ちよい風が頰ほおに吹ふきつけてきた。周囲に遮さえぎる物がないせいだろう。空気がそよそよと動いている。

「ほら、室見さん、あと少しですから。しっかりしてください」

　片手を彼女の脇わきに差し入れ、両腕で抱え込むようにして運んでいく。誰だれかに目もく撃げきされたら速攻通報されそうだが（「睡すい眠みん薬やくで眠らせた女子中学生を自宅へ連れ込もうとする不ふ審しん者しやＡ」的な扱いで）この際気にしていられない。というかいくら軽くても意い識しきのない人間を運ぶのはやはり疲れる。とっとと布ふ団とんに寝かせて休みたかった。

（１００２、１００２……）

　部へ屋や番号を確かく認にんしながら工兵は廊下を進んでいった。手前から１００６、１００５、一つ飛んで１００３、で次が、……あった。

　ダークグレーの玄関扉が眼がん前ぜんにそびえ立っていた。鍵かぎはディンプルキーのツーロック。銀ぎん色いろの防犯スコープが冷ややかに工こう兵へいを見下ろしている。

（ついたぁ）

　安あん堵どしつつポケットの鍵かぎを取り出す。室見の身体からだを支えながら上のキーを開かい錠じよう、ついで下のキーも解除する。

　ごくりと唾つばを飲み込む。考えてみれば自分、女の子の部へ屋やに上がるのって初めてだ。しかも今回は事前にアポをとっているわけでない。掃そう除じも片づけもされていないであろう、生の女子の部屋だった。

　ラボルームみたいに服が脱ぎ散らかしてあったらどうしよう。入るなり、その……下着とか落ちてたら。

　どきどきしつつドアノブをつかむ。ええい、自分は疚やましいことをしているわけじゃない。介かい抱ほう、そう上司の介抱だ。

　ゆっくりと扉を開けた。闇やみの中に身体を滑り込ませ壁かべを探る。指先がスイッチを見つけ出し奥に押し込んだ。

　………。

　──一いつ瞬しゆん、部屋を間違えたのかと思った。

　白しらんだ明あかりに廊下と居きよ室しつが浮かび上がっている。下着は落ちていなかった。寝ね間ま着きや洗せん濯たく物ものの類たぐいも散乱していない。綺き麗れいに、すっきりと片づいた廊下だった。

　片づいた……？

　違う。

　そこには何もなかった。

　シャンデリアもドレッサーも天てん蓋がいつきのベッドも。食器も本ほん棚だなも椅い子すも。電子レンジに電話、まな板に鍋なべ、フライパン、観かん葉よう植物、クッション、パソコンデスク、オーディオセット、ラグ、炊すい飯はんジャー、ランドリーも。ない、ない、ない。何もない。

　異様な光景だった。

　まるで空あき家やを見ているような、転出する間ま際ぎわの家を眺めたような、そんな情景だった。

　工こう兵へいは息を詰め部へ屋やに上がった。

　………。

　よく見れば最低限の家具はある。エアコンに洗せん濯たく機き、洗面台に置かれたコップと歯ブラシ。そして居室のローテーブル。
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　だが──それだけだ。

　まともな家なら当然存在するであろうパーツが、ここには存在していない。あるべきものが欠かけている。

　………。

　……この家は……変だ。

　違和感は廊下を進むにつれ、いよいよ強くなってきた。キッチンシンクが新品同様の輝かがやきを放っている。ガスコンロは一度も使われていないのか焦こげ目一つない。料理をしていれば当然出るだろう生ゴミの類たぐいも見あたらなかった。……ひょっとして引っ越してきたばかりなのか？　だが、であれば荷ほどき前の段ボールなどが転がっているはずだ。見渡すまでもなく床ゆかには何も置かれていなかった。

　居きよ室しつにたどりつき周囲を見渡す。カーテンは開け放たれ黒々とした夜空が覗のぞいていた。

　入り口右手に大きな折り戸が見える。収納スペースだろうか。工こう兵へいは室むろ見みを寝かせると扉を開けてみた。奥行きのあるスペースに布ふ団とんとタオルケット、枕まくらが転がっている。ウォークインクローゼットというやつか。左右の棚たなに申もうし訳わけ程度の日用品・雑貨が並べられている。

　よかった……寝具はあるのか。

　工兵は布団を取り出し居室に敷しいた。室見を持ち上げそろそろとシーツの上に乗せる。剝むき出しの肌を覆おおうようにタオルケットをかけてやった。

　室見は小さく寝返りを打った。細い四し肢しを引き寄せ身を縮ちぢこまらせる。

（とりあえず……これでよしと）

　あとはカモメを待つだけだ。戸と締じまりして、荷物を片づけて、あとは……。

　視し線せんを廻めぐらし窓に目を止める。

　そうだ、カーテンくらい閉めておこう。今のままだと外から丸見えだ。……いやまぁ、十階だし誰だれかに覗かれる心配もないだろうが。

　立ち上がり窓辺に歩みよる。物音を立てないようカーテンを閉めようとして──




　今度こそ彼は愕がく然ぜんとした。




　カーテンは開け放たれていたのでない。そもそも存在していなかった。左右の房ふさかけにも紐ひも一つかかっていない。外界と室内を隔てているのは本当にただ一枚、無色透明のガラス戸だけだった。

　……なんだ、これ。

　怖おぞ気けにも似た感覚が湧わき上がってくる。

　息苦しい。目に入る何もかもが薄うす気き味み悪かった。胸元を押え後じさる。気づけば二の腕に鳥とり肌はだがたっていた。怖い、怖い、怖い。何がなんだか分からないが無む性しように恐ろしかった。

　気持ち……悪い。

　………。

　なぜそんな感情を抱くのか。しばらく考えた後、理由に気づく。

　この部へ屋やは人間の本能に逆行しているのだ。

　通常、人一人ひとり暮らしていればどんなところであれ物が増えてくる。入院中のベッドでもホームレスの段ボールでも、はたまた避ひ難なん所じよの茣ご蓙ざの上でも。快適な生活を送るために少しずつ環かん境きようが整ととのえられていく。メモを取るために筆記用具を買い、手元を照らすために懐かい中ちゆう電灯を入手し、涼りようを取るため団扇うちわや扇せん子すを購こう入にゆうする。ことさらに言うまでもない、人間として当然の営みだ。

　家だって同じだろう。いくら物欲がなかろうと普通なら必要に応じ家具を買い揃そろえていくはずだ。コンビニ弁当を温めるためにオーブンレンジ、日付を知るために時と計けいやカレンダー、朝あさ陽ひを遮さえぎるためにブラインド、カーテン──

　だがこの家の住人はそれらを一切拒否している。人間らしい生活の実現を断固として拒絶していた。

『何もない』のは『何もしていない』からではない。放っておけば整っていくであろう生活環境を意図的にもとのまま押おし止とどめているのだ。その拘こだわりが、拒絶を生み出す背景が工こう兵へいには恐ろしかった。一体彼女の何がこんな光景を生み出すのか。考えるのもおぞましかった。

　数歩後じさり息を吐はく。工兵は室むろ見みの枕まくら元もとにしゃがみ込んだ。膝ひざを抱え、組んだ腕に顎あごを埋める。

　………。

　どのくらいそうしていただろう。

　息苦しい沈ちん黙もくをチャイムの音が破った。工兵は弾はじかれたように立ち上がりドアフォンに駆かけ寄った。

「はい」

『工兵君？　あたしだけど、入って大丈夫？』

　カモメの声だった。全身の緊きん張ちようがどっと抜ける。工兵は勢い込んで答えた。

「はい。はい、大丈夫です」

　言うなり廊下の奥で鍵かぎの開く音がした。エントランスロビーではなく玄関のインターフォンを鳴らしていたのだろう。扉が開き細身のシルエットが入ってくる。

　スキニージーンズに革ジャケット、バイクに乗ってきたのか脇わきにフルフェイスのヘルメットを抱えている。長く艶つややかな黒髪が後ろで一つ結びにされていた。

　カモメは居きよ室しつに入ってくるなり固かたい面おも持もちで訊たずねた。

「ごめんね遅くなって。立りつ華かちゃんは？　どんな感じ？」

「ずっと眠ってます。服はそのままなんで、カモメさん、あとで着替えさせてもらえると」

　カモメはこくりとうなずき室見の枕元に膝を突いた。顔色を確かく認にん、脈を取り口元に耳を寄せる。

　ややあってカモメは顔を上げた。

「……大丈夫そうね。様よう子す次第では病院に連れていこうと思ってたけど、これなら問題ないか。ありがとう工こう兵へい君くん、面めん倒どうかけたわね」

「いえ……」

　工兵はゆるゆると首を振った。正直室むろ見みの容よう態だいより周囲の異様さが気になっていた。清せい潔けつで、空くう虚きよで、生活の匂においを悉ことごとく排除した空間──

　工兵の異変に気づいたのかカモメは眉まゆを押し下げた。

「変わった部へ屋やでしょ」

「………」

「無理しないでいいのよ？　あたしも最初に来た時はびっくりしたから。工兵君がどんな感想を持ったかよく分かってるつもり。──でも」

　一息つきカモメは口く調ちようをあらためた。

「もし、この部屋を見たことで工兵君が立りつ華かちゃんを悪く思ったのなら、それは違うから。立華ちゃんは何も恥はずかしいことをしてないし、まっすぐに生きていっている。おかしなことがあるとすればそれは立華ちゃんのせいじゃない。周りの環かん境きようのせい」

「環……境？」

　首を傾かしげる工兵の前でカモメは室見の頭をなでた。

「ごめんね、これ以上あたしの口からは言えない。本人の問題だから、機き会かいがあればこの子が自分で言うと思う」

　会話が途と絶だえた。

　カモメは無言のまま、それ以上の詮せん索さくを拒否していた。整ととのった顔から表情が失うせている。切れ長の目が静かに室見を見下ろしていた。

「………」

　工兵は溜ため息いきとともに荷物を引き寄せた。

「分かりました。今日きようのことは忘れます。室見さんにも僕が部屋を訪問したことは言わないでください。神じん保ぼう町ちようでカモメさんに迎えにきてもらって、そこで室見さんを引き渡したことにしましょう」

「工兵君……」

「無断で自宅に入ったと知られたら、どんな目にあわされるか分かりませんしね」

　肩をすぼめ床ゆかから立ち上がる。

　カモメは虚きよを突かれたように押おし黙だまっていたが、ややあって口元を緩ゆるめた。

「工兵君は……優やさしいね」

　つぶやくように言われる。

「じゃあ、あとよろしくお願ねがいします」

　軽く会え釈しやくし工兵は踵きびすを返した。

　玄関を出て頭上を見上げる。漆しつ黒こくの夜空に星は一つたりとも見あたらなかった。
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『工こう兵へい君くんは……優やさしいね』




　そうカモメに言われた。

　優しくなんかないと思う。本当に自分が聖せい人じん君くん子しならあそこで「今日きようのことは忘れます」などと言わなかっただろう。見た物を全すべて受け入れた上で「口外しない」「秘密にしておく」と答えたはずだ。

　つまるところ自分は逃げたのだ。現実から目を逸そらし都つ合ごうの悪い記き憶おくを封印した。自分にとって室むろ見みさんは我わが儘ままだが格かつ好こうよい先せん輩ぱい、強引に引っ張っていってくれる頼もしいトレーナー。都合のいいイメージを守るため相あい容いれぬ情報を切り捨てた。

　ある意味、究極のエゴイストだ。自身の世界を保つためなら事実さえもねじ曲げる。現実の室見立りつ華かを見ず理想像だけを追い求める。偶像崇すう拝はい、盲信、神格化。寒気がするほど身勝手な思考だった。

　もっと腹立たしいのは自分がそれを善意のように見せかけたことだ。ああ認めよう。カモメの『優しいね』という台詞せりふを自分は期待していた。逃げるのではなく善意で身を退ひいたように振ふる舞まった。なんという偽ぎ善ぜん、なんというお為ためごかしだろう。まったくもって嫌いやになる。今すぐこの世から自分という存在を消し去ってしまいたかった。

（……まぁ、だからって出社しないわけにもいかないんだけどね）

　工兵は溜ため息いきをつきつつ御お茶ちやノの水みずの改札を抜けた。

　午前九時、ＪＲの駅舎はいつにも増して混雑している。乗降客の足音に発車メロディ、電車の走行音が一体となり駅構内を満たしていた。工兵は定期入れをポケットに戻すと目ま蓋ぶたを擦こすった。こみ上げるあくびを嚙かみ殺し口元を歪ゆがめる。

　……眠い。

　結局、昨日きのうはほとんど眠れなかった。室見の家から帰宅したのが午前一時、入浴し、さて寝るかと思っていたところに障害の電話がかかってきた。要領を得ない顧こ客きやくや不ふ正せい確かくなドキュメントに振り回され、ようやく問題を解決、布ふ団とんに入ったのが数時間前、正味一時間も寝れてない。本当に、悪い時は悪いことが重なる。

　どう──接すればいいんだろう。

　工兵は広い空を見上げた。

　あんな光景を見て、あんな歪いびつな側面を見せられて。自分は何事もなかったように室見と話せるのだろうか、今まで通り接することができるのか。

　こんなことなら余計な口裏あわせなどするんじゃなかった。正直に「室見の家を訪れた」とカモメに言ってもらえばよかった。そうすればぎこちないなりに自分と室見は新たな距きよ離り感かんを探さぐれただろう。彼女の暗部を踏まえた上で適切な関係を再さい構こう築ちくできたかもしれない。だがもう手遅れだ。今の状態ではいかなる手も打ちようがない。ただ言葉を、表情を繕つくろい昨日までと同じ風を装よそおうしかなかった。

　………。

　ああ、気きが重おもい。

　憂ゆう鬱うつな時に限って早はや々ばやと会社に到着してしまう。工こう兵へいは肩を落としオフィスに入った。

　さぁ気持ちを切替えなければ。呼吸を整ととのえ、何ごともなかったような顔をして。

「おはようございま」

「桜さくら坂ざか！　あんた私の家、勝手に入ったんだって!?」

　ええええええええ！

　室むろ見みが肩を怒らせ詰め寄ってくる。彼女はぎりぎりと歯を食いしばった。鳶とび色いろの瞳ひとみが怒りに燃もえている。

「カモメから聞いたわよ。あんた私の飲み物を酒にすり替えた挙あげ句、鞄かばんの鍵かぎを漁あさって自宅に侵入、意い識しきのない私をさんざん弄もてあそんでからツナ缶奪うばって逃走したって」

「一つたりとも真実がねぇ！」

　両目を剝むいてオフィスを見渡す。パーティション向こうからカモメが身を乗り出していた。彼女は悪びれた様よう子すもなく。

「てへっ」と言った。

　てへっ、じゃねぇよ！　さっきまでの自分の苦悩をなんだと思ってるんだ。あっさりバラしてんじゃねーよ！　ていうかデマ混ぜ込むな！

「む、室見さん。ちょっと……ちょっと待ってください。すぐ戻りますから」

　一礼し脇わきをすり抜ける。カモメの席に駆かけ寄ると押し殺した声で詰きつ問もんした。

「カモメさん、何考えてるんですか!?　言わないでくださいってお願ねがいしたじゃないですか！」

「たはは」

「たははじゃないです！」

　激げつ昂こうする工兵にカモメは「うーん」と小首を傾かしげた。

「だってねぇ、なんで私が立りつ華かちゃん家ちにいるんだとかさ、説明してたら色々ややこしくなってきちゃって。別に悪いことしてるわけでもないんだから素直に話した方がすっきりするかなーって。今後ずっと噓うそを吐つき続けるのも面めん倒どうだし」

「面倒……って」

「それにさ」とカモメは続けた。声のトーンを落としやや真ま面じ目めな表情になる。

「よくよく考えてみると……ね。やっぱりなんかフェアじゃないっていうか、下へ手たに黙だまってると工兵君もやりづらくなるんじゃない？　立華ちゃんとの関係」

「………」

　それはまぁ確たしかに、自分も思っていたことではあるけれど。

「だからってデマを流してよいことにはなりませんよね？」

「てっへへー」

「がああぁあ！　だから可愛かわいく誤ご魔ま化かせばいいってわけじゃないです！　どうすんですか僕の評判。室むろ見みさんの認にん識しきだと自分完全に犯罪者ですよ!?　警けい察さつに駆かけ込まれたら一発で捕まります！　いやですよ僕、セクハラ容疑とかで新聞に載のるの！　お願ねがいですから一刻も早く説明を」

「さぁくらぁざかぁあ」

　地の底から響ひびくような声が聞こえた。

　恐る恐る振り返る。すぐ後ろに般はん若にやのような形ぎよう相そうの少女が立っていた。唇が捲まくれ上がり鋭えい利りな犬歯が露あらわになっている。彼女はむんずと工こう兵へいの首根っこをつかんだ。

「何、華か麗れいに人の話スルーしてんのよ。私の用件はまだ終わってないんだけど？　ていうか上司の質問をガン無視とか、随ずい分ぶん偉くなったもんね。死にたいの？」

　ひぃぃっ！

　大粒の目が据すわっている。完全に戦せん闘とうモードだった。片手にはいつも通り抜き身のドライバーが握られている。少しでも抵抗する素そ振ぶりを見せれば即突き立ててくるだろう。身動きできない彼を室見はぐいと引っ張った。

「とにかく、ここじゃ物が壊こわれるからラボに行きましょう。じっくり色々話を聞かせてもらいたいし」

「!?　も、物が壊れるって何するつもりなんですか。ちょっ、カモメさん！　たす、助けて！」

「いってらっしゃーい」

　薄はく情じよう者ものぉぉぉ！

　内心で血の涙を流しながら工兵は廊下を引きずられていった。マシンルームの横を抜けラボルームに、散らかり放題の床ゆかに投げ出される。

「座って」

　室見は短く言って部へ屋やの奥に赴おもむいた。白板脇わきの椅い子すに腰かけ顎あごをしゃくる。とても異い議ぎを差し挟はさめそうな雰囲気でない。工兵は渋しぶ々しぶ手近の椅子に腰かけた。

　………。

　十秒、二十秒、三十秒。室見は無言のままだった。頰ほお杖づえを突き工兵から視し線せんを逸そらしている。非常に、非常に居い心地ごこちが悪い。更に十秒ほど待ってから工兵は「あの」と声を上げた。

「す、すみませんでした。勝手に家に上がり込んで。女の人の部屋に無断で立ち入るなんて本当とんでもないことだと思います。ごめんなさい。本当に申もうし訳わけありませんでした」

　必死で頭を下げる。

「で、でもカモメさんの言うようなことはしてないですよ？　飲み物をすり替えたり寝ている室むろ見みさんに悪戯いたずらしたり、あと無断で物を持ち出したりとか。そういうことは絶対してないです。神に誓って、だから」

「分かってるわよ、そんなこと」

　……え？

　室見は苛いら立だたしげに鼻を鳴らした。

「あんたにそんな度胸ないことくらい私が一番よく知ってるわ。だいいち本当に今言ったようなことしてたら、あんたカモメに殺されてるわよ？　昨さく晩ばんのうちに肉片一つ残さず消滅させられて」

「………」

　た、タクシーの中で太ふと股もも触ったことは言わないようにしないとな。感触ともども記き憶おくから抹まつ消しようしなければ。消去！　削除！

　……あれ？　でもそうすると室見さん何に怒ってるんだ。セクハラ……に対してじゃなくツナカンのことも気にしてないとしたら。

　首を傾かしげていると室見に睨にらみつけられた。

「あんた、カモメに噓うそつくよう頼んだでしょ」

　うぐっ！

　ちょっとカモメさん口軽すぎ！

　だが室見はかぶりを振った。

「勘違いしないで。カモメはあんたに言われた通り説明しようとしたわよ。神じん保ぼう町ちようで落ち合って私を引き受けたってね。でも、だとするとおかしなことになる。私の鞄かばんから鍵かぎが取り出されて枕まくら元もとに置かれてたんだけど、カモメが送ってくれたのならそんなことありえない。だってカモメはうちの合い鍵を持ってるんだから」

「………！」

　しまった！

　痛恨のミスだった。確たしかに、カモメの合い鍵で扉を開けたのなら室見の鍵が転がっているはずない。自宅と同じ感覚でいたから鞄に鍵を戻そうと考えなかった。カモメを疑うまでもない。バレバレだ。むしろ口裏合わせに付き合わされた彼女が気の毒だった。

　凍こおりつく工こう兵へいに室見は目を細めた。

「私が怒ってるように見えるとしたらね、それはあんたが噓をついたから。あんたは酔よい潰つぶれた私を介かい抱ほうして家まで送ってくれた。もともとこっちが勝手に勘違いして橋はし本もとさんとの飲み会に押しかけたのによ？　謝しや罪ざいを求められるならともかくなかったことにされる理由がないわ。なんなの一体？　どうしてそんなわけの分からない気の使われ方されなきゃいけないわけ？」

「………」

「ひょっとしてあんた、私に同情してるの？」

　ずばりと核心を突かれた。工こう兵へいは息を吞のんだ。

「そんなことは──」

「いいわよはっきり言って。家具も生活用品もない妙な家、そんなところに住んでるのはきっと何か事情があるんだろう。触れちゃやばそうだから見なかったことにしよう。可か哀わい想そうな室むろ見み先せん輩ぱい、多た分ぶん人には言えない悩みがあるんだろうな──」

「………」

「馬鹿にしないで」

　断ちきるように言われた。室見は強い視し線せんで工兵を見み据すえた。

「私は私の意思で家をああしてるの。誰だれに同情される筋合いもない。徹てつ頭とう徹てつ尾び、私の選せん択たくした結果があれ。変な部へ屋やだって笑ってもいい、からかってもいい。でも同情は御免。少なくともあんたにはこんなことで気をつかわれたくない。妙な一線を引かれたくない」

「室見……さん」

「さぁ聞かせてちょうだい。今の話を受けた上であんた、私に何か言うことある？　言わせたいことは？」

　………。

　工兵はしばし押おし黙だまった後、ややためらいがちに視線をもたげた。

「僕がお客さんとの飲み会って言ったら、それは本当なんで疑わないでください。あと飲み物に口をつけておかしいと思ったらそれ以上飲まないこと。それからいくら家具がないっていってもカーテンなしはやりすぎです。着替える時外から丸見えじゃないですか。安物でいいから買ってください」

「よろしい」

　室見は尊大にうなずいてみせた。ややあって咳せき払ばらいを一回、膝ひざの上に両手を揃そろえ深々と頭を下げる。

「迷めい惑わくかけてごめんなさい。送ってくれてありがとう」

「………」

　予想外の台詞せりふに虚きよを突かれる。

　つられるように頭を下げた。室見は顔を上げ照れくさそうに視線を逸そらした。

「ところで……あんた私のパジャマ頭に被かぶってコサックダンスしてたって聞いたんだけど本当？」

　カモメさぁあああん！

「するわけないでしょ！　なんですかその挙動不ふ審しん者しや!?　てかまたカモメさんですか？　あ、あ、あの人は本当にもう！　もう！」

　地じ団だん駄だ踏んで憤いきどおるうち徐々に頭が冷えてくる。いつしか胸中のわだかまりは完全に拭ぬぐい去られていた。確たしかに室見の言う通りだ。本人が気にしていないものを第三者がタブー扱いする理由などどこにもない。あやうく妙な垣根を作ってしまうところだった。カモメの言動にはいまいち納なつ得とくいかないものもあるが、結果としてよい方向に作用したようだった。

「まぁ……業務外の話はこのあたりにして」

　室むろ見みの口く調ちようが切り替わる。彼女は表情を引ひき締しめた。

「例の件……どうしたものかしらね。昨日きのうの晩は結局うやむやになっちゃったけど」

「例の件？」

「ベターメディアのＰＭ」

　ああと工こう兵へいは言った。

「あの話ならまぁなんとかなると思いますよ。だいたい方向性は見えてきましたし」

「は？」

　室見の目が見開かれる。工兵は一拍おき、昨さく晩ばん橋はし本もとから聞いた内容を説明していった。最低限必要な資料はプロジェクト計画書にＷＢＳ、スケジュール、課か題だい管理表の四種類だけ。おおまかなＷＢＳをこちらで準備し詳細は各ベンダーに作らせる。進しん捗ちよく確かく認にんは週一回、スケジュールと課題管理表ベースで実施。ＰＭもベンダーもなるべく手間がかからないよう、作業に集中できるようプロジェクトを運営していく。

「ＷＢＳの第一階層はプロジェクト全体、第二階層はサーバ、ファシリティ、ＷＡＮ、ＬＡＮ、インターネット接続、電話のくくりで定義します。暫ざん定ていスケジュールは第二階層までをベースに作成。リリース日まであと二ヶ月ですから──まずは単純に残り時間を全作業均等割り振りしてみます。各ベンダーから短たん縮しゆく・延長の要望が出れば適てき宜ぎ調ちよう整せいしていく感じで」

　言いながら手近のメモにイメージを書きつけていく。

　全作業の先頭に来るのはファシリティだ。サーバーもネットワークも入れる箱はこがなければどうしようもない。ラックや空調設備、電源などを最初に準備させる。ついでネットワーク、最後にサーバ。電話は……ネットワークと同時にできるのかな？　ここは並行して線せんを引いておくか。

「……と、こんな感じでどうでしょう？」

　鼻息も荒くメモを示す。室見は放心気味に口をあけていたが、ややあってゆっくりとかぶりを振った。

「あんた……たまにとんでもないわよね。規格外もいいところだわ」

「え？　なんかまずかったですか」

「まずいとかそういう話じゃないわよ。本当うちの人事、寝ね癖ぐせ頭あたまの時といい人を見る目だけはあるんだから」

　………？

　忌いま々いましげに舌打ちされる。んんん、なんか怒らせるようなことしたかな。首を傾かしげていると室見は工兵の手からメモを奪い取った。上から下まで舐なめるように眺めた後、口元を歪ゆがめる。

「ＷＢＳの詳細。ベンダーに好き勝手作らせると粒度がぶれかねないから、一いつ旦たんこっちで記入例を作ったら？　ＷＡＮ部分はうちらのスコープでしょ。作業項目洗い出して先に埋めておくとか。そうしたらアウトプットのイメージもつかみやすいでしょ」

　ああ、なるほど確たしかに。

「あと第二階層にプロジェクト管理って項目足しておいた方がいいんじゃない？　スコープ定義や体制確かく定ていに時間かかるだろうし、その分のスケジュールバッファは見ておいた方がいいでしょ」

　おおおお。

　やっぱり実戦経けい験けんの多い人は違う。専門外の分野であっても的確に抜け・漏もれを見つけ出しアドバイスをくれる。

　いやはや頼りになるなぁ。

「な、何よ目をキラキラさせて、薄うす気き味み悪いわね」

「尊敬の眼まな差ざしですよ。今僕の中では室むろ見みさんに対する敬けい慕ぼの念が溢あふれんばかりに湧わき上がっているんです」

「……ごめん、ぶっちゃけキモい」

　なんですとぉおお！

「失敬な！　本当にキモい人はこんなものじゃありませんよ!?　もっとこう口元がにやけて、目が見開かれて、息とか荒くなってですね。……はぁはぁ、そこのお嬢じようさん、何色の靴下はいてるの？　はぁはぁはぁ」

　パシャリ。

「あの……何撮さつ影えいしてるんですか」

「保存して……、送信……と」

「ちょっと!?　室見さん、どこに!?　どこに送ってるんですか！」

　───。

　馬ば鹿か騒さわぎしつつドキュメントの準備を進めていく。ネットで管理資料のテンプレートを検索、いくつか使用感を確認した後、最も更新しやすそうなものを採用した。スケジュールはＥＸＣＥＬのガントチャート、プロジェクト計画書はＷＯＲＤベースの資料を選えらび編へん集しゆうしていく。

　正直二日酔いで眠気もひどかったが工こう兵へいは休むことなく作業を進めていった。今度こそゴールが見えそうだと思ったこともある。管理方法が定まり作業分担さえ決まれば、あとは各社粛しゆく々しゆくとタスクをこなしてくれるだろう。というかそろそろベターメディアから解放されないと本気で他案件に支障が出かねない。

　なんとかなる……よな。

　工兵は書きかけのドキュメントを眺める。

　橋はし本もとさんのアドバイスと室むろ見みのサジェスチョン、尊敬すべき二人ふたりの先せん輩ぱいから薫くん陶とうを受け作り上げた資料。自信を持って顧こ客きやくに提示できるはず──なのだが。

『御おん社しやのプロジェクト管理手法はいつもそんな感じなんですか？』

　脳のう裏りにショートカットの女性の姿が過よぎる。扶ふ桑そう通つう建けんのエンジニア、薬やく院いん加か奈な子こ。正直彼女には何を出しても非ひ難なんされそうな気がする。完全に苦にが手て意い識しきを植えつけられていた。

「どうしたの桜さくら坂ざか？」

　室むろ見みがＰＣから顔を上げる。小首を傾かしげ怪け訝げんそうな表情になっていた。

「いやぁ」と工こう兵へいは嘆息した。ここまで来て弱音を吐はくのも格かつ好こう悪いが胸中の不安はいかんともしがたい。迷った末、内心の不安を吐と露ろする。

「また今回も駄だ目め出だしされるのかなぁと思って。今まで二回打ち合わせして二回とも話し合いにならなかったじゃないですか？　次駄目だとさすがに凹へこむなぁって」

「はぁ？　あんたねぇ、やる前からそんな弱気でどうするのよ」

　室見は工兵のメモを乱らん暴ぼうに叩たたいてみせた。

「自覚がないようだから言ってあげるけど、あんた本当大したもんよ。プロジェクト管理なんてまったく素人しろうとだったのに、たった一週間でここまでキャッチアップしたんだもの。もっと自信を持ちなさい。大丈夫、これだけの資料見せられたらどんなベンダーだってあんたに一いち目もく置くはずよ」

「です……かね」

「そうよ。だいたいどこの会社だってとっとと仕事を前に進めたいと思ってるんだから。いつまでも無む闇やみにサボタージュなんてしないわよ。言い分を聞いてあげればちゃんとついてきてくれるはず」

　確たしかに……。

　工兵は得とく心しんする。

　子供じゃあるまいし、大の大人おとなが理由もなく駄だ々だをこね続けたりはしないだろう。嫌いやな仕事ならなおさら早く片づけたいと思うはず。自分達も含めて、……うん。

「ありがとうございます。ちょっと……自信が出てきました」

「ちょっとじゃない。もっと完かん璧ぺきに、傲ごう慢まんなくらい自信をもちなさい、それだけのことはあんたやってるんだから」

「はい」

　深々とうなずき作業に戻る。心なし気持ちが軽くなっていた。やはり仲間──同どう僚りようは重要だ。不安をわかち合い自信を生み出せる。

（大丈夫……今度は問題ない。薬院さんも今回の資料は受け入れてくれるはず──）

　呪じゆ文もんのようにつぶやき工兵はドキュメントの編へん集しゆうを再開した。

　そう……ここまでやればきっと──
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「話になりません。こんなスケジュールでまともに動けるわけないじゃないですか」

　固い声が会かい議ぎ室しつの空気を切り裂く。

　八月五日水すい曜よう日び。六ろつ本ぽん木ぎベターメディア本社。第三回目となるベンダー打ち合わせはのっけから荒れ模様だった。

　資料を配布するなり薬やく院いんの表情が強こわばった。担当者同士でぼそぼそと話し合い渋じゆう面めんを作っている。「あくまで叩たたきですから」という工こう兵へいの言葉にも耳を貸さない。それでもスコープ案を説明している間は辛かろうじて沈ちん黙もくしてくれていたが、スケジュールについてコメントを求めた瞬しゆん間かん、彼らは爆ばく発はつした。

　すっくと立ち上がり唇を引き結ぶ。三さん白ぱく眼がんを吊つり上げ配付資料を叩いた。

「教えてください。一体どういう根拠で御おん社しやは我われ々われの作さ業ぎようを二週間と見み積つもったんですか？　ファシリティとひとくくりにされていますけど電源から配はい線せん、ラック立架、アクセススイッチまで膨ぼう大だいな作業があるんです。ビル管との調ちよう整せいも必要ですし、こんなスケジュールをぽんと渡されても動けませんよ」

「ですから」

　工兵は辛しん抱ぼう強づよく説明した。

「移転日が決まっている以上、まずはそれに収まるようカレンダーを均等割りするしかなかったんです。時間が足りないというなら他社さんと相そう談だんの上、調整はします。どのくらいの期間が必要なんですか？」

「最低でも三週間」

「それは……」

　工兵は絶句した。

　三週間ってこちらの見み積つもりの五割り増しってことか？　残り二ヶ月のうち三分の一をファシリティに消費。そんなことをされたら他ほかのスケジュールが回らなくなる。正気かと思ったが薬院は固い表情を崩くずさなかった。

「配線作業に一週間、マシンルーム工事に一週間、島ハブ構こう築ちくとパッチケーブル接続に一週間。計三週間。一日たりともまかりません。もしこの期間が与えられなのいなら、我々は作業の終了を担保できません」

「担保できないって……」

　頭を抱えたくなる。どうしてこう強硬なんだ。他のベンダーはそれなりに納なつ得とくしてくれている風ふうなのに。

　工兵は助けを求めるようにＬＡＮベンダー──イグゼク・ソリューションズを見た。

「イグゼク・ソルさん、ネットワークのサーベイ・設置・検証に今一週間とっていますけど、これ少し削減できますか？　二日でも三日でもいいんですけど」

「削減？」

　眼鏡めがねのエンジニアが目をしばたたく。彼は慌あわてたようにかぶりを振った。

「や、無理ですよ。今だって結構ギリギリのスケジュールなのに」

「じゃあ……サーバ、ＩＳＰ部分は」

　工こう兵へいは視し線せんを下しも座ざに走らせた。だが各担当者は難むずかしい表情で黙だまり込んでいる。無理に頼み込んだところでよい返事はもらえそうになかった。

　工兵は深々と嘆息し薬やく院いんに向き直った。

「……ご覧らんの通り、他社さんもいっぱいいっぱいなんですよ。御おん社しやだけ一週間延ばすとか正直厳きびしいんです。この条件でなんとかなりませんか？」

「なりません。無理なものは無理です」

　薬院の答えはにべもなかった。あらかじめ定めたスタンスを一切譲ゆずるつもりはないらしい。頑がん迷めいに、固こ陋ろうに、ただひたすら自分達の立場だけを主張してくる。

　ずきん、とこめかみが痛んだ。

　頭痛がひどい。苛いら立だちと疲労、焦しよう燥そうがじわじわ脳のう裏りを満たしていく。工兵は奥歯をきつく食いしばった。畜ちく生しよう、どうしろっていうんだ一体。

　だが今怒ったら全すべてが台なしだ。一時のカタルシスと引き替えに会かい議ぎは分裂し二度と復活しないだろう。考えろ、冷静に、論ろん理り的てきに。

「……じゃあこれでどうですか？　ファシリティは三週間で結構です。かわりに御社の他業務範はん囲い──音声部分で日程を調ちよう整せいできませんか？　単純に短くするのでなくても、たとえば作業内容を並行させるとかで──」

「ありえません」

　ばっさりと切り捨てられた。薬院は蔑さげすむように鼻を鳴らした。

「本件についてファシリティ担当と音声のメンバーは重ちよう複ふくしています。どちらかをやりながらもう一方を進めるなんて無理ですよ。というかスケジュールの調整はＰＭの仕事じゃないんですか？　納期管理のまずさを我われ々われに押しつけられても困ります」

「納期管理の……まずさ？」

　工兵は虚うつろにつぶやいた。

　傍かたわらの室むろ見みがぎょっとした様よう子すでこちらを見る。我ながら驚おどろくくらい荒すさんだ声こわ音ねだった。心の奥おく底そこで何かが音を立て崩くずれ落ちていく。理性が後退し代わりにひどく投げやりな感情が湧わき起こってきた。

　ああ……ああ、もう限界だ。

　一息ついた後、彼はゆらりと身を乗り出した。

「じゃあ逆にうかがいますけど」

　両目をすぼめ押し殺した口く調ちようで訊たずねる。

「三週間なんてスケジュール、僕ら今日きよう初めて聞いたんですけど。そんなにかかると分かってたらどうして早めに警けい告こくを上げてくれなかったんですか？　一言言ってくれなかったんですか。先週にでもお伝えいただいてればもう少し打つ手もあったでしょうに」

　薬やく院いんが沈ちん黙もくする。このタイミングでの逆ぎやく襲しゆうを予期していなかったのか、虚きよを突かれた表情となっている。工こう兵へいは語気を強めた。

「最初のキックオフからどれだけ時間がたっていると思ってるんですか。二週間、二週間ですよ？　その間御おん社しやは何をやったんですか。ひたすらこちらのやり方にケチをつけてただけじゃないですか。僕、言いましたよね？　最初のミーティングで。各社暫ざん定ていでもいいからスケジュールを出してくださいって。それをはねつけたのは他ほかでもない、薬院さんでしょうが。忘れたんですか」
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「それは……」

「納期管理がまずい？　スケジュール調整はＰＭの仕事？　情報もないのにどうしろっていうんですか。今日だって御社の予定が上がってこないから、仕方なくこちらで仮かり線せん表ぴようを引いたんですよ。そしたら今度は計画が非現実的、乱らん暴ぼうだと言われる。一体どうしろっていうんですか？　薬院さんの心を読み取ってスケジュールにプロットしろとでも言うんですか。本当、ＰＭをなんだと思ってるんです。僕らは御おん社しやの奴ど隷れいじゃないんですよ。だいたいあなた方は──」

「桜さくら坂ざか！」

　室むろ見みの囁ささやき声ごえが耳元で響ひびく。工こう兵へいははっと我われに返った。気づけば会かい議ぎ室しつは水を打ったように静まりかえっている。薬やく院いんは血の気を失い真まっ青さおになっていた。握りしめた拳こぶしが小刻みに震ふるえている。彼女は薄うすい唇を横一文字に引き結び、立ちすくんでいた。

　急速に心の芯しんが冷えていく。後悔が津つ波なみのように押し寄せてきた。やってしまった。怒りにまかせ好き放題叫んでしまった。

　最悪だ。

　いくら正せい論ろんでも、こんな言い方をされて納なつ得とくする人間はいないだろう。面子メンツを潰つぶされた。衆しゆう人じん環かん視しの中、恥はじをかかされた。そう思うはずだ。

　案あんの定じよう薬院の顔から感情が消えていく。彼女は強こわばった面おも持もちで顎あごを引いた。

「……なんと言われようと、我々のスタンスは変わりません。作業期間は三週間、これ以上の短たん縮しゆくは不可能です。一応、弊へい社しやとしてお伝えすべきことは伝えましたので。あとは全体計画の中でなんとかしてください」

　投げ出すように言って着席する。

　気詰まりな沈ちん黙もくが室内に満ちた。ベンダー各社、キャリア担当、顧こ客きやく。誰だれもが居い心地ごこち悪げに視し線せんを逸そらしている。もはやミーティングの雰囲気は完全に失われていた。このあと自分が何を言ったところでまともな議ぎ論ろんはできないだろう。

　だが留とどまっている余裕はない。これでまた仕切り直しなどしたら今度こそスケジュールは破は綻たんする。工兵は深呼吸し資料を取り上げた。

「では……説明を続けます」

　合意も反論も、対話さえないまま議事を進行していく。打ち合わせというよりもはや説明会に近かった。ベンダーからの回答は全すべて「持ち帰ります」「検討します」の一言のみ。課か題だいリストの項目は何一つ進しん捗ちよくしていかない。それでもなんとか作ス業コ範ー囲プだけは確かく定ていしようと、今日きよう出したＷＢＳについて各社の確認を求めた。タスクの抜け・漏もれ、担当内容の誤りはありませんか？　異議・修正のある場合は今日中に連絡をくださいと。だが返ってきた答えはやはり「検討します」の一言のみ。話が動かない。流砂の中、延々と足踏みしている気分だった。

「……以上となります。何か質問はありますか？」

　全ての説明を終え工兵は室内を見回した。

　返事はない。

（ああ……）

　絶望的な気分で嘆息する。

　ああ……またなんの進展もなく一週間が終わってしまった。

　次回打ち合わせの日程を告つげミーティングを終わらせる。薬やく院いんはその間、一切目をあわせなかった。




　畜ちく生しよう、畜生、畜生。

　受付を出るなり室むろ見みに断りトイレに駆かけ込んだ。

　顔を洗い鏡かがみを覗のぞき込む。濡ぬれそぼった面おもては苛いら立だちに歪ゆがんでいた。歯は軋ぎしりしながら洗面台に爪つめを立てる。指先が鈍にぶい痛みを訴えるが気にならない。

　なぜだ、なぜ我が慢まんできなかった。怒れば負けということは分かっていたのに。議ぎ論ろんが止まってしまうと分かっていたのに。自分の役割はプロジェクトを完かん遂すいすることでメンバーを論破することじゃない。感情的な対応はコミュニケーションを萎い縮しゆくさせ、ひいてはチームそのものの崩ほう壊かいをもたらす。ＰＭのテキストをひもとくまでもない。対人関係の基本、原則だ。

　下唇を嚙かみしめうつむく。水滴が鼻の頭を伝い洗面ボールに落ちていった。自じ己こ嫌けん悪おと後悔で身が焼き尽くされそうだった。

　室見は自分を責めなかった。

　彼女は資料を片づけながら『あんたは悪くない』と言ってくれた。

『無む茶ちや苦く茶ちや言ってるのはあの女の方よ』『そもそもの納期が非現実的なんだから、あんたが全部責任感じる必要ないわ』──と。

　だが工こう兵へいには分かっている。悪いのは自分だ。言こと葉ば遣づかいはどうあれ薬院はプロジェクトの内容について議論していた。作業内容に納期、調ちよう整せい事項と並行作業の可否について話そうとしていた。だが自分は彼女の「姿勢」「態度」を問い質ただした。過去の行き違いを蒸むし返し責め立てた。どちらが前向きだったかは考えるまでもない。自分はビジネスの打ち合わせを感情的な誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの場に変えてしまったのだ。

　……情なさけない。

　なんて為体ていたらくだ。

　橋はし本もとさんや室見さん、錚そう々そうたるメンバーに支援されながらこの始末。己おのれの不ふ甲が斐いなさに涙が出そうだった。

　……どうしよう。

　納期は刻一刻と近づいてくる。だがプロジェクトは一向に進しん捗ちよくしない。いやむしろ悪化していた。前任者──ＡＫネットの別べ府ふをＰＭに頂いていた時はまがりなりにもベンダー各社、体制を固め始めていた。だが自分はスケジュール一つ、作業分担一つまともに決められていない。今のままいけば来週も再来週も同じことの繰くり返かえしだろう。そして最後には──

『万が一移転が完了せんかったら賃料もう一ヶ月分、何百万単位で請せい求きゆうがかかるらしいからな。絶対失敗せんように気合入れて臨のぞんでくれよ』

　社長の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　ぞくりと背筋に寒さむ気けが走った。仮に移転が間に合わなかったら追加の賃料は誰だれが負担するんだ？　ベターメディア？　ベンダー各社？　それともＰＭであるスルガシステム？

　自分の失態で会社が損失を出す。考えるだに恐ろしい事態だった。提案を失敗するのとわけが違う、完全な損害、マイナスだった。

　………。

　考えれば考えるほど思考がこんがらかっていく。工こう兵へいは深呼吸を一回、不安を払いのけるように首を振った。

　落ち着け、落ち着け、落ち着け。

　まだ手遅れになったわけじゃない。そう……次回の打ち合わせこそきちんとやれば。ベンダー各社の発言に耳を傾ければ──

　呪じゆ文もんのようにつぶやいていると不意に胸ポケットの携帯が震ふるえた。

　………？

　室むろ見みさんか？　大分待たせたから心配して掛けてきたのか。慌あわてて取り出すが液晶には見知らぬ番号が表示されている。首を傾かしげ通話ボタンを押した。

「はい、桜さくら坂ざかです」

『私だ。六ろつ本ぽん松まつだ』

　………!?

　息を吞のむほどに驚おどろいた。

　社長？　なんで？

『今どこにいる？　まだベターメディアさんの近くか』

「いえ……」

　なんだ、えらく余裕のない声だ。いつものあけすけさとは全然違う。怪け訝げんに思いつつ工兵は答えた。

「本社ビルの中です。ちょっと──トイレをお借りしてたので」

『なら丁度いい。すぐ一階の応接室に来たまえ。以前ご挨あい拶さつでうかがった部へ屋やだ。分かるな？』

「分かりますけど、……どうしたんですか。室見さんは？　一いつ緒しよに連れていけばいいんですか？」

『彼女はいい、君だけで来てくれ。事情はあとで話す』

　通話が途と切ぎれる。工兵は眉まゆをひそめた。意味が分からない。応接室に来いって……社長もベターメディアに来てるのか？

　携帯を持ったままトイレを出る。室見は受付脇わきのソファーに腰かけていたが、工兵を見るなり眉を持ち上げた。

「どうしたの？　何かトラブル？」

「……いえ」

　工こう兵へいは首を捻ひねった。

「社長から電話があって。なんか今ここにいるらしいんですけど……すぐ応接室に来てくれって」

「はぁ？」

　室むろ見みの目が大きく見開かれる。

「社長って？　うちのハゲ？」

「はい」

「用件は？」

「それが……教えてもらう前に切られちゃって」

　室見の表情が曇くもる。彼女は苛いら立だたしげに舌打ちした。

「あの子泣き爺じじい、……まさかまた余計な仕事請うけ負うつもりじゃないでしょうね。いいわ、今度という今度こそあのよく動く舌引っこ抜いて黙だまらせてやる。行くわよ桜さくら坂ざか、応接室でいいのね？」

「あ、いや」と工兵は慌あわてて呼び止めた。

「すみません、それがなんか……僕だけって話で」

「あんただけ？」

　室見が顔を強こわばらせる。不ふ審しんも露あらわに「何よそれ」とつぶやいた。

「私がいたらできない話だっていうの」

「そういうわけじゃないんでしょうけど……」

　社長の意図が分からない限りなんとも言いようがない。工兵は言葉を選えらびつつ続けた。

「とにかくなんか急ぎだったみたいなんで行ってきます。室見さんは先に戻っていてもらえますか？　あとで内容フィードバックしますんで」

「………」

　室見は混乱した表情で沈ちん黙もくしていたが、ややあってかぶりを振った。鼻び腔こうを広げ嘆息する。

「いいわ、妙な話になりそうだったらその場で回答せず持ち帰りなさい。私にそう指示されたって言えばいいから」

「はい」

　工兵は一礼しその場から離はなれた。受付を抜け会かい議ぎ室しつスペースに、細い廊下を進み「応接２」と書かれた部へ屋やにたどりつく。

　軽くノック。「失礼します」と告つげ工兵は扉を開あけた。

　空くう調ちようの冷気が顔をなでた。

　白しらんだ蛍けい光こう灯とうの明あかりが室内を満たしている。ローテーブルを挟はさみ二人ふたりの男が座っていた。一人ひとりは禿はげ頭あたまに赤ら顔、ちょび髭ひげをたくわえた中年男性。見間違えようもない、我われらが社長六ろつ本ぽん松まつだ。もう一人はロマンスグレーに丸まる眼鏡めがね、愛あい嬌きようのある顔だちをした初老の人物。あれは……ベターメディアの常務取とり締しまり役やく？

　どうしてよいか分からず立ち尽くしていると、唐とう突とつに六ろつ本ぽん松まつの眉まゆが吊つり上がった。

「何をやっとるんだ、君は！」

　壁かべが震ふるえんばかりの胴どう間ま声ごえだった。肝きもを潰つぶす工こう兵へいに六本松はテーブルを叩たたいてみせた。

「常務から聞いたぞ。引っ越しの件、まったく進んどらんそうじゃないか。一体どういうつもりなんだ？　君も、室蘭君くんも」

「どう……って」

「オフィスの退去が遅れたらどんなことになるか、ちゃんと説明しただろう。リリースが遅れました、すみませんですむ話じゃないんだ。なんとしてもやりとげなきゃいけない、どんな手段を使おうと、休日夜間全すべて潰つぶしてもだ。なのに君らは──」

　興こう奮ふんのあまり六本松は咳せき込んだ。元々赤い顔を更さらに赤らめ工兵を睨にらみ上げる。

「プロジェクトの進しん捗ちよくがないにもかかわらず、前回も今回も適当にお茶ちやを濁にごして打ち合わせを終わらせたそうじゃないか。何を考えとるんだ君らは？　我われ々われを紹介してくださった常務の顔を潰すつもりか!?」

「まぁ、まぁまぁ六本松さん」

　常務が困こん惑わくした表情で六本松をなだめる。垂たれ気味の目が気まずそうにすがめられていた。

「別に私は桜さくら坂ざかさん達が怠なまけていると言ってるわけじゃないですよ。ただ進捗が芳かんばしくなさそうなので状況確かく認にんというか、我々で改善できる点があればですね、教えてほしいと思って。そういう意図でご相そう談だんしたんです」

「いやいやいや」

　六本松は激はげしくかぶりを振った。

「我々は御おん社しやの代わり、御社の立場にたって各ベンダーと交渉してるわけですから。そこでご協力いただくのでは本末転倒です。情シスご担当者様さまにはご担当者様本来の業務に注力いただいて。弊へい社しやの問題は弊社内で解決していかないと」

「……では、うちの人間にはこのまま待つよう言っておけばよいですか？」

「ええ、ええもちろんです」

　………。

　話を聞くうち状況が理解されてくる。

　おそらく今日きようの打ち合わせ後、顧こ客きやく担当者が常務にアラートを上げたのだろう。「プロジェクトが進んでいない」「ＰＭがＰＭとして機き能のうしていない」という感じで。連絡を受けた常務は六本松を召しよう還かん（あるいは別件で丁度訪問を受けていたのかもしれないが）、事態の説明と改善策を求めた。慌あわてた六本松は工兵を呼びつけて怒ど鳴なりつけ──と、こんな感じだろう。

　工兵はうつむき加減で奥歯を嚙かみしめた。

　完全に後手後手だった。プロジェクト炎上について社内周知がないまま顧こ客きやくからの直接クレーム。しかも現場同士ではなく上長経由でのアラート。六ろつ本ぽん松まつの面子メンツは丸まる潰つぶれだろう。怒り狂うのも当然だ。

　本音を言えば怒りたいのは工こう兵へいの方だった。能力・経けい験けんを無視した業務割り当て、非協力的で丸投げな顧客担当者、要求ばかりでまったく手を動かさないベンダー各社。こんな手て札ふだで誰だれがまともに勝負できるのか。むしろできる方法があれば教えてほしい。土ど下げ座ざでもなんでもするから言ってみろという気分だった。

　だが今となっては全すべてが言いい訳わけだ。何を言おうと顧客の不ふ信しん、六本松の怒りに火を注ぐだけだろう。だから工兵は下唇を嚙かみしめ全ての不満を押し殺した。掌てのひらに爪つめを立て、屈辱と憤いきどおりを痛みに紛まぎらせる。

「……申し訳ありません。プロジェクトの状況を整せい理りし、速すみやかに対策を打たせていただきます。……本当にご迷めい惑わくをおかけしました」

　───。




　結局、打ち合わせと説教で一時間以上拘こう束そくされた。

　常務への謝しや罪ざいが二十分、その後喫きつ茶さ店てんに移動し六本松の小言を四十分。散々責め立てられ解放された頃ころには身も心もボロボロになっていた。

　六本松は去さり際ぎわ「日次で藤ふじ崎さき君くんにレポートを上げるよう」指示していった。当の藤崎は社長案件で身動き取れなくなっているのに、まったく何をか言わんやだ。だがそんな支し離り滅めつ裂れつな指示も今日きようばかりは工兵の心に深い傷を残している。無力感と疲労が澱おりのように身体からだにわだかまっていた。

「………」

　背中を丸め六ろつ本ぽん木ぎ通どおりを歩いていく。荷物が重い。資料を配布した分軽くなっているはずなのにずっしりと肩にのしかかってくる。

　しばらく歩いた後、工兵は立ち止まった。肩かた紐ひもを握り天を仰あおぐ。

　予想外に……こたえる。

　修しゆ羅ら場ばや挫折には慣なれているつもりだった。納期が厳きびしい、仕様がぶれる、顧客が横おう暴ぼう。社長や室むろ見みの無む茶ちや振ぶりにしても大たい概がいのことは我が慢まんできるつもりでいた。だが、プロジェクト管理の難むずかしさは単純なエンジニアリングとまったく次元を異にしていた。

　どれだけ旗振りしてもメンバーが動かない、言うことを聞いてくれない。なのにメンバーのミスはＰＭの責任。なぜうまく進まないんだ、きっちり管理できないんだと怒られる。納期も予算もリソースも何一つ自由にならない。一体これのどこが「マネージメント」なんだと思った。これじゃあただの厄やつ介かいごと押しつけ先じゃないか。仕事につきものの矛む盾じゆん、問題点をえいやと投げつけ処理させるだけ──

　………。

　無理だ。

　工こう兵へいは喘あえいだ。

　どれだけ無理強じいされても今度ばかりは対処のしようがない。何せこの件はプロのＰＭでさえ匙さじを投げた仕事なのだ。自分のような素人しろうとがどれだけ頑がん張ばったところでうまくいくはずない。

　──来週の定例で進しん捗ちよくなし。六ろつ本ぽん松まつの怒ど声せい。

　再来週の定例でも進捗なし。六本松の怒声。

　リリース寸前になってプロジェクト失敗の報告、六本松の怒声、違約金の発生──

（ああ）

　立ち尽くす工兵の傍かたわらを大型の高速バスが通り過ぎていく。

　工兵はぼんやりとその後ろ姿を見送った。

　どこから来たのかな。あのバス。

　乗っていったらどこか遠くにいけないかな。

　自分のことなど誰だれも知らない遥はるか彼方かなたの地へ。

　そうすれば──

「桜さくら坂ざか！」

　唐とう突とつに名前を呼ばれた。

　瞬まばたきしながら周囲を見渡す。道路を挟はさんだ向こう、横断歩道の手前に小柄なシルエットが見えた。グレーのスーツに白のシャツ、長い髪を黒のリボンでまとめている。細い肩が呼吸にあわせ大きく揺ゆれていた。

「室むろ見み……さん？」

　信号が変わった。室見がまっすぐに駆かけ寄ってくる。彼女は工兵のもとにたどりつくなりきつい視し線せんで睨にらみつけてきた。

「桜坂、あんた今何しようとしてたのよ」

「何って……」

　工兵は口ごもった。

「別にただ……ぼんやりしてただけですけど」

「ぼんやりしてた……だけ？」

　室見の声が裏返る。彼女は眦まなじりを吊り上げ詰め寄った。

「本当に？　本当にただぼんやりしてただけ？」

「な、なんですか一体。僕だってぼんやりすることくらいありますよ」

　気け圧おされつつ抗こう議ぎしていると室見は肩の力を抜いた。額ひたいを押え安あん堵どの息を漏もらす。

「真まっ青さおな顔で道路覗のぞき込んでるから、飛び込むんじゃないかと思ったわよ。……ったく紛まぎらわしい真ま似ねしないでよ」

「え……」

　飛び込む？　自分が？

「ぼ、僕そんな妙な顔してました？」

「してたしてた。NetScreenの筐きよう体たいみたいな顔色だったわよ」

「……それもうブルーマンじゃないですか」

　顔色が悪いってレベルじゃねぇぞ。

「昔、私の同どう僚りようでちょっと線せんの細い子がいたんだけど、ある時大規模トラブルに巻き込まれてね。一週間近く不眠不休で顧こ客きやく対応した挙あげ句く、丁度今のあんたと同じ顔になってたのよ」

「はぁ……」

「その人、翌日ビルの屋上から飛び降りたわ」

　げっ。

「ど、どうなったんですか、その人」

「上着が手すりに引っかかったあと安全ネットで衝しよう撃げきを吸収されて、並木の枝でバウンドした挙あげ句、川に落ちて無傷」

「………」

　ある意味運がよくないか？　その人。

　しかし今の自分、それほどひどい顔をしているのか。まぁ確たしかに精神状態最悪だけど。できればこんなところ室むろ見みに見られたくなかったけど。せめてもう少し気持ちが落ち着いてから会えれば……って、あれ？　ちょっと待った。

「室見さん、そういえばなんでこんなところにいるんですか？　帰ったんじゃないんですか？」

　室見は深々と溜ため息いきをついた。

「心配になったから途と中ちゆうで引き返してきたのよ。あの馬ば鹿かハゲのことだからまた考えなしに色々押しつけてきそうだし。あんたも電話通じないから」

　言われるまま携帯を取り出す。うわ着信三件、……社長と打ち合わせ中で気づかなかった。

「……で？　何言われたの。そんな顔して、何もなかったとか言わないでよね」

　有う無むを言わさぬ口く調ちようだった。工こう兵へいはしばし言いよどんでいたが、ややあって観かん念ねんした。「実は──」と前置きし話し始める。

　最初は軽く状況説明だけして終わらせるつもりだった。ことプロジェクト管理に関し室見の助力は望めない。どうせ解決できないなら己おのれの内に問題を留とどめる。失敗も不ふ手て際ぎわも全すべて、自分だけの責任にした方がよいと思っていた。

　だが話すうち、言葉が止まらなくなってきた。

　悔くやしさ、悲しさ、無念さ。激はげしい情動が尽きることなく湧わき上がってくる。唇が震ふるえ視界が滲にじんだ。男が泣くなんてみっともないと思ったが気持ちは収まらない。工兵はあふれ出す涙を必死で目頭に押おし止とどめた。

「……無能と罵ののしられるのは構いません。無力さを指摘されるのも仕方ないです。実際今の僕は何も結果を出せていませんから」

「………」

「でも」

　工こう兵へいは下唇を嚙かむ。

　逃げたいと思った。

　こんな出で鱈たら目め案件やっていられるかとも思った。

　だが。だがそれでもやはり。

「無策と思われるのだけは御免です。どんなに無ぶ様ざまでも不ぶ格かつ好こうでも最後まであがいてゴールに近づきたいです。それが僕の……僕なりの意地です」

　無む茶ちや苦く茶ちやな論ろん旨しだった。

　結果を出せる見通しもない。なのに仕事を任せろという。客にとってみたらとんでもないベンダーだろう。同じことを言われたら間違いなく工兵も怒るはずだ。だがそれでも、どれだけ身勝手と思われても意地を貫きたかった。何も成なし遂とげないまま逃げたくなかった。

　室むろ見みはしばらく固い表情でいたが、やがてふっと口元を緩ゆるめた。半ば呆あきれたように首を振る。

「無能と罵られるより無策と思われるのが嫌いや……ね。……ふん、無能な働き者ほど始末に困るものはないって言うけど」

「………」

「だけど……そんな生き方も私は嫌いじゃない」

　予想外の言葉に顔を上げる。工兵は目をしばたたき室見を見上げた。

「室見……さん」

「無能か有能かの判断なんて、結局物事を成功させたかどうかでしかない。勝てば官軍、負ければ賊軍。無能さを言いい訳わけに努力しない者は結局何事も成し遂げず終わる。だから……あんたが諦あきらめないっていうなら私も心を決める。私があんたにしてあげられることを全部する」

　………？

「何を……」

　言っているのか。心を決める？　できることをする？

　一体どういう意味だ。怪け訝げんに思っていると室見は深呼吸を一回、緊きん張ちようした面おも持もちで工兵を見た。

「桜さくら坂ざか、あんた今日きようの夜時間ある？」
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　なんでこんなことになったんだろう……。

　午後十時、工こう兵へいは室むろ見みと二人ふたりでタクシーに乗っている。

　目的地はよく分からない。室見は運転手に「四よツつ谷や方面」と告つげていたが、具体的な場所までは聞き取れなかった。四ツ谷って……何があるんだろう。新しん宿じゆくに近いことは分かるけど。実際どんなところかって訊きかれると、ううん、いまいちイメージが湧わかない。

　工兵はちらと傍かたわらを見た。

　室見は窓枠に頰ほお杖づえを突き外を眺めていた。整ととのった横顔にネオンライトが複ふく雑ざつな陰いん影えいを作っている。昼間からずっと思い詰めた様よう子すだった。何か重大な決心をしたような、固い決意を胸に抱いたような。

（………）

　分からない。

　どうにも近寄りがたい雰囲気だった。結局、用件が何かも聞けていない。昼間の話だとベターメディア案件をどうにかするということだろうが。……それで四ツ谷？　しかもこんな遅くに？　話が繫つながらない。欠損だらけのジグソーパズルを突きつけられている気分だった。

　………。

　車は新しん宿じゆく通どおりを西に向かっていく。

　時間帯のせいか道は混雑していた。フロントガラスの向こうをテールランプの明あかりが満たしている。心なし車のスピードが落ちているようにも感じられた。この調ちよう子しだと四ツ谷まであと五分、いや十分はかかるだろう。

「桜さくら坂ざか」

　不意に呼びかけられた。

　視し線せんを向けると室見はまだ窓の外を眺めていた。

「私はね……一人ひとりで仕事することが好きだったの」

　独白するような口く調ちよう。彼女は瞬まばたき一つせず言葉を紡つむいだ。

「誰だれかと動けばその人のスキルに引きずられる、スケジュールに翻ほん弄ろうされる。私は自分一人でなんでもできるんだから、他人に足を引っ張られるくらいならピンで動いた方がマシ。そう思ってたの」

「………」

「藤ふじ崎さきさんにも言ってたわ。部下なんていらない、チームメイトも不要。運用や回かい線せん現げん調ちようみたいに一人じゃどうしようもないこと以外は全部私だけで仕事をこなしていく。だから好きなようにやらせてくれって。大口叩たたいた分の結果はちゃんと出すからって」

　……なのに、と彼女は口こう角かくを歪ゆがめた。忌いま々いましげな表情で舌打ちする。

「新年度早々、誰だれかさんのＯＪＴで私の予定は狂いっぱなし。手順書レビューに時間をとられるし作業ミスのバックアップも考えなきゃいけない。しかもその馬ば鹿かは指示された仕事以外に余計な業務まで引き受けてくる。後始末するのはこっち、まったくたまったもんじゃないわ」

　………。

「でも」

　彼女は囁ささやいた。細い首を傾け工こう兵へいを見み据すえる。

「そいつは……私がどれだけ拒絶しても食らいついてきた」

「室むろ見み……さん」

「あんた以前にもいたのよ、私の下は。社員・業務委託・派は遣けん含めて……五人、ううん六人くらいかしら。でもみんな私が強く出たらすぐ諦あきらめてくれた。何を言われても『仰おつしやる通り』『分かりました』『室見さんのやりたいように』って。ロボットみたいに指示されたことだけこなして去っていってくれた。……でも、あんたは」

　鳶とび色いろの目がすがめられる。

「逆ギレするわ、挑発するわ、説教するわ。おまけに脅きよう迫はく紛まがいの手段で一いつ緒しよに仕事しろと迫ってくる。頼んでもいないのに素すの心をさらけ出して、感情も理屈もないまぜにして人の心に入り込んでくる。本当に不ふ愉ゆ快かいよ。あんたみたいな奴やつ。馴なれ馴なれしくて、面めん倒どうくさい」

「………」

「だけど」

　まっすぐな視し線せん。桜さくら色いろの唇がわずかに開く。

「あんたのおかげで私の世界は広がった」

　予想外の言葉に工兵は瞬まばたきする。彼女は生き真ま面じ目めな表情で続けた。

「できる業務の幅、こなせる仕事の規模、接する人々の数。どれも半年前とは比べものにならない。業なり平ひら案件も寝ね癖ぐせ頭あたまとの関係も、あんたがいたから今みたいになった。あんたが本音で、自分の思いを全開にして、あたしみたいな技術馬鹿と接してくれたから」

「室見……さん」

　だからと彼女は続けた。頰ほお肉にくを強こわばらせたまま思い詰めた様よう子すでつぶやく。

「私も……さらけ出してみる。全部は無理だけど……できるところから」

　………？

　どういうことですか。

　真意を訊たずねようとした瞬しゆん間かん、タクシーが止まった。いつの間にか大通りを外れ細い路地にたどりついている。周囲はひっそりと静まりかえり人ひと影かげも疎まばらになっていた。大して駅から離はなれていないはずなのに一気に民家が増えたように思える。

「二千と三百四十円になります」

　運転手の声に応こたえ室むろ見みが財布を取り出す。ということはここが目的地……？　特に何もないようだけど。

　何気なく窓の外を眺め、だが工兵はぎょっとした。道路の右手に三階建ての建物が見える。窓の小さい簡かん素そなビル。入り口に書かれている文字は……ビ、ビジネスホテル？

（さ、さらけ出すって、え、え、えー!?）

「何ぼんやりしてるの行くわよ」

　二の腕をつかまれタクシーから降ろされる。室見は工こう兵へいのパニックなど気にした様よう子すもなく、ずんずん歩いていった。予想外に力が強い。工兵は数歩引きずられた後、慌あわててかぶりを振った。

「や、ちょっと、ちょっと待ってください室見さん。これはなんか……想定外すぎて心の準備ができてないっていうか。と、とにかく待ってください。ストップ、ストォォップ！」

「ごちゃごちゃやかましいわね。ここまで来たら覚悟を決めなさい。男でしょ、私だって必死で考えて決めたんだから。あんたがおたついてどうすんのよ」

「そ、そりゃおたつきますよ！　てかこんなことカモメさんに知られたら殺されます。あの人なんだかんだ言って僕が一いつ線せん超えそうになったら釘く刺ぎしてきますし！」

「大丈夫、カモメにはもう伝えてあるから」

　公認!?

「いいから来なさい。時間がもったいないわ」

　抵抗虚むなしく引っ張っていかれる。

　マジか……。

　愕がく然ぜんとした表情で天を仰あおぐ。

　こんな形で会社の人とただならぬ関係になってしまうなんて。というか室見さんにとって自分、そういう対象だったの？　酒席の余よ興きようとはいえキスさえ頑かたくなに拒こばんでいたのに。なんとも積せつ極きよく的てきな……ううう、明日あしたからどんな顔して会社行けばいいんだ。

　………。

（というか……やっぱ駄だ目めだろこれ）

　いくらなんでも唐とう突とつすぎる。覚悟がどうこう以前に、気持ちがまったくと言っていいほど追いついていかなかった。思考がミキサーにでもかけられたように混乱している。こんな状態で事に及んでもまずロクな結果になるまい。

　工兵は顔を強こわばらせ正面を見み据すえた。

　とにかく止めよう。

　立ち止まり冷静になって話し合う。頭を冷やし正気に戻ってもらう。必要とあらば力ずくでも、多少乱らん暴ぼうになっても。それが結局は室見さんのためにもなるはず。……うん。

「室見さ──」

　声を尖とがらせ呼びかけようとした時だった。




　室むろ見みがホテルの入り口を通りすぎた。




　………。

　へ？

　呆あつ気けにとられる工こう兵へいをよそに彼女は隣となりの建物に入っていく。青地の看板に書かれた文字は……レンタル収納スペース、トランクルーム？

　カードキーをかざし入にゆう館かん、無人の受付を抜ける。エレベーターホールにたどりつくと室見は怪け訝げんそうに工兵を見上げた。

「何よさっきからきょろきょろして、トランクルームがそんなに珍しい？」

「………、いえ」

　工兵は疲れ切った表情で答えた。

　まったく、紛まぎらわしいにも程ほどがある。なんだよあの思わせぶりな口く調ちよう。おまけにホテルの隣の建物とか……絶対狙ねらってるだろう。自分の反応を見て楽しんでるのか。憤ふん慨がい混じりに思うも室見は涼しい顔のままだった。

　エレベーターに乗り三階に、真まっ白しろな廊下を進んでいく。

　やがて工兵達は奥まったスペースにたどりついた。壁かべの扉に３００から３０４のプレートがかけられている。室見は迷うことなく３０２のプレートに赴おもむき鍵かぎを取り出した。

　軽い金属音を立て南なん京きん錠じようが外れる。室見はドアレバーに手をかけると、ゆっくり肩越しに振り返った。

「一個だけ、桜さくら坂ざか」

　固い口調で告つげてくる。

「ここで見た物は絶対に他言無用。会社の人にも言わないで、私がトランクルーム借りてたことも含めて」

　工兵は無言でうなずいた。うなずくしかなかった。室見は身体からだを正面に戻しドアレバーを引いた。

　………。

　最初に目に入ったのは机だった。子供向けの古びた学習机。ついで椅い子す、本ほん棚だな、扇せん風ぷう機き。四畳ほどのスペースに家具や段ボールが押し込められている。衣い装しようケースにのせられているのはアルバムだろうか。ぬいぐるみや子供向けの玩具おもちやみたいな物も見える。ランドセルにカーテン、ポスターや掛かけ時ど計けい、卓上ライトに写真立て。昨日きのうのマンションとはうってかわって生活感のある風景だった。室見は鞄かばんを床ゆかに置き室内を進んでいった。

「何ぼさっとしてんの、あんたも手て伝つだって。私一人ひとりじゃ動かせないでしょ」

　室見が学習机に手をかけている。奥の荷物を取り出すつもりなのか。工こう兵へいは慌あわてて駆かけ寄った。

「せーの」

　かけ声を上げ机を持ち上げる。予想以上に重い。四苦八苦しながら廊下に引っ張り出し進路を確かく保ほ、ついで椅い子すを運び出す。衣装ケースは出口脇わきに積つみ上げ小物の類たぐいを椅子の上に退たい避ひさせた。じわりと首筋に汗が滲にじむ。空くう調ちようがきいているにもかかわらず室内はひどく暑く感じられた。

　ていうか、なんなんだこの荷物の量。ワンルームマンションの中身ほどあるぞ。まるで引っ越しの用意をそのままぶち込んだみたいな──

（………）

　なんともいえない違和感が脳のう裏りを過よぎる。なんでこれだけの荷物を自宅に置かない？　あれだけスペースが余っているのに、わざわざトランクルームの費用までかけて無機質、非人間的な部へ屋やに甘んじている。

　分からない。室むろ見みの意図がまったく理解できなかった。

　悩みつつ作業するうち、だがいつしか壁かべ際ぎわの段ボールにたどりついている。五十センチ幅の箱はこが横に三列、天てん井じよう近くまで積み上げられていた。横面には内容物を示すラベルが無造作に貼はりつけられている。

　室見はつま先立ちになりラベルの表記を確認していった。左から右、ついで一段上がり右から左。再度視し線せんを上げて左から右に。ジグザグに確かく認にんしていく。

「……あった」

　視線の先に色いろ褪あせた段ボールがある。古びたラベルには短く『勉強会資料』と書かれていた。室見は唇を引き結び箱を下ろそうとした。

　反射的に腕を伸ばし彼女を支える。バランスをとりながら、二人ふたりでゆっくりと床ゆかに置いた。室見は膝ひざを突き表情を引ひき締しめた。厳げん粛しゆくな面おも持もちで蓋ふたを開あける。あたかも壊こわれ物ものを扱うように丁てい寧ねいな手つきで梱こん包ぽうを解いていった。

「………」

　中に入っていたのはチューブファイルだった。赤、青、黄色、グレイ。色取り取りのファイルがびっしりと詰め込まれている。厚みも大きさもファイリング形式もバラバラ、だが背表紙には統一されたフォントでタイトルが記されていた。

　一番上のファイルは「スイッチング」、次いで「ルーティング」「ＮｅｔＢＳＤ」「ＡＩＸ」、「Active Directory」に「ＨＵＬＦＴ」。どれもかなり読み込まれ紙の端はし々ばしが折れ曲がっている。薄うす汚よごれた付ふ箋せん紙しが小こ口ぐちから大量に覗のぞいていた。

　室見は一冊一冊丁寧にファイルを取り出していった。やがて、箱の底から一ひと際きわ分厚いグレイの冊さつ子しが現れる。タイトルは──「プロジェクト管理」

「………」

　室むろ見みは無言でファイルを眺めていた。鳶とび色いろの目を細めやや思い詰めた表情になっている。彼女は愛いとおしそうに表紙をなで、うなずいた。

「はい」

　両手でファイルを差し出してくる。工こう兵へいは瞬まばたきした。

「え……？」

「あげる」

「あげるって……」

　いいのか？　こんな大事そうにしまわれていた物を。自分なんかに渡して。躊ちゆう躇ちよしていると室見は強引にファイルを押しつけてきた。

「いいから受け取りなさい。どうせ私が読んでもピンとこないんだし、あんたみたいな人間の方がうまく扱えるはずよ。多た分ぶん、今の状況を打開する手助けになってくれると思う」

「手助け……」

「ちゃんと読んで役立てなさいよ。私にとっては宝物みたいなものなんだから。無む駄だにしたら絶対許さないわよ」

　怒ったように言って視し線せんを逸そらす。小さく伸びをし、ことさら明るい口く調ちようで「さぁて、片づけるわよ」と告げた。

　小さな背中が詮せん索さくを拒否している。工兵は無言のまま彼女の指示に従った。




　結局、室見とはそのあと何事もなく別れた。

　タクシーで神じん保ぼう町ちように戻り彼女を降ろす。そのまま白はく山さん通どおりを北上、最寄り駅の近くで下車した。

　結果だけ見ればどうということもない。トランクルームに赴おもむき室見のテキストを受け取っただけだ。何かを告白されたわけでも、上司と部下の一いつ線せんを踏み越えたわけでもない。

　だが工兵は気づいていた。自分が彼女のとてつもなく深いところに触れたことに。厳げん重じゆうに秘された過去の一端を垣かい間ま見みたことに。

「………」

　工兵は無言で拳こぶしを握りしめた。放心が薄うすれ、身体からだの底そこからなんとも言えない情動が湧わき上がってくる。

　そう、彼女は自分を信用し魂の内ない奥おうをさらしてくれたのだ。心の垣根を払い内側に招き入れてくれた。であればこちらも全力で応こたえるべきだろう。くじけている間などない。一刻も早くトラブルを解消し結果を示すべきだった。

　駅前のファーストフード店に入りコーヒーを頼む。家に帰ればおそらく寝てしまう。渡されたファイルを今日きようのうちに一度確かく認にんしておきたかった。

　とはいえ……だ。

　窓まど際ぎわの席に着きながら顔をしかめる。鞄かばんからファイルを取り出し首を傾かしげた。

　今いま更さらテキストなど読んで何か解決するのか？　自分は市し販はんの教本を読破しネットの情報収集もした。今更新たな管理手法を覚えたところで事態が好転するとは思えない。室むろ見みには悪いが本一いつ冊さつで何が片づくんだ？　という気分だった。

（いや……）

　かぶりを振り弱気を払いのける。

　今は藁わらにもすがりたい気分だ。少しでも可能性があるなら躊ちゆう躇ちよせず食らいつくべきだろう。後悔も反省も万策尽きてから。立ち止まるのは全すべてが終わったあとでいい。

　冊子を開く。

　たまたま目についたページの記述を確認し、だが工こう兵へいは目を見開いた。




『プロジェクト管理に最低限必要なドキュメントはプロジェクト計画書にＷＢＳ、スケジュール、課か題だい管理表の四つとする』




　橋はし本もとと同じことを言っていた。

　息を吞のみページをめくる。

『不要なドキュメントの作成は厳げんに慎つつしむこと！　管理コストの増大を招くだけ（ＰＭの自己満足）』

『まずは全体目標について合意形成を行い、大枠の作業分担を決めた後ＷＢＳを作成する。えいやと走り出すと後々の手戻りが大変』

『レポートラインと商流は可能な限り一致させる（営業を巻き込む）。難むずかしい場合は名目上でも顧こ客きやくをＰＭに立て、指示に強制力を持たせる』

『定型チェック機き能のうしかもたないＰＭＯは害悪、廃止しろ』

　………。

　驚おどろくほど生々しい現場の知見が書かれていた。勉強会の資料らしく章立ては整せい理りされていないが、各ページに鮮せん烈れつなメッセージが記されている。美び辞じ麗れい句くではない、机き上じようの理り論ろんでもない生の意見。おそらく実務で苦労したＰＭ達が本音を述べ合ったのだろう。言葉の一つ一つが工兵の心に強く響ひびいてきた。

　引き込まれるまま読み進んでいく。「管理しやすいドキュメントテンプレートとは」、「案件規模に応じた最適なプロジェクト管理体制（投入人員数）」、「炎上プロジェクトにおけるケーススタディ」──

　凄すごい。

　自分のような素人しろうとでも分かる。ここに書かれている内容はとんでもないものだ。プロジェクト管理のベテラン達が惜しげもなくノウハウをさらした代しろ物もの。ネットや書しよ籍せきでは絶対公開できない現実のトラブルシューティング事例。

　ややあって工こう兵へいは手を止めた。一枚のプレゼン資料に目を奪うばわれる。

『プロジェクトチーム内のトラブル。対立するプロジェクトメンバーの制御手法』

　鼓動が高鳴る。

　喘あえぐような声を上げ工兵はページをめくった。

　───。

『……さて、プロジェクトメンバーには相あい性しようというものがある。あるチームでプロジェクトを成功させたＰＭが別のチームで全然成果を残せなかったというのもよく聞く話だ。相手（プロジェクトメンバー）が機き械かいでなく人間である以上、これは仕方ない話といえる。だが多くの場合、ＰＭは関かかわるメンバーを選えらべない。ならば与えられた人的リソースをどう制御するか考えていく方が前向きというものだろう。本分科会ではこのトピックについて考察する』

　ぱらり。

『つきつめればコミュニケーションスキルの話になってしまうが、個人差の大きい（しかも感覚的な）スキルを普ふ遍へん化かするのは難しい。よって本項ではあくまで機械的にプロジェクトメンバーを類型化し各タイプへの対応方法を記き載さいする。多くの議ぎ論ろんはあったが本分科会はプロジェクトメンバーを三つのタイプに分類した。すなわち〈サーバ（奉仕者）〉、〈ツール（道具）〉、〈クライアント（顧客）〉である。以下それぞれの振ふる舞まいと対応方法について述べる』

　ぱらり。

『〈サーバ〉タイプのメンバーはＰＭを顧客として扱う。彼らは原則としてＰＭの指示に従順で管理の手間を減らすように動く。要件変更や納期調ちよう整せいについても可能な限り柔軟に対応してくれる。このタイプはある程度まとまった仕事を渡しても構わない。自分で判断し必要があれば報告・相そう談だんをしてくれる』

『〈ツール〉タイプのメンバーは完全に作業員として振ふる舞まう。彼らはＰＭの指示に従順だがプロジェクトの成功には一切責任を持たない。言われたことを愚ぐ直ちよくに実施し、結果問題が起きてもそれはＰＭの指示が悪かったためと考える。彼らに臨りん機き応おう変へんな判断や検討を求めてはならない。細かく指示を与え状況をトラックすべきである。〈サーバ〉タイプのメンバーに慣なれたＰＭはこの点で失敗しがちだ。以前のメンバーなら言わずともやってくれた内容がどうしてできないのかと考えてしまう。〈ツール〉タイプのメンバーにエンジニアリングを任せる際はＰＭのサブにテクニカルリーダーをつけるべきだろう（主にチェック／トラック要員として）。余よ談だんだが外資系企業のエンジニアには〈ツール〉タイプが多い。注意が必要である』

　……なるほど。

　漠然とだがイメージが湧わいてくる。自分の周りで考えれば室むろ見みは間違いなく〈サーバ〉タイプだろう。ざっくりした依頼も請うけ負い、適てき宜ぎ判断して仕事を進めてくれる。反面〈ツール〉タイプは梢こずえか。彼女本来の性格やスキルセットはともかく、運用オペレータとしての立ち位置は完全に〈ツール〉型だ。指示されたことのみを実施し余計な判断は差さし挟はさまない。結果障害が起きても原因は指示者（構こう築ちく側がわ）にあると考える。……まぁ問題が起きたら報告・連絡・相そう談だんくらいはしてくれるだろうが。

　確たしかに、この二人ふたりを同じように扱ってもうまくいくまい。室むろ見みに逐ちく一いち指示を出してもうるさがられるだけだし進しん捗ちよくも滞とどこおるはずだ。逆に梢は丸投げした瞬しゆん間かん、何も動かなくなる。「これを運用してほしいんで、あとよろしく」などと告つげたら目を三角にして怒られるだろう。

　相手によって……接し方を変える。当たり前といえば当たり前の話だ。

　うなずきながら読み進む。

『以上二タイプについては特性を理解してしまえば付き合いやすい。要はどこまで任せるかの程度問題でしかないからだ。あなたがまめなＰＭであれば〈サーバ〉タイプのメンバーにはなるべく大きなくくりで仕事を任せるようにする。権限委い譲じよう型がたのＰＭであれば〈ツール〉型のメンバーはこまめに進捗をトラックする。二つの態度の使い分けを行うだけで随ずい分ぶん楽になるはずだ。問題は最後のタイプ、〈クライアント〉──〈顧こ客きやく〉属性のメンバーである』

〈顧客〉……工こう兵へいは固い表情でページをめくった。

『まず理解すべきは彼らのメンタリティである。彼らは高いモチベーションと責任感を持っている。業務遂すい行こう能力も高く自身の研けん鑽さんを欠かかさない。彼らは他タイプのメンバーと比べＰＭと対立しがちだが、それは能力の不足・無気力を意味しない。彼らは単純にＰＭを〈奉仕者〉とみなしているのだ』

　奉仕者？

　どういう意味だ。眉まゆ根ねを寄せ記述を追う。

『彼らのロジックはこうだ。「我われ々われは専門スキルを有し他者にできない仕事を請うけ負っている。であればＰＭは自分達がベストパフォーマンスを発揮できるよう環かん境きようを整ととのえるべきだ。納期・リソース・コストに問題が発生した場合は速すみやかに対策を講こうじ、自分達を本来業務に復帰させる。それが最終的によいシステム・顧客満足に繫つながる──」。すなわち彼らにとってＰＭは〈サービス提供者〉の位置づけでしかない。全体進捗や案件状況、プロジェクトに関する情報を収集・提供し問題発生時のサポートをしてくれる人物。このため彼らは手間のかかるレポーティング、プロジェクト都つ合ごうによる仕様変更を嫌う。当然だろう、彼らにとってＰＭとは〈奉仕者〉なのだから。自みずからの業務を妨害するサービス提供者に好意などもつはずがない』

「………！」

　妨……害？

　頭を殴られた気分だった。

　もう一度本文を読み直す。

　プロジェクトメンバーに対する環境整せい備び？　問題発生時のサポート？

　……プロジェクト管理サービスの提供、そんな側面考えてもみなかった。ＰＭとはメンバーからのレポートをとりまとめ調ちよう整せいする存在。気を遣つかうにしても相手はあくまで顧こ客きやく、メンバーとは無縁の話と思っていた。

　視点がぐるりと入れ替わる。




　──この案件は納期的にも要求品質的にもかなりシビアな内容と認にん識しきしています。であればこそ、ＰＭは積せつ極きよく的てきにプロジェクトのフレームワークを準備し、各社が実作業に専念できるよう調整していくべきじゃないんですか。

　──こんなの全部やってたら実際の構こう築ちく作業に支障を来きたします。お話になりません。何を考えてるんですか御おん社しやは。

　──スケジュールの調整はＰＭの仕事じゃないんですか？　納期管理のまずさを我々に押しつけられても困ります。

　………。




　薬やく院いんの言葉が脳のう裏りにこだまする。

　ああ、ああそうだ。彼女は最初から言っていた。自分達を作業に専念させろと。実構築に専念できる環境を作れと。なのにこちらは彼女の言葉をサボタージュととらえていた。我わが儘ままばかり言いやがって、いいから指示に従え、文句ばっかり言ってんじゃないぞと。

　恥はずかしい。穴があったら入りたい気分だった。

　苦にがい思いを嚙かみしめ紙面を繰くる。

　だが続くページを見て工こう兵へいは目を剝むいた。

『大規模プロジェクトの見み積つもり方針について』

　……え？

　ちょっと待った。いや、〈クライアント〉タイプのメンバーとはどう接したらいいの？　というか薬院さんの攻略方法は？

　だがどれだけファイルをめくっても続きは出てこない。どうやらページが抜け落ちている模様だった。

（か、勘弁してくれ……）

　工兵はへなへなと崩くずれ落ちた。

　週刊連れん載さいの引きじゃないんだぞ。思わせぶりにも程ほどがある。てか、よりにもよってなんでこんなところで終わるんだ。ひどすぎる。

　どこか別のページに混ざっていないか。必死になって探すが目的の記述は見つからなかった。十分ほど悪あく戦せん苦く闘とうした後、諦あきらめる。

　しょうがない、ないものはないのだ。であれば今ある情報だけで対策を練ねるしかない。

　ファイルを閉じコーヒーをあおる。窓に映った自分の顔を眺めつつ工こう兵へいは考え込んだ。

　薬やく院いんさんは〈クライアント〉タイプ。ＰＭには環かん境きよう整せい備びと問題発生時のサポートを求める。レポートなど本来業務以外のことには極限力をかけたがらない。そんな彼女を動かすには？　快く仕事してもらうには？

（………）

　しばらく考えた末、覚悟を決める。

　というか、結局いつも通りの方法しかないんじゃないか。自分に取れる唯ゆい一いつの解決手段、技術も経けい験けんも関係ない、徒と手しゆ空くう拳けん、体当たりでの中央突破。

　工兵は鞄かばんからノートＰＣを取り出すと高速でメールを打ち始めた。
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　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅えきの中央改札口を抜け外に出る。

　昼下がりの駅前ロータリーは閑散としていた。平日ということもあるのだろう。隣りん接せつするヨドバシカメラの客足も比較的落ち着いている。ガラス張りの喫きつ煙えんスペースでサラリーマンが気け怠だるげに紫し煙えんをくゆらせていた。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは襟えり元もとを緩ゆるめ外気を送り込んだ。八月に入って以来、気温が凄すさまじい勢いで上昇している。天気予報によれば今日きようの平均気温は三十・五度、最高で三十五度近くまで上がるらしい。そろそろ背広で出歩くのもきつい季節になっていた。

　時間があれば適当にデータセンター作業でも入れて涼みたいところだと思う。まぁ連日ＤＣ籠ごもりとなればそれはそれで体たい調ちようを崩くずしかねないが。

（さて……と）

　手元の地図に視し線せんを落とす。

　目的地はロータリーのすぐ北、建ち並ぶ高層ビル群の中にある。約束の時間まであと十五分、ゆっくり行っても十分間に合うはずだった。

　歩き始めてからもう一度地図を確かく認にん。プリントのタイトルは「扶ふ桑そう通つう建けん株式会社／秋葉原本社ビル」

　………。

　昨日きのうの夜、薬やく院いんに「打ち合わせさせてほしい」とメールした。「先日は失礼しました。今後のことについてご相そう談だんさせてほしいので、ご都つ合ごうよい時間を教えていただけますか」と。

　薬院は予想外に丁てい寧ねいなメールを返してきた。いくつか候補日を出した上で訪問人数も訊たずねてくる。工兵は直近の日時を選えらんだ。今日の午後一、自分一人ひとりでうかがいますと。

　今までの険悪さが噓うそのように冷静なやりとりだった。だが実際問題、工兵は自分の申し出が蹴けられると思っていなかった。

　薬院が室見のテキストでいう〈クライアント（顧こ客きやく）〉タイプなら、持ち前の責任感から迫る納期にじりじりとしているはずだ。一方でＰＭの不ふ甲が斐いなさに憤ふん慨がいしつつ片方でなんとか仕事をやりとげねばと思っている。一刻も早く作業を進めなければと考えている。であれば対話を拒否する道理もない。彼女は彼女で現状をなんとかしたがっているはずだ。

　そして、そんな薬院に自分ができること。歩み寄れること。




　──彼女の希望を聞く。




　なんのことはない、顧客相手であれば当然のアクションだ。ニーズをヒアリングし解決策を提示する。サポートスタッフとして彼女の働きやすい環かん境きようを整備する。

〈サーバ〉タイプのメンバーには細こま々ごま注意せず仕事を任せる。

〈ツール〉タイプのメンバーにはレポーティング形式やｔｏｄｏを明示する。

〈クライアント〉タイプのメンバーには彼らのやりやすい管理方法を伝えてもらう。

　おそらくこれが室むろ見みのドキュメントの結けつ論ろんだろう。

　相手によって接し方を変えるのはもちろん、ＰＭだからといって上から目め線せんにならない、各メンバーがベストのパフォーマンスを発揮できるよう配はい慮りよする。「マネージャ」という言葉に惑まどわされるな。必要なら頭でもなんでも下げろ。自分がプライドを投げ捨てる程度でプロジェクトが成功するなら安いものだ。

　ちなみに今け朝さメールボックスを開けると、扶ふ桑そう通つう建けんをのぞく各社よりスコープの受け入れ連絡が届いていた。昨日きのうのよそよそしさを考えると噓うそのようだが、各ベンダーともきちんと〆しめ切きり通りＷＢＳをチェックしてくれたらしい。諦あきらめずに催さい促そくし続けたことが功を奏そうしたのか、なんとも予想外の好感触・好反応だった。

　あとは……とにかく扶桑通建か。スケジュールもスコープもドキュメントも、全すべては彼らを納なつ得とくさせられるかで決まる。もはやなりふり構っている余裕はない。薬やく院いんがどんな反応を見せようと限界まで食らいつき妥協点を探さぐるつもりだった。

　………。

　物思いにふけるうち、気づけば目的地にたどりついていた。小こ綺ぎ麗れいなガラス張りのビルディングが青空を背にそびえたってる。色いろ鮮あざやかな抽象画がエントランスホールの壁かべいっぱいに描かれていた。

　受付で来らい館かん証しようを受け取る。窓まど際ぎわのソファーに赴おもむき待たい機きしているとほどなく足音が響ひびいた。

　おお早いな。薬院かと思い顔を上げる。




　そこに、筋骨隆々の巨漢が立っていた。




「……は？」

　目をしばたたく。あれれ、ちょっと見ない間に薬院さん随ずい分ぶんたくましくなったな。ボーイッシュというよりガテン系？　おお胸むな板いたも立派に成長して。

　………。

　って誰だれだよ！

「スルガシステムさん？」

　男は低い声で言った。表情は柔らかだが目は笑っていない。工兵はこくりとうなずいた。

「案内します。こちらにどうぞ」

　素そっ気けなく言って歩き出す。工こう兵へいは慌あわてて荷物を取り上げた。受付脇わきの通路を進み、到着していたエレベーターに乗り込む。

　同乗者はいなかった。ステンレスの扉が閉まりなんともいえない沈ちん黙もくが訪れる。工兵は居い心地ごこち悪げに身じろぎした。

　男は操そう作さ盤ばんの前に陣取っていた。作業着姿の背中は服越しでも分かるほどに分厚い。今からリングに上がりますと言われても十分納なつ得とくできる体格だった。

　薬やく院いんの同どう僚りようだろうか？　にしても作業着とか着てるし……どんな仕事してるんだろう。考え込んでいると不意に男が振り向いた。

「カナがいつも世話んなっとるようで」

「カナ？」

「うちの薬院ですわ」

　……ああ。

　薬院加か奈な子こでカナということか。えらく親しげな呼び方だな。仲よしなのかしら。

「うちは電設っちゅう名前がついとる通りもともと工事屋でしてな。基本的に男所帯なんでカナみたいなのは珍しいんですわ。四年前の暮れでしたか、新卒で女の子が入ってくると聞いて随ずい分ぶん心配したもんですが、なかなかどうして骨のある娘でして」

「はぁ……」

「現場のオヤジ相手にも物もの怖おじせんしキャリアとの交渉もきっちりこなす。納得いかん要求には最後まで戦って現場を守る。ある意味そのへんの男より男らしい子ですわ。今じゃ古参の作業員もあの子には一いち目もく置いてましてな。カナの仕事ならどんな無む茶ちやでもやるっちゅう馬ば鹿かが結構おるんです」

「………」

「そんなあの子が」

　男の声がふっと低くなる。冷え切った眼まな差ざしが工こう兵へいを射い貫ぬいた。

「昨日きのう泣きながら帰ってきましてな」

　………!?

「ベターメディアさんでしたか、その案件のあとだったんでなんかあったんか思いましてな。本人に訊きいてもなんも言わんし、一いつ緒しよに行った人間も口をつぐんどるしで。ＰＭのスルガシステムさんなら何かご存知かなぁ思うて」

「………」

「差し支えなければ、何があったか教えていただけませんかね」

　声音に静かな怒ど気きが含まれている。明らかに疑われていた。下へ手たなことを言えば即座に首を絞しめられそうな雰囲気。工兵は慌あわててかぶりを振った。

　なおも質問しようとする男を、だがチャイムの音が遮さえぎる。軽いＧのあとエレベーターが停止した。ゆっくりと扉が開く。男は強こわばった表情のままエレベーターを出た。

　廊下にはいくつか人ひと影かげがあった。いずれも作業服姿でガタイのよい男性。彼らはすれ違い様ざま、刺すような視し線せんを工兵に投げかけてきた。背筋を冷や汗が伝う。どうやら昨日の件が社内中に広まっているらしい。

　……これは生きて帰れないかもな。

　ヤクザの事務所に単身乗り込んだ気分だった。ああ……カモメさん、死ぬ前に一度でいいからデートしたかったです。アキバのレジャランで一いつ緒しよにＵＦＯキャッチャーとか。タイトーステーションでＱＭＡ祭りとか。

「桜さくら坂ざか……さん？」

　暗あん澹たんたる気分で歩いていると不意に声をかけられた。顔を上げる。廊下の向こうで細身の女性──薬やく院いんが目をしばたたいていた。

「何やってるんですかこんなところで。あれ？　打ち合わせは応接の三番ですよね」

「おう」と男が応こたえる。ひどくどすのきいた声だった。

「うちらも出た方がええやろ。応接やと狭いからな。六番会かい議ぎ室しつに変えといたわ、あそこなら三十人は入れるし」

　三十人!?

　こんなお兄にいさん達が全部で三十人!?　自分を取り囲んで打ち合わせ？　やばいやばいやばい、それ絶対死ぬ。殺される！

　顔がん面めん蒼そう白はくで凍こおりついていると、だが薬院は顔を真まっ赤かにした。

「や、やめてください、そういうの！　桜坂さんは私と打ち合わせに来たんですから。みんなで出るとか本当勘弁してください。子供じゃないんですから！」

「せやけど……」

「とにかく、チームのみんなだって忙しいはずですし、そんなことで時間無む駄だにしないでください。あとは私が桜坂さんを案内しますから課か長ちようは戻っててください」

「お、おい、カナ」

「行きますよ桜坂さん」
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　むくれ顔で工こう兵へいの腕を引っ張る。男は憮ぶ然ぜんとした表情で立ち尽くしていた。なんというか、娘に叱しかられた父親のようだった。ていうか課長だったのか、あの人。

　薬院はしばらく歩いた後、気き恥はずかしそうに工兵をうかがった。

「すみません……みっともないところお見せして。うちのチームなかなか新人が入ってこないから私のこといつまでたっても半人前扱いなんです。一人ひとりで大丈夫って言ってるんですけど」

「………」

　工兵は無言でうなずくしかない。半人前扱いというよりはチーム総出で猫ねこ可愛かわいがりされているイメージだった。だがそう指摘されても薬院は困るだけだろう。仕方なく工兵は感想を吞のみ込み彼女のあとに従った。

　廊下を進み喫きつ煙えんスペースの手前、社内会議室にたどりつく。三十名入れるという言葉に噓うそはなく、かなり大型の会議室だった。長机が整せい然ぜんとスクール形式に並べられている。ここに二人ふたりは……うん、ひどく落ちつかない。

「机……くっつけますか」

　工こう兵へいの提案に薬やく院いんは「ですね」と同意した。

　一番手前の机を前後反転させ後ろの机にくっつける。勧められるまま工兵は奥の椅い子すに腰かけた。薬院は通路側に着席する。肩をすぼめ決まり悪げに周囲を見渡した。

「……広いですね」

「……はい」

　薬院はこほんと咳せき払ばらいした。居い住ずまいを正し「それで」と告つげる。

「今後の進め方についてとのことですが」

「……はい」

　工兵は表情を強こわばらせた。膝ひざの上に手を乗せ深呼吸、深々とおじぎする。

「すいませんでした！」

　わんわんと声が反はん響きようする。部へ屋やが広いせいだろう、予想外に音が響ひびく。肝きもを潰つぶす薬院の前で工兵は額ひたいをテーブルに擦こすりつけた。

「お客さんの前であんな暴ぼう言げんを吐はいて本当申もうし訳わけありません。謝あやまってどうこうなる問題じゃないですがせめて誠意を示させてください。すみませんでした！」

「……や、やめてください。桜さくら坂ざかさん、頭を上げてください」

　薬院は狼ろう狽ばいも露あらわに工兵の肩を押し返した。慌あわてた様よう子すで扉の外をうかがう。

「仕事の話ですから、どちらがよい悪いの問題じゃないです。御おん社しやは御社の立場を主張し、弊へい社しやは弊社の立場を主張した。それだけの話です。頭を下げていただく筋合いも義理もありませんよ」

「いえ」

　工こう兵へいはかぶりを振った。

「あの時僕は仕事を忘れて感情のまま喋しやべっていました。本ほん論ろんを離はなれて議ぎ題だい以外のことをひたすら取り上げていました。ＰＭとしてあるまじき態度だと思います。本当、どれだけ反省しても反省しきれません」

「………」

「ですから今後の話をするにしてもまずは昨日きのうの件を謝しや罪ざいさせていただいてから。こちらの非を認めさせてもらってからだと思っています。自己満足かもしれませんが、この部分だけはしっかりけじめをつけさせてください。お願ねがいします」

　工兵はもう一度頭を下げた。

　重々しい静せい寂じやくが会議室に落ちる。薬やく院いんはしばらく困ったように沈ちん黙もくしていたが、ややあって溜ため息いきを漏もらした。

「……分かりました。御社の謝罪を受け入れます。こちらこそ色々失礼なことを言って申もうし訳わけありませんでした」

　頭を下げ返した後、だが薬院は「ですが」と警けい戒かいした表情になった。

「言い方はどうあれ弊へい社しやとして間違ったことを主張したつもりはありません。お互い謝あやまったからあとはなぁなぁにという話であれば、それは受け入れられませんよ」

「分かっています」

　工兵はうなずいた。

「ですから今日きようは……本当に今いま更さらではありますがヒアリングにうかがいました」

「ヒアリング？」

「御社としてどのようなプロジェクト管理形態が動きやすいか、どういうレポート方式がやりやすいか。そういう話です」

　工兵は一息ついた後、申し出の背景を説明していった。

　自分が作業員タイプ、もしくは室むろ見みのような「よろしくやってしまう」タイプとばかり仕事を進めてきたこと。結果、メンバーからプロジェクトの進め方について意見を聞く習しゆう慣かんがなかったこと。とある方から（要は室見のノートだが）自分の問題点を指摘され欠点に気づいたことなどを伝えていく。

　薬院は最初戸と惑まどった様よう子すだったが、工兵の意図を理解すると正直に希望を伝えてきた。最初はぽつぽつと、だが徐々に遠えん慮りよなく。採用するドキュメント・レポーティング方式・情報共有手段について意見を述べてくる。

　結論から言えば彼女の希望は大したものでなかった。

　曰いわく、プロジェクトドキュメントはオンラインストレージに保存し、進しん捗ちよく状況を参照できるようにすること。曰く、スケジュールは通常のものと別に重要イベントの管理表を準備すること。曰く、課か題だいリストの項目は可能な限り少なくすること（たとえば「現在の状況」欄らんと「対策」欄は一つにまとめる）……など。

　いずれもその気になればすぐ対応できるものばかりだった。スコープの話も同様、若じやつ干かんの議ぎ論ろんを経へた後、大した抵抗もなく受け入れてもらえる。なんだよ、と工こう兵へいは脱力した。この程度の話に自分は二週間振り回されてきたのか？　拍子抜けも甚はなはだしい。散さん々ざん思い詰めていた自分が馬ば鹿かみたいだった。

　だが話がスケジュールのことにさしかかると途と端たんに議論は停滞した。

「やっぱり……二週間じゃ無理ですか？　御社の作業期間」

　工兵の問いかけに薬やく院いんは表情を固くした。

「昨日きのうも説明した通り、一口にファシリティといっても作業範はん囲いは広いんです。三週間でもギリギリ、本来なら一ヶ月はいただきたいところです」

「一ヶ月……」

　残り二ヶ月弱の納期でその作業期間は暴ぼう力りよくに等しい。つまり薬院は薬院で状況の深刻さを十分理解していたのだろう。工程や手順を見直しなんとか一週間短たん縮しゆくすることに成功、非常時のバッファとして準備していった。だがＰＭはなんの事前調ちよう整せいもなく二週間というスケジュールを押しつけてくる。しかもかなり強硬に。さぞかし腹が立っただろう。まったく、昨日の自分はどうかしていた。

　とはいえ……。

　工兵は眉まゆをひそめる。

　時間は有限。そして他ほかのベンダーも個々に作業期間を主張してくる。全すべてを素直に足し合わせていては日程がいくらあっても足りない。誰だれかが婆ばばを引く必要があった。

「……うーん、僕らのＷＡＮルータ構こう築ちくを短たん縮しゆくするにしても……せいぜい一日、予備日程度ですからね」

　もともと二日しかない設置スケジュールでは大して節約にもならない。おまけに他作業と並行するつもりだったからトータルの日数も変わりそうになかった。

「あとは……ここのテストを一日減らして……いや駄だ目めか。試し験けん計画も出来てないのにテスト期間減らすとかリスキーすぎる。そうすると切り戻しの日程を……」

　工程表を前にあれやこれや考え込んでいると不意に視し線せんを感じた。意外そうな表情の薬院と目があう。

「？　なんですか」

「……いえ」

　薬やく院いんは眩まぶしそうに三さん白ぱく眼がんを細めた。

「別べ府ふさんとは随ずい分ぶん進め方が違うんだなと思って」

「別府？」

「ＡＫネットの」

「……ああ」

　前のＰＭか。精神を病やんだ挙あげ句くどこへともなく消えてしまった人物。ベターメディア常務の話だとかなり切れ者という話だったが。──そうか、扶ふ桑そう通つう建けんとイグゼク・ソル、ＡＫネットの三社はかなり前からこのお客さんに関かかわってるんだったな。お互いのやりかたもよく知っているのだろう。

「別府さんは……どんな進め方されたんですか？」

　興きよう味み本位で訊たずねると、だが薬院は顔を曇くもらせた。

「『とりあえず仮だから』と線せん表ぴようを引いて、実際に納期が迫ると『今いま更さら変更はきかない』『約束した以上、徹てつ夜やでもメンバー追加でもして乗り越えてください』──そう言ってくる人でしたね」

　うへ。

「『あとでいくらでも変更きくから』が常じよう套とう句くなんです。大丈夫、変更には柔軟に対応しますと言っておいて一度受け入れたら最後、コスト・休日度外視で作業させられる。だから私達もこのお客さんには絶対見み積つもり書ベースでしか対応しないようにしてるんです。下へ手たに融ゆう通ずうを利きかせたら以降、奴ど隷れいのようにこき使われますから」

「………」

　なるほど……当初、薬院含めプロジェクトメンバーが頑かたくなだった理由はこれか。一歩でも譲じよう歩ほした瞬しゆん間かん骨ほねの髄ずいまでしゃぶられる。限界寸前まで無む理り難なん題だいを押しつけられる。不信、恐怖、警けい戒かい。負の感情がベンダー間に渦うず巻まいている。まったく、どこが切れ者ＰＭだ。とんでもない恐怖政治だった。

　工こう兵へいは顔を強こわばらせた。

「僕は……そんなやり方絶対にしません」

　強い口く調ちようで言い切る。

「確たしかにＰＭとしては未み熟じゆくですし経けい験けんも浅いですけど、だからってメンバーを騙だますようなことはしません。無理なことは無理と伝え、その上で協力を仰あおぎます。だって……じゃなきゃチームなんて成り立ちませんよ。お互いが疑ぎ心しん暗あん鬼きでどうやって一いつ緒しよに仕事するんですか」

「桜さくら坂ざか……さん」

「信用してください。薬院さん。僕は絶対にあなた方を裏切りません。こちらの引いたスケジュールで問題が出たら必ずお客さんと調整します。だから──」

　勢い込んで言いかけ、だが工兵は口ごもった。

　だから……なんだというんだ？　相手は既すでに限界ギリギリまでスケジュールを削けずっている。この上まだ無理をしろというのか。徹てつ夜やでもなんでもして仕事を片づけろというのか。

（それじゃあ……別べ府ふさんと同じだ）

　語るに落ちるとはこのことだ。無理を押しつけるのが早いか遅いかだけで、やってることは変わらない。いや……自覚のある分なおタチが悪いか。信用と協力、誠意に謝しや罪ざい。反はん論ろんしづらいキーワードを並べこちらの都つ合ごうを強要している。

　自じ己こ嫌けん悪おにうつむいていると薬やく院いんは視し線せんを逸そらした。唇を歪ゆがめ、小さく鼻び腔こうを広げ。

「十九日」

　つぶやくような声で言った。

　工こう兵へいは「え」と顔を上げた。薬院は固い表情で続けた。

「二週間と五日、これが本当にギリギリのラインです。バッファも切り戻しの余裕もない。想定外の事態が起こればすぐさま破綻するスケジュールです。ですが……全すべてが順じゆん調ちように進めばこの期間でやりきれます」

「薬院……さん」

　工兵は呆ほうけたようにつぶやいた。当初の三週間から二週間と五日へ。わずかな日数ではあるがスケジュールを短たん縮しゆくしてくれた。工兵の言葉に応こたえてくれた。

　……信頼……してもらえたのか。

　自分のような人間の言葉を。あれだけ不ぶ躾しつけだった者の発言を。

「あ、ありがとうございま」

「礼はいいです。それよりあと五日をなんとか捻ねん出しゆつしてください。調ちよう整せいの結果、弊へい社しやだけ納期短たん縮しゆくで他ベンダーは元のままとか勘弁してくださいよ」

「それは……もちろん」

　うなずきながら残りのベンダーを思い浮かべる。ＩＳＰ、サーバベンダー……はどちらも本当にギリギリな様よう子すだったな。レイアウト担当のアテナデザインもきつそうだったし、うーんあと交渉できそうな相手は……。

　考え込んでいると不意に薬院がぼそりとつぶやいた。

「というかイグゼク・ソルさんって本当一週間もかかるんですかね？」

「？　どういうことですか」

　工兵の質問に薬院は小首を傾かしげた。

「彼らの作業範はん囲いって、まぁ色々揉もめましたけど、結局コアＬ３とフロアスイッチだけじゃないですか。全部で十数台もないでしょう。配はい線せんは我われ々われですし、せいぜい三日見ておけばいいんじゃないですか？」

　そう……なのか？

　いまいち適切なスケジュール感がつかめない。十数台のネットワーク機き器きって、三日で構こう築ちくできるものなのか？　自分達はＷＡＮルータ一台に二日もかけてるのに。

　だが薬やく院いんは工こう兵へいの疑問を読み取ったように言葉を継ついだ。

「何も検証から結合テストまでを三日でやれとは言ってないです。我々が配線作業をしてる間、彼らは並行して設計・設定投入を進められるわけですよね？　ファシリティの準備が終わってからサーバ設置が始まるまでの期間、それを三日と言ってるんです。その間イグゼク・ソルさんがやるのはラッキングとケーブル接続、あと導どう通つう試し験けんだけ。とても一週間必要には思えません」

　確たしかに……。

　言われてみればどうにも余裕を見すぎな気がする。いや……確かに当初一週間と持ちかけたのは工兵だが。そのあと一日たりともスケジュールを短縮してくれないのは妙だった。ひょっとして……自分、ふっかけられてる？

『イグゼク・ソルさんですかぁ』

　不意に六ろつ本ぽん松まつの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

『あそこは我々も付き合いありますが、少し動き悪くないですか。もともと商社系でお大名商売をしてる印象があったんですけど。今回みたいな短納期案件で融ゆう通ずうきかせてくれますかね』

　……ああ。ああそういえばそんなこと言ってたっけ。

　確かに打ち合わせの場でも非協力的だったし、きわめて後ろ向きな印象しかなかった。自分が発注者なら絶対選えらばないタイプの業者だ。……というか、ベターメディアさんも本当に厄やつ介かいだな。価格だけで選んで実際の動きを考こう慮りよしないから。

「……まぁ色々交渉してみるしかないでしょうね」

　嘆息しながら工兵はつぶやいた。薬院はもう十分すぎるくらい譲じよう歩ほしてくれている。あとはこちらがなんとかするしかなかった。これまでのやりとりを考える限り、どうにも望み薄うすな気はするが。

「すみません」

　薬院が申もうし訳わけなさそうに頭を下げる。強こわ面もてが崩くずれ、意外なほど繊せん細さいな表情が覗のぞいていた。

「このお客さんの案件、いつもこうなんです。勝手に色んなベンダー引っ張ってきた挙あげ句く、あとはよろしくって投げ出すから。……おまけにギリギリまで値切り交渉するからなかなか発注出なくて。今回だって、早く発注書くらい寄こせって感じですよ」

「……は？」

　工兵はぽかんと口をあけた。予想外の言葉だった。

「発注……出てないんですか？」

　こんなにみんな動いてるのに？　プロジェクトキックオフしてから二週間以上たってるのに？

「ええ。まぁさすがに機き器きや回かい線せんは納期がありますから、内示メールもらって動き出してますけど。それ以外の……インテグレーション費用とかは一切発注・内示出てないと思いますよ？　多た分ぶん御おん社しやも同じ状況のはずですけど」

　ご存じなかったんですか？　と薬やく院いんが首を傾かしげる。

　工こう兵へいは絶句したまま固まっていた。

　いや……確たしかに言われてみれば今回の案件、誰だれも「受注・発注」という言葉を使っていないけど。……だからって未発注？　注文なし？　……ああ、そういえばＰＭ業務に必死だったため気にしていられなかったが『作業（担当）のイメージ』とか『提案された部分』とか明らかに妙な言こと葉ば遣づかいだった。正式な契約関係ではありえない。だから今いま更さら何を驚おどろいているのかと問われれば、まぁそうなのだが……

　呆ぼう然ぜんとする。

　衝しよう撃げきがじわじわと体内を満たしていった。

　なんて案件だ。じゃあ自分も室むろ見みも今のところただ働きかよ。こんだけ辛つらい思いをして怒られて悩んだ挙げ句、絶ぜつ賛さん値切り中？　えー、ないわぁ。本当ないわぁ。もうやめようよ、そこまでして発注もらう意味なくね？　額がくだって大したことないんだし。今ならまだプリセールス段階ってことで撤てつ退たいできるでしょ？

　かぶりをふり座席にもたれかかる。半ば拗すね気味に資料を投げ出しかけた時だった。

（待てよ……）

　工兵は固まった。プリセールス段階？　引き上げられる？

　脳がゆるりと稼か働どうし始めた。あたかも錆さびついた歯車が動き出すように、軋きしみを上げて思考が巡めぐり出す。疲労や無力感が追いやられ冷静な意い識しきが戻ってきた。

　───。

　えーと……これ、ひょっとして……やりようによってはなんとかなっちゃわない？

「桜さくら坂ざかさん？」

　薬院が心配そうに様よう子すをうかがってくる。気づけば口元に笑えみが浮かんでいた。いかんいかんただの危ない人になってる。

　工兵は顔を上げた。表情を引ひき締しめ「薬院さん」と呼びかける。

「この件、思ったより早く片づけられるかもしれませんよ」

「はい……？」

　薬院は三さん白ぱく眼がんをしばたたいた。




　扶ふ桑そう通つう建けんのビルを出て携帯を取り出す。

　工兵はアドレス帳から目的の番号を選せん択たく、発信ボタンを押した。くぐもった呼び出し音が数回、がちゃりと音を立てて電話が繫つながる。

『私だ』

　耳元でぶっきらぼうな声が響ひびく。あいかわらず聞くだけでトラウマが蘇よみがえりそうな声こわ音ね。普ふ段だんなら好き好んで聞こうとは絶対に思わない。自分から連絡するのはもちろん先方からの電話だって御免被こうむりたいところだ。だが今はその銅ど鑼ら声ごえが頼もしい。工こう兵へいは深呼吸を一回、口く調ちようをあらためた。

「社長ですか？　僕です、桜さくら坂ざかです」

『おう？』

　意外そうな反応。普段社員から電話を受けることがないせいだろう、覚おぼ束つかなげに逡しゆん巡じゆんした後、六ろつ本ぽん松まつは『ああ……君か、どうした』と答えてくる。

　工兵は携帯のマイクに口を近づけた。

「今少しよろしいですか？　実はベターメディアさんの件でご相そう談だんしたいことがありまして」

『ベターメディアの……？』

　電話向こうの空気が緊きん張ちようする。六本松は声を固くした。

『なんだ、言いい訳わけなら聞かんぞ。ＰＭの件は君に任せてあるんだからな。藤ふじ崎さき君くんと相談してきっちり進めてくれたまえ』

「分かってます」

　工兵は短く答えた。

「あの件は今まさに各ベンダーと調ちよう整せいを進めているところです。二度と先方からクレームが上がることのないようにしますから、どうぞご安心ください」

『ん？　ん、そうなのか』

　拍子抜けした声音。六本松は怪け訝げんそうに鼻を鳴らした。

『では一体なんの相そう談だんだ』

　工兵は小さく息を吸い込んだ。

　あたかも壇だん上じように立つ役者のごとく。

　彼は背筋を伸ばし。

　口こう角かくを持ち上げ。

　明めい瞭りよう極きわまりない口調で告つげた。

「ビジネスの話です、社長」
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　スルガシステムに戻ると時間はもう午後六時を越えていた。

　自席に鞄かばんを置きハンガーに上着をかける。カモメさんは……定時退社済、室むろ見みさんは荷物があるから多た分ぶんラボルームか。周囲を見渡していると不意に扉の開く音がした。

「あれ？　桜坂君帰ってきたんだ」

　振り向くとオフィスの入り口に瘦そう身しんの男性が立っていた。片手に缶コーヒーを携えもう片方の手に携帯電話をつかんでいる。瘦こけた頰ほおに無ぶ精しよう髭ひげ、よれよれのワイシャツと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。……ああ、なんだ藤ふじ崎さきさんか。

　………。

「って、ふ、藤崎さん!?」

　工こう兵へいは声を裏返した。なんでオフィスにいるの!?　客先で缶詰になってるんじゃ!?

　仰ぎよう天てんする工兵に藤崎は「いやぁ」と頭を搔かいてみせた。

「今日きようお客さんの方でリリース判定会かい議ぎがあってね、結けつ論ろん『まったく実用に耐えない』という評価が出て仕切り直しになりました。おかげで無事戻って来れたよ。いやぁよかったよかった」

　……よ、よいんですか？　それ。

　軽く問題の先送りにしか思えないんですけど……。

「まぁ次はもう少し余裕をもったスケジュールにしてくれるらしいから、今回みたいに一ヶ月常じよう駐ちゆうとかならないはずだよ。悪かったね桜坂君も。僕がいない間、かなり大変だったみたいだけど」

「いえ……」

　否定しかけて言葉を飲む。トラブルはまだ絶ぜつ賛さん継けい続ぞく中ちゆうだ。お気楽な状況とは口が裂けても言えない。むしろ本当の困こん難なんはこれからと考えるべきだった。

　工兵の沈ちん黙もくをどうとらえたのか藤崎は温和な笑えみを浮かべた。

「とにかく……今後は僕の方でもヘルプに入るよ。確たしか、扶ふ桑そう通つう建けんの納期で揉もめてるんだっけ？　明日あしたくらい先方に行こうか？」

「あ、いや、それは」

　慌あわてて押おし止とどめる。どう説明するか悩んだ後、曖あい昧まいな口く調ちようで告つげた。

「なんというか……そっちは大丈夫です」

「大丈夫？」

「まさに今、色々調ちよう整せいしてきたところなんで」

　藤崎の目が見開かれる。彼はしばらく工兵を見つめていたが、ややあってにやりと笑った。

「手出し無用ってわけかな」

「そういうわけじゃないですけど……もう少し自分一人ひとりでやってみたいんです」

「……社長から君のフォローをするよう言われてるんだけどねぇ」

　藤崎は意地の悪い口調で言った。責めているわけでないのは両の目が笑っていることでも分かる。部下のささやかな反抗を面おも白しろがっている様よう子すだった。

　工兵は深々と頭を下げた。

「お願ねがいします。この件しばらく自分に任せてください」

「いいよ」

　藤ふじ崎さきの答えは簡かん潔けつだった。プルタブを引き缶コーヒーをあおる。

「存分にやりたまえ。何、別に失敗したって構わない。たかが引っ越し、人の生き死にが絡からむようなシステムじゃない。本当にやばくなったら僕がいくらでもバックアップするさ」

「……ありがとうございます」

　ああこれだから、こういう人が上にいるから自分はやっていける。この万年デスマ会社で正気を保っていられる。

　工こう兵へいはもう一度一礼し踵きびすを返した。

「それじゃあ僕、室むろ見みさんと、この件打ち合わせてくるんで。レポートはまたあとで投げるようにします」

「うん、いってらっしゃい」

　ノートＰＣと筆記用具を取り上げパーティションを出る。ラボルームに続く扉を抜けようとして工兵は立ち止まった。

「あ、そういえば藤崎さん。一個だけいいですか？」

　うん？　と藤崎が顔を向ける。工兵はわずかに逡しゆん巡じゆんした後、訊たずねた。

「藤崎さんにとって……プロジェクト管理ってなんですか？」




「みんなが気持ちよく仕事できるようにすること」




　決まってるでしょ？

　即答された。

　工兵はただただ頭を下げるしかなかった。
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　予想通り室見はラボルームにいた。

　外出がないせいか服装はいつものキャミソールにミニスカートだった。オフィスチェアに細い身体からだを埋め、しかめっ面つらでキーボードを叩たたいている。彼女は工兵を見るなり眉まゆをひそめた。

「遅い」

　あからさまに不ふ機き嫌げんそうな口く調ちよう。工兵は「すみません」と謝しや罪ざいした。

「ちょっと色々……話が長引いちゃって」

「にしたって遅すぎでしょ。午後一時に打ち合わせ始めて、今何時だと思ってるのよ。先方のエンジニア全員敵に回して袋にされてるんじゃないかと思ったわ」

「………」

　まぁ、それに近いことにはなりかけましたけどね。

「で？」と室むろ見みが眉まゆを上げる。椅い子すにもたれかかり細い足を組んだ。

「どうなったの調ちよう整せいは。うまくいったの？　あんたが一人ひとりで行くっていうから私はここで待たい機きしてたわけだけど」

「はい……まぁ」

「まぁ？」

「一応……目め途どはついたんですが」

　曖あい昧まいな口調で答える。室見は苛いら立だたしげに唸うなった。

「何よまどろっこしいわね。ちゃきちゃき話しなさいよ。調整ついたの？　つかなかったの？　どっちなのよ」

　どこから説明したものか。悩んだ末、工こう兵へいは最初から話していった。室見のドキュメントのおかげもあり無事プロジェクト管理方式について合意できたこと。作業期間を二日短たん縮しゆくしてもらえたこと。残り五日をどこか他ベンダーの作業から捻ねん出しゆつしなければいけないこと、などを順序立てて説明していく。

　話が各社作業スコープのことから見み積つもり範はん囲い、イグゼク・ソルの作業期間に及ぶと室見は大きくうなずいた。

「確たしかに……ちょっとバッファ見すぎよね、あの連中。要件がつかめてなかったから口くち挟はさみづらかったけどスイッチ十数台の現地作業で一週間はないわ。扶ふ桑そう通つう建けんの言う通り三日あれば十分よ」

「そう思いますか、室見さんも」

「うん」

　室見は首しゆ肯こうし「それで？」と続けた。

「次はイグゼク・ソルと納期調整をする、そういうわけ？」

「あ、いや、それは実はもうやりまして」

「やった？」

　工兵は頭を搔かいた。

「駄だ目め元もとで電話したんですけど……やっぱりＮＧでした。とにかく納期を早めるな、これ以上リスクを増やしてくれるなの一点張りで」

「……なによそれ」

　室見は眦まなじりを吊つり上げた。

「リスクヘッジしまくった挙あげ句く、プロジェクト自体失敗しちゃったら元も子もないでしょうに。それとも自社の範はん囲いさえうまくいけばあとはどうなってもいいっていうの？　どんだけ守りに入ってるのよ、あの腐れベンダー。チキンにも程ほどがあるわ」

　言わずもがなの感想だった。工兵は嘆息した。

「まぁ……そういうわけでイグゼク・ソルさんとの調ちよう整せいは難むずかしそうです。無理にねじ込めば検討くらいしてくれるでしょうけど、結けつ論ろん出る頃ころにはプロジェクト自体終わってそうで」

「お話にならないってわけね」

　室むろ見みは鼻を鳴らした。

「ん？　じゃあどうするのよ。あんたさっき目め途どついたって言わなかった？」

「言いましたね」

「他ほかのベンダー……アテナデザインとかと交渉するつもり？」

「それも考えたんですけど、現実問題ちょっと厳きびしいかなぁって。もともと扶ふ桑そう通つう建けんとイグゼク・ソル以外には大して作業期間割り当ててませんし」

「なら」

　言いい募つのる室見を工こう兵へいは片手で制した。

「まぁ聞いてください。色々確かく認にんしたんですけど、どうもこの案件まだＳＩの発注出ていないらしいんですよ。僕らのＰＭ工こう数すうも含めて」

「は？　……そうなの？」

「ええ、なんでも先方の購こう買ばいにギリギリまで値切られているみたいで。薬やく院いんさん曰いわく、内示のメールさえもらえてない状態らしいです。つまり僕ら、まだプリセールスの段階で動いてるんですよ」

「………」

　室見の表情が空白化する。無理もない、自分も最初にこの話を聞かされた時は卒倒しそうになった。

　ただこういうケースは意外に多いらしい。昼間社長と話してみて分かったが、ベターメディア案件に限らず、プロジェクトキックオフと発注時期がきっちり一致することは逆に珍しいのだという。大きな案件になればなるほど費用で揉もめたり契約でつまづいたりして、「営業処理を待ってられないからプロジェクト始めちゃえ」みたいな感じになるらしい。

　要は「まぁこのお客さんなら取りっぱぐれはないだろうから、先行して仕事しちゃおう」というノリだ。室見は営業処理など気にせず動くためあまり意い識しきしていなかったようだが、既き存ぞん案件でも先行着手のものはたくさんあったらしい。意外にファジーな〈企業間取引〉。大人おとなの世界は結構いい加減というやつだ。

　ちなみに逆のケース──ベンダー側が無理を言う事例もある。すなわちプロジェクトは完了していないものの、決算月などの関係で先行して売上げを立てる場合だ。この場合は「検収」という受け入れ処理を納品前に実じつ施ししてしまう。顧こ客きやくからしてみれば「○○社さんはお金を先払いしてもちゃんと仕事やってくれるだろうから。少々の融ゆう通ずうはきかせてあげましょうかね」というイメージか。

　結局、顧客とベンダー間で信頼関係が築きずけていれば、受発注のタイミングなどさほど問題にならないらしい。ベターメディア案件も同じ。なんだかんだ言っても顧こ客きやくは金を払うしベンダーは最後まで仕事をやりとげる（逃げた会社もいるけど）。だからこそプロジェクト期間半ばにして全作業未発注などという暴ぼう挙きよが許されているのだ。

　とはいえ今回の件「互いの信頼」だけですませられない問題が二つある。

　一つは言わずもがな、プロジェクト範はん囲いの壊かい滅めつ的てきな曖あい昧まいさ。

　そしてもう一つは──発注内示書の不在だ。

　発注内示書とは正式発注前に業者を動かすための書類だ。顧客の社内処理等で注文が遅れた場合に「大丈夫です、あなたのところに注文出しますから」と提示してベンダーを安心させるための文書。法的効力は不明だが、一応この書類さえあれば受注者は大手を振って仕事に取りかかれるらしい。社長曰いわく、どれだけ発注が遅れても通常この内示だけは先行して出てくるはずとのことだった。だが今回の案件にはそれが存在していない。つまり本プロジェクトは金きん額がくも決まっていなければ実施根拠も曖昧なまま、ある意味完全なプリセールス段階で動いているということだった。

　呆あきれるほどの惨さん状じよう。

　まともな神経であればけっして絡からみたくない案件。

　だが──

　工兵はすっと目をすぼめた。

　背筋を伸ばし口く調ちようをあらためる。

「内示も出ていない。金額もＦＩＸしていない。ということは総額の予算さえ帳ちよう尻じりをあわせれば、逆になんとでも体制を再構築できるってことです。イグゼク・ソル以下のコスト・納期で案件を回せるベンダーが見つかれば、僕らの抱える問題はたちどころに解決します。扶ふ桑そう通つう建けんや他ほかの業者に無理を強しいることもない。各社の標準納期でプロジェクトを遂すい行こうできます。どうですか、検討に値すると思いませんか？」

「どうですかって……」

　室むろ見みが口ごもる。

「つまり何？　あんた今から業者を取っ替えようって言ってるの？」

　呆れたような口く調ちようだった。彼女は戸と惑まどいがちにかぶりを振った。

「無理でしょ無理。こんな案件引き受けてくれるベンダーがどこにいるのよ。帳尻を合わせるって言うけど……要はこの短納期・高負荷・高リスクの案件を言い値でやらせるってことでしょ？　誰だれがそんなギャンブル好き好んで受けるのよ。ありえないわ」

「あてならあります」

「へぇ？」と室見が眉まゆを持ち上げる。小さな鼻を鳴らし首を傾かしげた。

「どこ、レギオネット？」

「いえ」

「ＩＴＴＵ？」

「いいえ」

「じゃあ、扶ふ桑そう通つう建けん？」

「それは既き存ぞんですから、彼らに迷めい惑わくかけるわけにはいきません」

「………？　なんなのよ一体、どこに声かけるつもり？」

　工こう兵へいは口角を持ち上げた。

「簡かん単たんですよ。本案件を熟じゆく知ちし、ネットワークに関する高度なスキルを持ち、大手より低コスト・短納期で対応可能なベンダー。この条件に当てはまるところは一つしかありません。最強のネットワークアーキテクトと運用エンジニアを擁し、休日深夜も業務時間。月月火水木金金、与えられた納期は死んでも守る、不眠不休のスペシャリスト集団。すなわち──」

「ストップ、ストップ桜さくら坂ざか」

　固い声が響ひびく。見ると室むろ見みが顔の左半分を引きつらせていた。頰ほお肉にくを歪ゆがめひどく不安そうな表情になっている。

「えーと……何？　あんた何言おうとしてるのかしら。……私今すっごく悪い予感してるんだけど」

「えええ？　どうしてですか。僕今凄すごい前向きな話しかしてないですよ。ポジティブ、超ポジティブ」

　熱ねつっぽく語る工兵に、だが室見は小さく顎あごを引いてみせた。ごくりと喉のどを鳴らし押し殺した声で訊たずねる。

「……あんた、まさかとは思うけど、イグゼク・ソルの構こう築ちく部分、うちでまきとっちゃえとか考えてない？」

　………。

「はい！」

「アホかぁあああああ！」

　絶叫とともにドライバーが飛んできた。間かん一いつ髪ぱつ、首を傾け回かい避ひする。背後で鉄と石せつ膏こうボードのぶつかり合う鈍にぶい音が響ひびいた。……おおおう、壁かべが凹へこんでる！

「む、室見さん！　待って、お、落ち着いてください。話せば分かります！」

「問答無用！」

　首筋をかすめドライバーが再度飛来する。慌あわてて身をかがめると机の向こうでゆらりと人ひと影かげが立ち上がった。室見が全身に怒ど気きを漲みなぎらせ両りよう眼がんを血走らせている。

　彼女は吠ほえるような口く調ちようで言った。

「あんた、今私達がどんな状況か分かってるの!?　リドルトリルに業なり平ひら産業、他ほかにも大小あわせて二十以上の案件を並行させてるのよ。この上、引っ越しプロジェクトのＬＡＮ構築？　しかも納期二ヶ月弱？　殺す気!?」

　工こう兵へいは慌てて両手を振った。

「や、そうは言いますけど。さっき室むろ見みさんも仰おつしやった通り、スイッチ十数台の構こう築ちくなんてせいぜい三日あればできるわけじゃないですか。今から二ヶ月、イグゼク・ソルの我わが儘ままに振り回されること考えたらうちらでやった方が全然早──」

「三日は現地設置の時間でしょ！　その前の設計とか設定とか試し験けんとかの時間はどう考えてるのよ!?　蛍けい光こう灯とうじゃあるまいし、挿さしてすぐ動くわけじゃないんだから！　あんたもエンジニアの端はしくれならそれくらい分かるでしょ!?」

「まぁ……それは、分かっちゃいるんですけど」

　工兵は鼻の頭を搔かいた。

「でも……ほら、僕ら業なり平ひら案件でコアＬ３とエッジスイッチの構成組んでるじゃないですか。ＣＩＳＣＯで、Catalyst使って。今回も似たような構成ですし、設定とかさらりと流用できちゃったりしません？」

「できん！」

　言下に否定される。

「あんたの言ってることは、目が二つで鼻が一つあれば全部同じ人間っていうようなもんよ！　ＬＡＮ内でどんな機き能のう使うかも分からないのに設定流用できるかっていうの！　ほんっとに、この馬ば鹿か桜さくら坂ざかは！　駄だ目め、絶対ＮＧ！」
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　えー。

　思わず不満げな声を漏もらしてしまっていた。

　室むろ見みの顔が凍こおりつく。白い面おもてから急速に血の気が引いていった。

「えーと……桜さくら坂ざか？」

　あ、やば。口元を押えるも出した言葉は取り返せない。室見は桜さくら色いろの唇を小刻みに震ふるわせた。

「ひょっとしてあんた……この話、もう客に調ちよう整せいしちゃってるとか？」

　………。

「てへっ」

「きええええええええっ！」

　先さき程ほどに倍する勢いでドライバーが飛んできた。続けて圧着工具、ケーブルテスター、ステープラーが暴ぼう雨うのように投げつけられてくる。工こう兵へいは慌あわててアルミ棚だなの陰に駆かけ込んだ。

「や、ちょっと聞いてください！　室見さん、これは事故、事故なんです！　本当軽い前振りのつもりで社長に電話して、先方に商しよう談だん仕掛けるのありですかーって訊きいただけなんです。そうしたら思ったより食いつきがよくって、気づいたら訪問のアポ入れられちゃって……」

「当たり前でしょ！」

　室見の声は悲鳴そのものだった。

「社長に案件の相談するなんて、ピラニアの生いけ簀すに餌えさ投なげ込むようなもんよ!?　ダボハゼみたいに食いついてくるに決まってるじゃない！　ほんっと、あんたって人は余計な仕事ばっかり呼び込んで。殺す！　今日きようという今日は本当に殺してやる！」

「わっ！　室見さん、ルータはまずいです、投げたら壊こわれます！　てか片手でＵＰＳ持ち上げないでください。危ない、危ないですから！」

　夕暮れ時のラボルームに叫び声が響ひびく。

　室見の怒りは結局、そのあと一時間以上続いた。飛とび交かう工具と機き材ざいは年季物の壁かべに深刻な被害を与え、以降しばらくの間修しゆう繕ぜんされることはなかった。
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『送信日時：八月十三日（木）　午後五時二十一分

　宛あて先さき：桜さくら坂ざか工こう兵へい

　差出人：薬やく院いん加か奈な子こ




　株式会社スルガシステム　桜坂様さま




　お世話になっております、扶ふ桑そう通つう建けんの薬院です。

　先日の構こう築ちく定例では色々とありがとうございました。諸もろ々もろ調ちよう整せいいただいた結果、無理のないスケジュールで作業を進められそうです。

　帰かえり際ぎわ他社さんと一いつ緒しよになったのですが、みなさん桜坂さんのＰＭを非常にやりやすいと仰おつしやってましたよ（イグゼク・ソルさんが『いやぁ機き器き販はんのみでよかったです。肩の荷が下りました』と言っていたのにはイラっときましたが（汗））。なんだか自社のことを褒ほめられたようで嬉うれしかったです。さすがですね！　桜坂さん。

　あとＬ３とフロアスイッチの構築、御おん社しやの室むろ見みさんがやられるんですね。まだ若い（？）のに凄すごくコアなエンジニアでびっくりしました！　この業界あまり女性の技術者っていないので（よい意味で）刺し激げきを受けました。

　ベターメディアさんの案件はいつもギスギスするので憂ゆう鬱うつだったんですが、今回は前向きに取り組めそうです。散さん々ざん失礼なことを言った挙あげ句く今いま更さらなんだと思われるかもしれませんが、リリースまでの残り一ヶ月半、どうぞよろしくお願ねがいいたします。弊へい社しやも精一杯とりくませていただきます。

　ちなみに最近、社内で桜坂さんの話をすると課か長ちようが変な顔をするようになりました。

　こないだ『で、どこまで進んでるんだ』と言うので案件進しん捗ちよくを報告したら『違う、そういうことじゃない』と怒られました。わけが分かりません。

　悪い人じゃないんですけど時々おかしくなるんですよね、あの人。桜坂さんにももう一度お会いしたいということだったので今度是ぜ非ひ遊びに来てください。弊社のラボなど案内させていただきますので。




　それでは次回定例にてまた。

　今後ともよろしくお願いいたします』




　　　　[image: ]




　昼下がりの六ろつ本ぽん木ぎ通どおりを溜ため池いけ方面に下っていく。真夏の太陽がじりじりと剝むき出だしの肌を焼いてきた。蟬せみの声と車の排気音、歩行者信号の誘ゆう導どう音おんが複ふく雑ざつに混じり合い大気を満たしている。うだるような暑さとはまさにこのことだろう。スーツのジャケットを脱いでも汗がだらだらと流れてくる。

「……ったく、このくそ暑いのに毎日毎日六ろつ本ぽん木ぎくんだりまで、たまったもんじゃないわ。ポートアサイン表のレビューなんかメールでやればいいでしょ。いちいち先方に行って、時間の無む駄だったらありゃしない」

　傍かたわらを行く室むろ見みが恨うらめしげにつぶやく。スーツ姿の少女はやや猫ねこ背ぜ気味になり細い顎あごを突き出していた。先さき程ほどまで地下鉄の冷房を浴びていたせいか、急きゆう激げきな気温差に適応できてない様よう子すで辛つらそうにしている。工こう兵へいは苦笑しつつ「まぁまぁ」となだめた。

「あのお客さん、メール送ってもきちんと確かく認にんしてくれませんし。直接見てもらいながらレビューした方が確実じゃないですか。またＰＭドキュメントの時みたいにちゃぶ台返しされても嫌いやですし……」

「だーかーらぁ」

　ぎろりと睨にらみつけられた。

「そもそもあんたが余計な仕事引き受けなければこんなことする必要なかったでしょ。ポートアサインの件だって、もともとの話なら今いま頃ごろイグゼク・ソルがやってたはずなのに……っとに」

　忌いま々いましげに舌打ちしそっぽを向かれる。そのままこれ見よがしに足を速め、工兵を引ひき離はなした。

　工兵は嘆息した。

　イグゼク・ソルの業務巻き取りから六日、室見の不ふ興きようはまだ収まっていない。さすがに暴あばれることこそなくなったが、ことあるごとに毒づき工兵の独断専行を責めたててくる。昨日きのうも行きつけのイタリアンレストランで一時間近く説教された。大好きなツナトーストを半分以上残していたから本当よほど腹に据すえかねていたのだろう。しばらくは（少なくともこのレビュー地じ獄ごくが片づくまでは）勘弁してもらえそうになかった。

　とはいえ彼女、仕事自体はきっちりこなしてくれる。いや、むしろＰＭ云うん々ぬんの時より前向きになっているように感じられた。もともと目的さえ明確なら馬車馬のごとく働くタイプなのだ。今のように次々タスクが降ってくる状況はかえって望むところなのだろう。昨日の晩だって今日きようレビューする資料を「あーでもないこーでもない」とさんざんいじくっていた。本当に嫌ならこれほど手て間ま暇ひまをかけないはずだ。

「あーもぅ、本当やることばっかり溜たまってくんだから。今日のレビューが終わったら試し験けん計画書作らなくちゃいけないし。アドレス表整せい理りして扶ふ桑そうの結けつ線せん図ずも確認して、それから……」

　ぶつぶつと独ひとり言ごとのようにつぶやく。うん……やっぱりちょっと楽しそうだ。いつも通りの仕事狂ワーカホリツクぶり、自分のよく知る室見立りつ華かだった。

（………）

　室むろ見みの背中を追いかけながら、だが工こう兵へいはふっと表情を暗くする。

　普ふ段だん通りの彼女を見れば見るほど、通常通りの対応をされればされるほど、先日の騒そう動どうは一体なんだったのかと思えてくる。飲み会を発端とした一連の出来事。何もない自宅、タイムカプセルのようなトランクルーム、そして出所不明のチューブファイル──

　結局、あの夜以来彼女のプライベートには触れられていない。時間がなかったこともあるし何より自分ごときが安易に立ち入ってはならない領域に思えた。

　自分と彼女の距きよ離りは縮ちぢまっているようでまったく縮まっていない。色々なことを知れば知るほど室見立りつ華かという存在が分からなくなってくる。まるで映画のシーンを飛び飛びで見せられているように。繫つなぎ合わせても繫ぎ合わせても全体像が浮かび上がってこない。得え体たいの知れないぬえのような存在──

「桜さくら坂ざか？　桜坂、ちょっと聞いてるの？」

　不意に名前を呼ばれた。慌あわてて顔を向けると室見がしかめっ面つらでこちらを睨にらみつけていた。

「はい？　……え、なんですか？」

　やばい、物思いにふけっていて気づかなかった。室見の眉まゆが急角度で吊つり上がる。彼女は白い頰ほおを歪ゆがめた。

「あんたね、こないだ言ったことちゃんと守りなさいよ、って言ったの」

「こないだの……」

　どのことだ。

「恩返しするって言ったでしょ」

「？」

「ツナ冷れい麵めんの店！　渋しぶ谷やハチ公こう前の！」

　……ああ。

　記き憶おくが蘇よみがえる。橋はし本もとさんの飲み会前に言った台詞せりふか。普段お世話になっているから今度ご飯を奢おごらせてくださいって。

　彼女は憤ふん然ぜんと胸を張った。

「あんた、こんだけ私のこと扱こき使ってるんだから、せめてそれくらい誠意を見せなさいよね。ていうか一食二食なんて言わず一週間くらい奢ってもらってもいいくらいよ。あんたのおかげで私、新しいツナの店開拓する時間もないんだから」

　間の抜けた台詞せりふを大真ま面じ目めに言い放つ。

　………。




　……ええっと。




　工兵は小首を傾かしげた。

　えー……なんですって？

　新しいツナの店？　新規開拓の時間？

　……あのー、僕今結構真剣に悩んでいたんですけど。室むろ見みさんとの関係について。お互いの距きよ離り感をどうしていくかについて。

　本当かなりシリアスモードだったんですよ？　今回の件で、それこそ最大級くらい。

　身体からだの奥おく底そこからなんとも言えない脱力感がこみ上げてくる。緊きん張ちようが保てない。どっちらけもいいところだった。

　工こう兵へいはしばらく沈ちん黙もくした後、かぶりをふった。

「ちょっ！　あんた何やれやれって顔してんのよ。まさか踏み倒す気じゃないでしょうね？　冗じよう談だんじゃないわよ、ツナじゃがチーズのお好み焼きもセットで奢おごるって言ったじゃない。きっちりかっちり耳みみ揃そろえて払ってもらうからね！」

「いやー、それは室見さんの働き次第じゃないですかねぇ」

「!?　あ、あんたこれ以上私に働けっていうの!?　鬼おに!?　悪あく魔ま！　そ、そんなことやってるといつか地じ獄ごくに堕おちるわよ。社長とツーマンセルで！」

「……多た分ぶんその地獄、室見さんも落ちると思いますよ」

　軽口を叩たたきつつ工兵は空を仰あおいだ。抜けるような青空を首都高三さん号ごう線せんの高架が横切っている。雲が白い、夏の日差しがあまねく周囲を照らしていた。

　片目をすがめそっと独白する。

　……そうですね。プライベートがどうとか本当どうでもよいことでした。あなたは紛まぎれもなく室見立りつ華かです。横おう暴ぼうで我わが儘ままで仕事馬ば鹿かで、ちょっと偏へん食しよくな自分の上司。それ以外の何者でもありません。自宅が変？　トランクルームに私物を預けている？　……うん、まぁ世の中色んな人がいますしね。いちいち気にしてもしょうがないですよね。ええ。

　視し線せんを正面に戻す。室見が眉まゆ根ねを寄せこちらを睨ねめつけていた。どう見ても憤ふん慨がいしている。とっととなだめないと大変なことになりそうだった。

　工兵は肩をすくめると、足を速め彼女のもとに駆かけ寄った。







　あとがき




　備そなえあれば憂うれいなしと言いますがどれだけ備えても起こりうるのがトラブルというものです。

　先日知人の事務所で業務データがいくつか消失しました。聞けばファイルサーバは正副二重化され日次のバックアップも取っていたということで、一体なぜ消失なんてことが起こりえたのかさっぱり分かりません。パニックに陥おちいる知人を宥なだめ聞き出すと事態はこういうものでした。




・空調の水みず漏もれ？　か何かでバックアップストレージが全損

・ストレージの交換手配中にアクティブ（正）系サーバで誰だれかがデータを誤消去。その削除情報がスタンバイ（副）系サーバに同期、スタンバイ機き上じようのデータも消失

・時間がたってから気づいたためファイル復旧ソフトでもサルベージ不可




　当事者からしてみれば「ここまで備えていたのになぜ……」というところでしょう。ですが後知恵を承知で言わせてもらうなら「ストレージ交換までサーバ間の同期を止める」「同期するなら、せめて削除情報は伝でん播ぱしないようにする」などやりようはあったはずです。結局のところ（知人も自戒していましたが）環境を整えたことで安心してしまっていたのでしょう。大切なのは障害に備えるのと同じくらい、不測の事態で臨りん機き応おう変へんに対応すること。想定外の状況で冷静な分析・対処を行うこと。まさしくＩＴ運用の極意そのものです。元エンジニアとしてはもって他山の石、気を引ひき締しめる材料にせねばと思わされました。

　ちょうど同じ頃ころ、僕の執筆用ＰＣが壊れました。もちろん先の事件があったばかりですから僕はなるべく冷静に、落ち着いて、深呼吸しつつ携帯を取り上げました。

　………。

「ねぇ、ちょっとやばいよ！　ＰＣ壊れちゃったよ！　どうしよう、原稿データとか全部入ってるんだけど担当さんになんて言ったらいいんだろう!?　……てかもう駄だ目めじゃない？　僕おしまいじゃない!?　二百ページ書き直すとか今更絶対無理だから、逃げるしかないよ、南の島に！　誰も僕のことを知らない土地に！」

　話を聞いた後輩は深々と嘆息した後、僕の家を訪問。ＣＤブートのＬＩＮＵＸを使って易々と原稿データを吸い出してくれました。

　……冷静で臨機応変な元エンジニア作家への道は遠そうです。

　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。


二〇一一年三月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。○年ぶりにＰＣを買い換えたところ新機能や新規格で頭パンク状態。執筆のペースが戻るまで暫く時間がかかりそうなので原稿遅れても……だめ……ですよね……やっぱり。
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Ｉｘｙイクシー

コンピューターの仕事してるからってその人にＤＶＤ録画とかホームビデオの動画編集とかの質問をするのはやめよう！
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※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p083.jpg





item/image/t047.jpg





item/image/t163.jpg





item/image/p282.jpg
DX Y’ HHCKETE R O S
HE [ BB O
EE [0 0 0Mm—<o MBEHE | OSIE S PSSR FEGCDE~]
87 S PPN el wly e S U IV s |
H  [io O et ) 08 O <0

L
HEM S RERKS o LN SRR BRI 5 N N
AU
Hik B <THMPFELRLSHFIR VR HREMYELSOOP LEER
Y ECEE o 1
mEHRHIELE OV HE M H# S -yREL MK OIVNSKR
VB IRPRNVIASERRNVEH— (1K)





item/image/cover.jpg
nitication pre-share

4%
ypto isakmp key cisco addres
rypto isakmp keepalive 30

oA ARE: £

@m NEIR 7T HVION





item/image/p234.jpg





item/image/p278-p279.jpg
&

1

=S BRNA

H
il
H
il
H

i}
H
e

H
g4I

TR

H

T

BTG
ey U

IcONGe B ROSIEON]

[ S K O I oo Ao 6. B0
[0 & fal$owsGe]

[ Sttt 6— S0 THIRIVCT 42416 LWKHI ) QASEINE O MBI D £ 48 S e
R BLVDREHABRNVIOHICC RS S04 RRLLE 01~

B34 KNI B SRES DL IR YeS )

[k 12O I RO KRNI VIR O S O e HE L s IR ik
RN ISMCR | HETHH O S Q46" A =8¢ =X =
RN D L= G HAIN | MR vBIce- |

MY EE RS S OIS

[o%e FpECOIRMHEIMGRE O MivEV N HIHVCH-BRS SEoml

P SCH ™ R SSEET

CHESKER MO SHERIM # | » FRED : P
RSLHAN TN O S NEEENO ﬁ © m S m "
™G OKQKIVINT WIC SI0 ST ) &
MG — KSR QX1

= #2EE ES @ & om
A C AR S AR K oS~ S @ I B
CRRKSSRELE M Lx) N © M
(- BI%E)
MR QUEC T X B FEW #| w2 & |le]| o

&d ad &

HENCRKEY |tmuRItmIR Mm K mm ® B 8

IBORESIERK K MEE ROV AS O R
SRS KEHPFEPOMG
]|
[ra4r24° RS D\ G ¥ S
Teeoe 6487 K VRKE T REE 1Y
WA R RG-S KIS
(H2@) 15 B L P RIIG K
RROPSL BN

[ MRENRFEER LB EC] W

ERRAUSRIERR

=

&
RKI
i
P
Rig
AR
wme

S5fliE DY ENRS S
R2te360

SENSRIC
SRR

ERRREC cOIEBR (19 he Ao EEsHHTR)






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p155.jpg





item/image/p117.jpg





item/image/dia4.png





item/image/p280-p281.jpg
M SCIERER [RE] VO3
MG L)1) O MO |

HY M VREHE VR O S O e C

W [&0° B EEE N SIS IRE X
ROTHHA M) VRECNWT SRR (HE
@) CRADLHCEHK - EJICWCN
EENG® BEMOLCERCHODINIE
R M SRR IR VRS #IE VO™
CREIRME DIPNI N\ L RIREN CIRIEImEC RER BEHHRIK L o Mo 48
37 sl | WS CRRIME SRKERRC)

HE [DOF4 A-<SHEKNRE L O £ s 55 0 LS oo |

MR [RRECHBRES I VRERR LTS FEHS - KEC—NXEBEHEVLM O NN
¢ [ DEERAVRNS S O MBI G IEERM S MPMICILRN TR CHI6IE

57 RLMEWIMNE SO HHCRIBWRKEM A ¢ LB E R SN I H S

HE 107 e BE VI eL

W EEEEWEWCUREAN S M SN IHS IO PR M BECHME KA DN
OMICC LRI CREDKAESCH® Kk Tt

HY o sansicd Moo

W@ [OINMALLO NS SRS TETEV S FEHNIIR M VRS e

S MK BT HNVNRQAY L AEIE LT SRS S W S0 SE M EAVHKSS KBRS
G LRI O b — KRS G

HY M6 FERO% 0NN

WE 0T QHHTE HEEEHEH O S O NI R ZO7 QWi -
GBLRBSC (A2 IR TIKEMGH D4R PR DM O RIS S C
RUERLC e |

HE (2400 |

WE [ HREC LB O IO N RS {SAKERHE O G H NN T INRIEENIE Y — & > L1 Sw
VBB SCH EBKNVON KAU— (R« — SRR G426 L\ N XK G
LBk HRR OB O )L CMI I 7 HRERIRRRER I S RGN
5 M HETERERER CM— VRS R
MR CHE W SRS SO M WEHs T
NICOHICIPE S O RO

HE [ooeeeees ¢ PLRAYLLIIOSL A E

R [#6487 [BKTS M ERNE G 10 O > (kR af O
ICH° HIFLE LPIRGRE 4P C° I
RSSO0 ZEHRIME-H~ 9 @~ 0
OSBRI MEEMNEDNM N O MINT WE
{404 0 TR O M F A F A @S






item/image/t225.jpg





item/image/kaomozi_3_v.png
(>





item/image/kaomozi_1_v.png
<)





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		序



		＊レイヤー１＊



		＊レイヤー２＊



		＊レイヤー３＊



		＊レイヤー４＊



		＊クロージング＊



		あとがき



		巻末特別付録　立華の優しいＩＴ説教部屋



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/t267.jpg





item/image/p263.jpg





item/image/p185.jpg





item/image/t015.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/titlepage.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
pentication pre-share

Lrypto isakmp key cisco addr¥
crypto isakmp keepalive 30
1

rypto ipsec profile VTI
) transform-set IPSEC

15zrelXY





item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
. ,/z\,\e | “‘
\ ______ X2 X ‘/‘)”7’4 =)

oo D e
il






item/image/kuchie-005.jpg
SRR R TR SO H

T4 > /BEE-PEE

B

SHEED ) —A\!—NdT XN ONFH

SEBNE

S





item/image/kuchie-002.jpg
RAAHTAT LORIETE

—aszgIE —/"f\‘“f\"—’tmur(7t

%&zofnumﬁﬁubi’“
\/

[A—
AEED

f;ubfai‘ﬂ&%l#—}b%ﬁ( IR

}’Xﬁﬁgtbbn
DTS =2 B
JEERSEL IS

Ao A
oo






item/image/kuchie-003.jpg
RODBZBSELLHHRICUNRA
1BV REEHTH (1 BREG
M7RBSREICUD, Y F DAL ES






item/image/kaomozi_2_v.png





